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第１節　教育・学生支援機構主催等の講演会及び研修会一覧

講座名 開催時期 時間
開催
地区

開催場所等 講師 対象者 内容 参加人数

1

文理融合教
育、STEAM人
材について考
える

2022年3月4
日（金）

13：00～
15：30

オン
ライン

相原　威（玉
川大学工学
部長）、川崎
勝（山口大学
国際総合科
学部長）

本学教育職
員ほか及び
他大学関係
者

文理融合教育や
STEAM人材をテー
マに、話題提供を
行いながら、フロア
との意見交換を通
して、学修者本位
の大学教育のあり
方やSociety5.0社
会で活躍できる人
材について考える

77名

参加者

77名

講座名 開催時期 時間
開催
地区

開催場所等 講師 対象者 内容 参加人数

1

新任教員研修
会 （第１回）

2021年4月2
日（金）

13:10～
16:30

吉田
地区・
常盤
地区・
小串
地区

メディア講義
室
工学部D21講
義室
医学部総合
研究棟多目
的室

第1部：学長、
人事労務・財
務施設担当
副学長、人事
給与マネジメ
ント改革担当
副学長、学術
研究担当副
学長、学術基
盤担当副学
長ほか
第2部：教育・
学生支援機
構長、学生支
援センター及
び教学マネジ
メント室教員

（１）前回の
研修会以降
に本学の教
育職員（附
属学校を除
く。）となった
者。
（２）上記の
日以前に本
学の教育職
員となった者
で本研修未
受講者のう
ち受講を希
望する者。

新任教員を対象と
して，本学におい
て教育活動や研究
活動を実施してい
く上で必要な知識・
情報等について説
明し，本学の教育
職員として相応し
い認識を高めると
共に，大学運営に
関する理解を深め
る。

教員34名

第１章　教育・学生支援機構主催等のＦＤ活動

Ⅰ　講演会

Ⅱ　研修会

山口大学のＦＤ活動は全学レベルと学部・研究科レベルで実施されている。本章では、全学レベルのＦＤ活
動として教育・学生支援機構および事務局が主催するＦＤ活動の報告を行う（一部にＳＤ・ＴＡＤ活動を含む
※
）。
※FD(Faculty Development、大学教員の職能開発)、SD(Staff Development、大学職員の職能開発)、TAD(Teaching
Assistant Development、大学院生が行うTAの職能開発)。

　以下の表は2021年度の教育・学生支援機構主催FD講演会・研修会の一覧である。全学講演会の参加者は77名
であった。また、研修会は計５回開催され、参加者は計431名であった。各学部・研究科と教育・学生支援機
構が共同で実施する「教育改善研修会」への参加者は合計352名であり、教育・学生支援機構より各学部・研
究科へ講師を派遣して開催する「講師派遣型アラカルト研修会」への参加者は合計298名であった。延べ1,158
名が本年度はFD活動を行った計算となる。多くの教職員は自主的に、また職務上の必要性から参加し、積極的
にFD活動を実施した。
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講座名 開催時期 時間
開催
地区

開催場所等 講師 対象者 内容 参加人数

2

共通教育ＴＡ・
ＳＡ研修会

2021年4月8
日（木）

13:00～
14:00

吉田
地区・
常盤
地区・
小串
地区

共通教育2番
教室
工学部Ｅ31番
教室
医学部総合
研究棟多目
的室

仲間瑞樹（教
育支援セン
ター長）、岡
田菜穂子（学
生支援セン
ター准教
授）、森本宏
志（保健管理
センター准教
授）

TA・SAに採
用予定の大
学院生・学
部生で今回
初めて採用
された者及
びTA・SAを
採用する教
員

TA・SAとして初め
て採用される者お
よび担当教員を対
象として、TA・SAと
しての心構えや注
意事項に関する研
修

教職員9名
学生155名

3

ラーニングアド
バイザー養成
講座2021

①2021年12
月2日（木）
②2021年12
月17日（金）

①13：30
～
②13：00
～

吉田
地区

①メディア講
義室　及び
オンライン
②共通教育
棟１番教室
及び　オンラ
イン

①吉武博通
（筑波大学名
誉教授）、下
村輝夫（福岡
工業大学長）
②山本健慈
（和歌山大学
元学長）、藤
本一之（東北
大学情報部
オンライン業
務推進課特
命課長）

希望者 18歳人口の減少、
国内外の大学間の
競争の高まり、新
型コロナの影響な
ど、大学にとって厳
しい時代に突入し
ている今日におい
て、大学の外部環
境の変化、国公私
立大学の教職員に
求められている能
力などについて、
先進的な取り組み
を行っている大学
を事例に取り上げ
ながら、これからに
ついて一緒に考え
る。

①教職員76
名
②教職員78
名

4

山口大学　共
育ワークショッ
プ２０２２
「ニューノーマ
ル時代の学び
-学生の主体
的な学びを進
化させる学習
管理ツール
LMS-」

2022年3月1
日（火）

13：00～ オンライン 喜多敏博（熊
本大学教授
システム学研
究センター教
授）、平岡斉
士（熊本大学
教授システム
学研究セン
ター准教授）

希望者 新型コロナの発生
に伴い、多くの教
育機関でオンライ
ン授業が導入され
た。学修者中心の
新しい時代の学び
として、どのように
LMS（Learning
Management
System)を活用して
いくのが効果的な
のか、学びのスタ
イルのこれからに
ついて考える。

教職員79名

参加者

計431名

講座名 開催時期 時間
開催
地区

開催場所等 講師 対象者 内容 参加人数

1

教学マネジメ
ント室と人文
学部・人文科
学研究科・東
アジア研究科
（人文系）との
教育改善ＦＤ
研修会

2022年2月9
日（水）

13：30～
14：30

オンライン
及び　後日録
画聴講

土屋　俊
（大学改革支
援・学位授与
機構　研究開
発部長・教
授）

各学部・研
究科の全教
員

「認証評価から考
える内部質保証と
教学マネジメント」

2022（令和4）年度
の認証評価受審に
あたり，受審予定
の認証評価機関の
観点や基準から内
部質保証と教学マ
ネジメントを考える

教員34名

Ⅲ　教育改善研修会
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講座名 開催時期 時間
開催
地区

開催場所等 講師 対象者 内容 参加人数

2

教学マネジメ
ント室と教育
学部・教育学
研究科（教職
大学院を含
む）・東アジア
研究科（教育
系）との教育
改善ＦＤ研修
会

2022年2月9
日（水）

13：30～
14：30

オンライン
及び　後日録
画聴講

土屋　俊
（大学改革支
援・学位授与
機構　研究開
発部長・教
授）

各学部・研
究科の全教
員

「認証評価から考
える内部質保証と
教学マネジメント」

2022（令和5）年度
の認証評価受審に
あたり，受審予定
の認証評価機関の
観点や基準から内
部質保証と教学マ
ネジメントを考える

教員57名

3

教学マネジメ
ント室と経済
学部・経済学
研究科・東ア
ジア研究科
（経済系）との
教育改善ＦＤ
研修会

2022年2月9
日（水）

13：30～
14：30

オンライン
及び　後日録
画聴講

土屋　俊
（大学改革支
援・学位授与
機構　研究開
発部長・教
授）

各学部・研
究科の全教
員

「認証評価から考
える内部質保証と
教学マネジメント」

2022（令和6）年度
の認証評価受審に
あたり，受審予定
の認証評価機関の
観点や基準から内
部質保証と教学マ
ネジメントを考える

教員49名

4

教学マネジメ
ント室と理学
部、創生科学
研究科(理学
系)との教育改
善ＦＤ研修会

2022年2月9
日（水）

13：30～
14：30

オンライン
及び　後日録
画聴講

土屋　俊
（大学改革支
援・学位授与
機構　研究開
発部長・教
授）

各学部・研
究科の全教
員

「認証評価から考
える内部質保証と
教学マネジメント」

2022（令和5）年度
の認証評価受審に
あたり，受審予定
の認証評価機関の
観点や基準から内
部質保証と教学マ
ネジメントを考える

教員56名

5

教学マネジメ
ント室と医学
部、医学系研
究科との教育
改善FD研修会

2022年2月9
日（水）

13：30～
14：30

オンライン
及び　後日録
画聴講

土屋　俊
（大学改革支
援・学位授与
機構　研究開
発部長・教
授）

各学部・研
究科の全教
員

「認証評価から考
える内部質保証と
教学マネジメント」

2022（令和6）年度
の認証評価受審に
あたり，受審予定
の認証評価機関の
観点や基準から内
部質保証と教学マ
ネジメントを考える

教員47名

6

教学マネジメ
ント室と工学
部、創成科学
研究科（工学
系)との教育改
善ＦＤ研修会

2022年2月9
日（水）

13：30～
14：30

オンライン
及び　後日録
画聴講

土屋　俊
（大学改革支
援・学位授与
機構　研究開
発部長・教
授）

各学部・研
究科の全教
員

「認証評価から考
える内部質保証と
教学マネジメント」

2022（令和7）年度
の認証評価受審に
あたり，受審予定
の認証評価機関の
観点や基準から内
部質保証と教学マ
ネジメントを考える

教員11名
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講座名 開催時期 時間
開催
地区

開催場所等 講師 対象者 内容 参加人数

7

教学マネジメ
ント室と農学
部、創生科学
研究科（農学
系）との教育
改善ＦＤ研修
会

2022年2月9
日（水）

13：30～
14：30

オンライン
及び　後日録
画聴講

土屋　俊
（大学改革支
援・学位授与
機構　研究開
発部長・教
授）

各学部・研
究科の全教
員

「認証評価から考
える内部質保証と
教学マネジメント」

2022（令和7）年度
の認証評価受審に
あたり，受審予定
の認証評価機関の
観点や基準から内
部質保証と教学マ
ネジメントを考える

教員29名

8

教学マネジメ
ント室と共同
獣医学部、連
合獣医学研究
科との教育改
善FD研修会

2022年2月9
日（水）

13：30～
14：30

オンライン
及び　後日録
画聴講

土屋　俊
（大学改革支
援・学位授与
機構　研究開
発部長・教
授）

各学部・研
究科の全教
員

「認証評価から考
える内部質保証と
教学マネジメント」

2022（令和7）年度
の認証評価受審に
あたり，受審予定
の認証評価機関の
観点や基準から内
部質保証と教学マ
ネジメントを考える

教員40名

9

教学マネジメ
ント室と国際
総合科学部と
の教育改善FD
研修会

2022年2月9
日（水）

13：30～
14：30

オンライン
及び　後日録
画聴講

土屋　俊
（大学改革支
援・学位授与
機構　研究開
発部長・教
授）

各学部・研
究科の全教
員

「認証評価から考
える内部質保証と
教学マネジメント」

2022（令和7）年度
の認証評価受審に
あたり，受審予定
の認証評価機関の
観点や基準から内
部質保証と教学マ
ネジメントを考える

教員26名

10

教学マネジメ
ント室と技術
経営研究科
(MOT)との教
育改善ＦＤ研
修会

2022年2月9
日（水）

13：30～
14：30

オンライン
及び　後日録
画聴講

土屋　俊
（大学改革支
援・学位授与
機構　研究開
発部長・教
授）

各学部・研
究科の全教
員

「認証評価から考
える内部質保証と
教学マネジメント」

2022（令和7）年度
の認証評価受審に
あたり，受審予定
の認証評価機関の
観点や基準から内
部質保証と教学マ
ネジメントを考える

教員3名

参加者

計352名
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講座名
開催
部局

講師 参加人数

1

大学生のメン
タルヘルス向
上のために

教育
学部

松原敏郎（医
学系研究科
准教授、保健
管理セン
ター）

73名

2

学生相談の現
状と現在の大
学生・大学院
生の抱えやす
い課題やその
支援

農学
部

春日由美（学
生相談所長・
教育学部准
教授）

24名

3

学生相談の現
状と現在の大
学生・大学院
生の抱えやす
い課題やその
支援

人文
学部

春日由美（学
生相談所長・
教育学部准
教授）

42名

4

授業の過程に
おける著作物
利用ルール変
更への対応

理学
部

小川明子（国
際総合科学
部　教授・大
学研究推進
機構　知的財
産センター
長）

51名

2021年10月20日（水）
13：30～

以下のことについて，学生相談所担当者から説
明することで，学生支援や学生相談について理
解を深め，学生・院生のサポートに繋げていく。
①学生相談とはどのようなものか
②大学生の各時期（入学期，２年・３年，卒業
期）や大学院生の時期に抱えやすい課題や危
機
③本学における学生支援と現在の学生・大学院
生の現状
④学生支援のための教職員と学生相談所の連
携

2021年11月17日（水）
14：30～

以下のことについて，学生相談所担当者から説
明することで，学生支援や学生相談について理
解を深め，学生・院生のサポートに繋げていく。
①学生相談とはどのようなものか
②大学生の各時期（入学期，２年・３年，卒業
期）や大学院生の時期に抱えやすい課題や危
機
③本学における学生支援と現在の学生・大学院
生の現状
④学生支援のための教職員と学生相談所の連
携

2021年12月8日（水）
15:15～

著作権法を理解することは大学教育及び研究
にとって重要である。本研修会では、大学にお
ける著作権の考え方について基本的な情報を
共有するとともに、研究倫理について再度検討
することを目的とする。

Ⅳ　講師派遣型アラカルト研修会

開催日時

2021年9月15日（水）
      15：00～16：00

内容

2020年12月より世界に拡大したコロナウィルス
感染症は、未だに終息していない。感染の蔓延
によるストレスのみならず、経済の悪化や社会
的構造の変化が急速に起こっている。大学生は
自分の帰属する社会を意識しつつ大学生活を
送り、豊かで懐の深い社会に参画する中で、自
己のアイデンティティを確立する年代である。先
行きが不透明な社会情勢は大学生のアイデン
ティティ形成を揺るがし、こころの健康、つまりメ
ンタルヘルスにストレスを及ぼす。そのストレス
に大学生が適切に対処するためには、自身のメ
ンタルヘルスを向上させる手法を在学中に学ぶ
必要がある。本講義ではメンタルヘルスを向上
させるマネジメント法について概説する。
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講座名
開催
部局

講師 参加人数

5

大学生のメン
タルヘルス向
上のために

共同
獣医
学部

松原敏郎（医
学系研究科
准教授、保健
管理セン
ター）

31名

6

大学生のメン
タルヘルス向
上のために

工学
部

松原敏郎（医
学系研究科
准教授、保健
管理セン
ター）

77名

参加者

計298名

2022年1月12日（水）
 14:00～

2020年12月より世界に拡大したコロナウィルス
感染症は、未だに終息していない。感染の蔓延
によるストレスのみならず、経済の悪化や社会
的構造の変化が急速に起こっている。大学生は
自分の帰属する社会を意識しつつ大学生活を
送り、豊かで懐の深い社会に参画する中で、自
己のアイデンティティを確立する年代である。先
行きが不透明な社会情勢は大学生のアイデン
ティティ形成を揺るがし、こころの健康、つまりメ
ンタルヘルスにストレスを及ぼす。そのストレス
に大学生が適切に対処するためには、自身のメ
ンタルヘルスを向上させる手法を在学中に学ぶ
必要がある。本講義ではメンタルヘルスを向上
させるマネジメント法について概説する。

2022年2月2日（水）
     　　　　 14:20～

2020年12月より世界に拡大したコロナウィルス
感染症は、未だに終息していない。感染の蔓延
によるストレスのみならず、経済の悪化や社会
的構造の変化が急速に起こっている。大学生は
自分の帰属する社会を意識しつつ大学生活を
送り、豊かで懐の深い社会に参画する中で、自
己のアイデンティティを確立する年代である。先
行きが不透明な社会情勢は大学生のアイデン
ティティ形成を揺るがし、こころの健康、つまりメ
ンタルヘルスにストレスを及ぼす。そのストレス
に大学生が適切に対処するためには、自身のメ
ンタルヘルスを向上させる手法を在学中に学ぶ
必要がある。本講義ではメンタルヘルスを向上
させるマネジメント法について概説する。

開催日時 内容
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第２節 教育・学生支援機構主催ＦＤ研修会 

１．全学対象の講演会・研修会・ワークショップ

（１）ラーニング・アドバイザー養成講座

１．テ ー マ：大学改革と大学の未来を考える

２．開催日時：2021年 12月 2日（木）・12月 17日（金）の 2日間
       ※12月 17日（金）は「大学リーグやまぐち」との共同開催
３．開催場所：メディア講義室・1番教室 及び オンライン配信
４．対 象：国公私立大学の教職員（若手からベテランまで常勤・非常勤問わず）

５．参 加 者：12月 2日（木）：76名 ※学外 33名含む
12月 17日（金）：78名 ※学外 36名含む

６．プログラム：

  ・12月 2日（木）
13：30-13：40 [開会挨拶] 松野 浩嗣 氏（山口大学理事・副学長）

13：40-14：40 
「大学改革の本質と手順を問い直す

 ～ 地域の持続可能性を高めるために」

 吉武 博通 氏（情報・システム研究機構監事、筑波大学名誉教授）

14：50-15：50 「地方大学において教職員に期待すること」

 下村 輝夫 氏（福岡工業大学長・山口大学経営協議会学外委員）

15：50-16：00 [閉会挨拶] 松野 浩嗣 氏（山口大学理事・副学長）
  ・12月 17日（金）

13：00-13：10 [開会挨拶] 松野 浩嗣 氏（山口大学理事・副学長）

13：10-14：10 
「大学改革と大学の未来を考える（仮題）」

 山本 健慈 氏（和歌山大学元学長・一般社団法人国立大学協会

                         元専務理事）

14：20-15：20 「東北大学におけるDX推進」
 藤本 一之 氏（東北大学情報部オンライン業務推進課特命課長）

15：20-15：30 [閉会挨拶] 松野 浩嗣 氏（山口大学理事・副学長）
７．概 要：

・12月 2日（木）
 吉武先生のご講演概要

 ：大学を取り巻く環境の変化や行政等の動きについての解説と大学への影響、大学の教職員に

期待されること、リーダーシップを育む組織文化への転換、大学におけるDXなどについて
 下村先生のご講演概要

 ：福岡工業大学の SDの具体的な内容、中期経営計画や広報活動における教職員の関わり、福
岡工業大学の米国大学への長期派遣の取り組み（次世代リーダー育成）などについて

・12月 17日（金）
山本先生のご講演概要

：大学職員に伝えたいこと（大学職員のつぶやきから見えてくる課題と職員の働き方、経営目
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線を持つことや高等教育政策との付き合い方）、和歌山大学における取り組みなどについて

藤本様のご講演概要

：DX とは何か、東北大学の DX 推進（経緯、体制、推進プロジェクト、課題や課題の克服、
経営の見える化、データベース、現在の課題、今後の進め方等）などについて

８．アンケート結果：

 参加者（アンケート回答者）のうち、研修に参加してよかったか（4件法：「とてもよかった」「よ
かった」「あまりよくなかった」「よくなかった」）については、全ての参加者が「とてもよかった」

「よかった」と回答し、高い満足度を得られた。

自由記述では、リアルな体験（成功・失敗談）、大枠から実務までの内容の話があり業務に関す

るヒントを得られたなどというコメントが寄せられた。一方、自大学を振り返り業務の効率化、DX
化などに関して遅れを感じた、大学の教職員として当たり前であるにもかかわらず「学生」のため

に考えることを忘れがちになっている（仕事として対応してしまう）というコメントも見られた。

各教職員が得られたヒントを業務等に活用できることを期待する。

 今後取り上げてほしいテーマとしては、「カリキュラムの点検方法」「大学 IR」「アセスメント・
プラン」「高等教育政策の解説」などがあげられた。

（２）全学ＦＤ・ＳＤ講演会

１．テ ー マ：文理融合教育、STEAM人材について考える
※「大学リーグやまぐち」との共同開催

２．開催日時：2022年 3月 4日（金）
３．開催場所：オンライン配信

４．対 象：国公私立大学の教職員（若手からベテランまで常勤・非常勤問わず）

５．参 加 者：77名 ※学外 41名含む
６．プログラム：

13：00-13：10 [開会挨拶] 松野 浩嗣 氏（山口大学理事・副学長）

13：10-14：10 
「STEAM≠STEM＋A ～STEAMのAとは何か、
高等教育における STEAM教育はいかにあるべきか」
川崎 勝 氏（山口大学 国際総合科学部学部長）

14：20-15：20 
「『共創』する空間を生み出す玉川大学のESTEAM教育
 ～イノベーション人材を育てる」

  相原 威 氏（玉川大学 工学部学部長）

15：20-15：30 [閉会挨拶] 松野 浩嗣 氏（山口大学理事・副学長）
 ７．概 要：

   川崎先生のご講演概要

   ：STEAMの意味内容・問題（Georgette Yakman氏の見解に基づいてSTEAMを改めて検討）、
Artsの多義性、高等教育における STEAM教育、方向性などについて

   相原先生のご講演概要

   ：STEAM人材の育成、玉川大学におけるESTEAMの考え方や具体的な取り組み（科目やプ
ロジェクト）、ESTEAMエリアの紹介、今後の方向性などについて（動画等も交えてご紹介）

８．アンケート結果：

参加者（アンケート回答者）のうち、研修に参加してよかったか（4件法：「とてもよかった」「よ
かった」「あまりよくなかった」「よくなかった」）については、全ての参加者が「とてもよかった」
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「よかった」と回答し、高い満足度を得られた。

自由記述では、STEAMの具体的な内容、授業への組み込みなどのヒントを得られたこと、玉川
大学におけるハード面とソフト面の整備状況から必要な設備（現在のものを応用することを含む）

が分かって良かったといったコメントが寄せられた。授業に活用したい、教員間のコミュニケーシ

ョンの大切さに気付かされたなどといったコメントも多くみられた。

今後取り上げてほしいテーマとしては、「STEAM 教育を進める際の具体的なカリキュラムや講

義・課外活動の内容」「教育効果に関してアセスメントの方法・データ分析・提言に関する内容」

などがあげられた。

（３）山口大学 共育ワークショップ 2022 
１．テ ー マ：ニューノーマル時代の学び

‐学生の主体的な学びを進化させる学習管理ツールLMS- 
２．開催日時：2022年 3月 1日（火）
３．開催場所：オンライン配信

４．対 象：国公私立大学の教職員（若手からベテランまで常勤・非常勤問わず）

５．参 加 者：79名 ※学外 24名含む
６．プログラム：

13：00-13：10 [開会挨拶] 松野 浩嗣 氏（山口大学理事・副学長）

13：10-14：40 
「学生の主体的な学びを支えるMoodleの活用」
 喜多 敏博 氏（熊本大学 教授システム学研究センター教授）

 平岡 斉士 氏（熊本大学 教授システム学研究センター准教授）

14：40-14：50 [閉会挨拶] 松野 浩嗣 氏（山口大学理事・副学長）

15：00-16：00 
【学内限定】

「修学支援システムの新機能のご紹介（仮題）」

 松本 隆二郎 氏（山口大学 学生支援部教育支援課副課長）

「Moodle3のご紹介」 
 齊藤 智也 氏（山口大学情報基盤センター講師）

７．概 要：

  喜多先生・平岡先生のご講演概要

  ：授業におけるMoodleの活用、授業の設計（学生にいかに深い学びをさせるかの Tips等）、事
例を交えたMoodleの設計方法、質疑応答形式で参加者の実施したい内容の実装などについて

  松本様のご講演概要

  ：PlusDXの具体的な内容（松野先生より）、PlusDXに関連する修学支援システムの新機能につ
いてイメージ画面を交えてのご紹介などについて

  齊藤先生のご講演概要

  ：Moodle3への移行についての解説、Moodle3での新機能、Moodle3では廃止となる機能の解説
（Moodle3での代替）などについて

８．アンケート結果：

参加者（アンケート回答者）のうち、研修に参加してよかったか（5件法：「とてもよかった」「よ
かった」「どちらとも言えない」「あまりよくなかった」「よくなかった」）については、91％の参加
者が「とてもよかった」「よかった」と回答し、高い満足度を得られた。

自由記述では、本学でも導入しているMoodleについて実際に使ってみたい、授業の設計がまず
大切であることを理解した、Moodle3ではさらに幅広い活用ができそうなどといったコメントが寄
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せられた。

今後取り上げてほしいテーマとしては、「Moodleの活用例（スマートに使う方法）」「インストラ
クショナルデザインに基づく教育」「Moodle3の新機能」などがあげられた。

２．教育改善 FD研修会（教学マネジメント室と各学部・研究科主催 FD研修会）

１．テ ー マ：認証評価から考える内部質保証と教学マネジメント

「大学改革支援・学位授与機構が実施する大学機関別認証評価について 

－学部・研究科等における教育課程の評価と内部質保証－」

２．開催日時：2022年 2月 9日（水）
３．開催場所：オンライン配信

４．対 象：教職員

５．参 加 者：352名
６．概 要：認証評価と質保証に関しての解説、認証評価の目的・基本的方針・方法・評価結果、

機構が実施する認証評価の大学評価基準、学部・研究科等における教育の状況の評

価、学部・研究科等における教育の状況の評価及び改善・向上を可能にする全学的

体制(内部質保証の部分)の評価などについて、実際の本学の 3 ポリシー、学部等の
カリキュラム、過去の評価結果を交えながら解説

７．アンケート結果：良かった点としては、認証評価に関して具体的なことが理解できたことや、

各学部に踏み込んだコメントがあった点があがった。一方、時間的に概要の

解説、詳細な領域に関するコメントを盛り込むのは厳しく、学部別に解説し

た方が良かったとの意見もあった。
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第２章 共通教育授業科目別部会のＦＤ活動 

１．ＦＤ活動を実施した授業科目別部会 

（１）運動健康科学部会 

〇部会として FDは開催しなかったが、コロナ状況下におけるオンライン授業の方法について、部会
員間で情報交換をした。

〇例年 0～1 回の部会開催だが、昨年度に比べ大きな審議事項はなかったため、様々な情報交換など
はメールにて対応した。特に講義の実施に関すること、コロナ状況下、安全にかつ教育効果のある授

業についての意見・情報交換も行われた。

（２）英語部会

特になし。 

（３）数学部会

コロナ禍のため，特に取り組みは行われなかった．

（４）物理学部会 

本年度も引き続きコロナ禍という状況ではあったが、特に物理学の講義（物理学Ⅰ，Ⅱ）においては

感染防止対策を講じた上で対面での授業の割合を増やすことができた。これにより、授業担当者も学

生の学習状況の把握や理解度の確認などを行いやすくなり、昨年度よりも学生に効果的な授業を実践

できたと考えている。

一方、オンライン環境も併用し、学生にとって効果的な学習環境の整備について今後も引き続き検討

を重ねていく。

（５）化学部会

①前年度が原則遠隔講義であったのに対してR3年度は対面講義を原則行うようにとの通達で、一部
混乱もあったと思うが、各先生がその状況に対応して講義内容を改善してきた。

②6月 18日（金）に化学実験Bの見学を行った。化学実験の実施内容、問題点などの非常に参考に
なった。また現在、化学実験のテキストの内容を見直すことの検討を行っている。

③R3年度からのChemodrawのライセンス購入に関して、理系学部から共通教育化学部会に、参加・
費用負担の打診があり、各世話人を通じて、共通教育科学担当の常勤教員の意見を聞いた。
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④化学部会の在り方について現在の各学部の世話人、また過去の世話人や部会長を行った先生方から

意見を聞いて、今後の講義や実験などの運営に参考にした。

（６）生物部会 

各部局での FDに参加してもらうこととし、2020年度の FDは特に実施しなかった。

（７）地球科学部会

特になし

（８）日本国憲法部会 

 特記すべき FD活動は行われなかったが、学生授業評価のデータから、授業外学習を促進し授業外
学習時間の確保に向けた取り組みが、今後の課題として考えられる。この点も含め、講義に関する工

夫等について教員間で情報共有することによる、FD活動の活性化が期待される。
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第３章 学生授業評価 

１．実施方法

山口大学修学支援システム（eYUSDL）にて実施している。実施率は多くの学部で 90％～100％と
なっている。なお、一部の学科や科目に関しては独自のシステムを利用しているため、本結果には反

映されてない。

2020年度と比較し、2021年度は「授業内容の理解」「到達目標の達成」「満足度」が高くなる学部
が多い結果となった。これは 2020 年度にオンライン授業が多かったことも影響している可能性が考
えられる。一方で「授業時間外学習」に関しては多くの学部で 2020 年度の方が長い傾向にあった。
授業の実施方法（オンライン）、課題の増減などが要因として考えられる。

各科目の集計結果については、担当教員にフィードバックされ、教員の自己評価と合わせて科目の

改善、また各学部のFDやカリキュラム改善等に活用されている。

２．質問紙

Q1 あなたは、この授業にどれくらい出席しましたか？（括弧の数字は15回授業の場合の出席回数参考値）
  ①90％以上（14回以上）      ②80％～90％未満（12～13回）
③60％以上～80％未満（9～11回）  ④40％以上～60％未満（6～8回）
⑤40％未満（6回未満）

Q2 あなたは、この授業において、授業時間外学習（授業の予習・復習、レポート作成、試験勉強な
どを含む）をどれくらい行いましたか？ 総時間を平均し、授業 1回あたりの時間に換算してお
答えください。

①3～4時間程度又はそれ以上 ②2時間程度 ③1時間程度 ④30～50分程度 ⑤30分未満
Q3 あなたは、この授業の内容を理解できましたか？

①そう思う        ②ややそう思う     ③どちらとも言えない

④あまりそう思わない   ⑤そう思わない

Q4 あなたは、シラバスに記載された到達目標を達成したと思いますか？
①そう思う        ②ややそう思う     ③どちらとも言えない

④あまりそう思わない   ⑤そう思わない

Q5 あなたは，この授業について満足しましたか？
①そう思う        ②ややそう思う     ③どちらとも言えない

④あまりそう思わない   ⑤そう思わない

Q6 【遠隔講義が含まれる場合は、お答えください】 
授業方法としての遠隔講義システム（修学支援システム、Moodle、Zoomなど）について感想を
お答えください。

①とても分かりやすかった   ②分かりやすかった   ③どちらとも言えない

④分かりにくかった      ⑤とても分かりにくかった

Q7 この授業に関する感想や要望等があれば、具体的に記述してください。
  （                                         ） 
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３．結果
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第２部 学部・研究科のＦＤ活動 



第４章 人文学部のＦＤ活動 

第１節 授業公開 

（１）ピアレヴュー実施形態の変遷 

 近年、教員の事務作業量の増加が感じられ、研究・教育の時間確保の重要さが認識される。人文学

部では、学部教員が参加しやすく、効率的なピアレヴューのあり方を模索してきた。平成30年度以後

は以下のようなレビューを実施している。 

・人文学部の教員の中からレビュアー5 名を選出し、その 5 名が任意の授業を参観する。「ピアレヴュ

ー参加シート」を記入し、提出する。

・参観者は、事前にその旨を授業担当の教員に連絡し、同意を得ておく。

・授業を公開する教員は、普段とかわらず授業を行う。ただし、参観者を考慮して講義資料などがあ

る場合は多めに印刷しておく。

・参観者は授業後「ピアレヴュー参加シート」を書き、提出する。

・提出してもらった「ピアレヴュー参加シート」は、授業担当者にも共有し、授業改善の参考資料と

てもらう。

（２）ピアレヴュー実施状況 

 コロナ禍は続いている状況だったが、本年度のレビューはすべて「対面」による授業を対象とした

もんどえあった。参加した教員からは、分野を超えた授業を参観する機会が得られ、教授上の工夫や

学生への対応・配慮などの点で得るものが多かったとの感想が寄せられた。特に、コメントシートの

利用法や授業内の時間の配分方法、教員がディスカッションのファシリテーションを行う技法などの

技術的側面について参考になったという感想があると同時に、学生の向学意識を促す学問的な態度、

学問に向かう授業担当教員の熱意など教育・研究の心理面で刺激を受けたとの報告もあった。

第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会 

令和３年度 人文学部主催FD研修会 
開 催 日 時： 令和３年10月 20日（水） 14:40-15:10 

開 催 場 所： Webex 

講   師： 長谷川充（人文学部予算管理係長） 

参 加 者： 42名（教員37名、職員5名） 

【研修内容】 

本年度は「人文学部の予算について」という題目で学部予算管理係長からの講演を企画した。本年

度から予算執行時期が早まるため、教育経費・研究経費の積極的な活用ができるよう教員の意識を高

めたいという企画意図であった。 

研修内容は大きく①山口大学の予算の現状と動向について、②人文学部の予算状況の現状と動向に

ついて、③予算執行に関する諸注意と、教育経費・研究経費の積極的利用促進について、であった。 
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具体的内容としては、①山口大学の予算は附属病院を除いて運営費交付金からのものが大半を占め

ており、また予算の大部分が人件費であること、②人文学部の予算は文系他部局と比べて消耗品日の

割合がやや少なく、業務委託費の割合がやや高いこと。他大学の類似した学部と比べて教育経費比率

がやや高く、研究経費比率がやや低い、また一般管理経費が高いことなどが指摘された。令和3年度

については一時的に設備費等が高く、旅費交通費等が低くなっているが、これはコロナ対策によるも

のであるとの説明がなされた。こうした予算状況の説明のなかで、特に、人文学部では外部資金獲得

が少ないため、受託研究・共同研究・受託事業を積極的に進めてゆきたいという奨励がされた。③に

ついては、予算執行の実際面について細目ごとに期日等の確認をし、特に、教育経費・研究経費の使

い残しがないように、貴重な予算の積極的な有効利用が求められるとのことが強調された。 

質疑において、教育経費・研究経費を有功活用してゆくことで学生が利用する図書の整備等、教育・

研究環境の持続的な維持・改善が重要だということが確認された。 

第３節 教育改善に関する活動 

(1）「基礎セミナー」の運営にかかわる意見交換と情報共有の活動 

a. 前期共通科目「基礎セミナー」の運営

 人文学部ＦＤ部会では例年、「基礎セミナー」の統括運営を担当し、初年次教育・高大接続に関わる

授業担当教員を支援している。

 人文学部の「基礎セミナー」では平成 28 年度から、第 1 クォーターで学生の人間関係構築やアカ

デミック・スキルの習得に重点を置いたクラス別指導を行い、第 2 クォーターで学生の進路（分野選

択、留学、就職）に関係する方向づけのための合同ガイダンスを行ってきた。学生は前者において学

んだアカデミックスキルを、後者において得られた分野選択の方向づけと組み合わせて、コースごと

設定された最終レポート課題に取り組む。 

 本年度は授業最終回に人文学部長と学生との対話を新たに企画し、学部長執筆の学部ウェブサイト

内のブログ記事についての対話型授業を行った。学部や大学の教育理念を初年次学生に伝えるという

意味で有意義な授業であったと思われる。 

 コロナ対策のため第２クォーターの授業をオンライン授業にせざるを得なかったが、次のようなシ

ラバスのもとで授業運営を行った。 

人文学部基礎セミナー授業概要・一般目標・到達目標および合同授業の内容

【授業概要】 

人文学部に入学した皆さんが、はやく大学生活に馴染み、大学を勉学の場として活用してゆけるよう

に導きます。あわせて、今後四年間の勉学について各自の方向性や目的意識がより明確になるよう促
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します。 

【一般目標】 

（１）自らの大学生活の目的について、明確な意識を持つことができる。 

（２）大学の環境に適応し、大学を自らの勉学の場として活用できる。 

（３）自らの勉学に必要な情報・文献を収集できる。 

（４）日本語論述にかかわる基礎的知識を習得し、大学の授業で課されるレポートを作成できる。 

【到達目標】 

知識・理解の観点：自らの人生の展望を持ち、そのなかでの大学生活の位置づけを理解している。 

思考・判断の観点：自ら問いを発見し、よく考える習慣を体得している。 

関心・意欲の観点：人文学全般に広く関心を持つとともに、特に自身の素質に適い、自らが深く関心

を持てる分野に気づいている。 

態度の観点：大学生活を送る上で基本的な習慣やマナーを身につけ、主体性を確立している。 

技能・表現の観点：大学の授業で課されるレポートの作成において、適切に情報を収集したり、文章

を構成・表現したりする方法・技術を習得している。 

【合同授業の内容】

（１）ポートフォリオの目的とキャリア教育 第8回に実施予定 

       「人文学部生のためのキャリア教育」（学生委員・就職支援部・学生支援センターと連携） 

（２）留学案内 第9回に実施予定 「人文学部生のための留学案内」（国際交流部会と連携） 

（３）各コースの紹介と履修モデルの解説 第10～14回に実施予定 

      「学際的視野を持つために（各コースの紹介と履修モデル）」（各コースに委託） 

（４）総括 第15回 

      「人文学部長との対話」（人文学部長・ＦＤ部会） 

b. 「基礎セミナー」の運営にかかわる意見交換と情報共有の活動 

第 6回基礎セミナー部会 

日時：令和４年２月２１日（水）10:20-11:50 
場所：人文学部事務棟第 2 講義室

参加者：ＦＤ部会・令和４年度基礎セミナークラス担当教員６名

 上記「基礎セミナー」について、次年度担当教員のための意見交換と情報共有の部会を主催した。

①FD部会員から「基礎セミナー」の担当教員に対して、授業の目的と基本設計について説明をした。

②実際の授業運営の技術的な側面について意見交換や情報共有を行った。

③FD部会員の方で「メールの書き方」等の手引書を作成し、担当教員に情報提供した。

④その後も各教員の授業支援を行っている。

（２）コロナ対策支援に関するFD活動 

 令和3年度は、学部FD活動の一環として、以下の活動を追加して行なった。 

  (ii)「学生サポートチーム」のサポート

 (iii)「授業支援チーム」のサポート 

（３）新入生サポートの活動に参加 
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人文学部で行われた新入生のための履修や PC サポート活動に FD 部会員が参加した。その結果、

新入生が抱える問題等を教員間で共有することができた。

（４）学生授業サポーター制度への協力 

学部独自で行われている「学生授業サポーター」制度の成果確認作業に協力した。学生授業サポー

ターは「部局マネジメント改革経費」で運用され、希望する教員の授業を参観し、教員を補助する。

特に、教員の授業運営について学生の立場からフィードバック（改善点の指摘）などを行うものであ

る。今年度は２名の教員が制度を利用し、利用者からは「自分では気づきにくい細かい点を指摘して

くれたので、授業の改善に役立った」など、はじめての試みながら有益な示唆を得たとの感想があっ

た。

第４節 学生授業評価・教員授業自己評価 
 令和３年度の学生授業評価の実施率は、前期 94.40％、後期 88.90％であり、昨年度の前期 96%、

後期 93.50%と比べて堅実に推移している。コロナ禍での修学支援システムの使用頻度の増加および

システム利用（操作）の慣れも伴って、アンケート自体へのアクセスが手軽なものとなったことが要

因として考えられる。

 全体として、前期については昨年度と大きな差は見られなかったが、後期について学生の授業外学

習時間と出席率が減る反面、授業理解度・授業満足度・自己効力感（到達目標の達成）については増

えている。

Q１：出席に関して（小数点第 1 位で四捨五入）

項目 令和 3 年度前期 令和 3 年度後期

90%以上(14 回以上) 79% 76% 
80%以上~90%未満(12~13 回) 18% 20% 
60%以上~80%未満(9~11 回) 3% 3% 
40%以上~60%未満(6 回未満) 0% 0% 
40%未満 0% 1% 
令和 3 年度後期、対面授業が復旧した際には非常に高い出席率が認められたが、令和３年度は全体に

高目ではあるもののやや落ち着いてきたものと思われる。特に後期について「90％以上」が 10％減っ

ている。

Q２：授業時間外学習時間（予習・復習・レポート作成）（小数点第 1 位で四捨五入）

項目 令和 3 年度前期 令和 3 年度後期

3 時間程度またはそれ以上 15% 13% 
2 時間程度 18% 20% 
1 時間程度 31% 30% 
30~50 分程度 18% 20% 
30 分未満 18% 16% 

「授業時間外学習時間」に関しては、令和 3 年度よりも「３時間以上またはそれ以上」の項目が前期

で 5％、後期で 10％減っている。反面で「30 分未満」の項目は 11％と 10％増えている。
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Q ３：授業内容の理解（小数点第 1 位で四捨五入）

項目 令和 3 年度前期 令和 3 年度後期

そう思う 29% 33% 
ややそう思う 55% 49% 
どちらとも言えない 13% 13% 
あまりそう思わない 1% 2% 
そう思わない 0% 1% 

「授業内容の理解」に関してはほぼ昨年度と同様であり「そう思う」「ややそう思う」の合計は 85％
弱である。

Q ４：シラバス記載の到達目標に達成したと思うか（小数点第 1 位で四捨五入）

項目 令和 3 年度前期 令和 3 年度後期

そう思う 29% 33% 
ややそう思う 55% 50% 
どちらとも言えない 13% 13% 
あまりそう思わない 1% 2% 
そう思わない 1% 1% 

「シラバスの到達目標に達成したと思うか」という質問に対して、「そう思う」の数字が後期について

昨年度よりも 10％増えている。

Q ５：授業への満足（小数点第 1 位で四捨五入）

項目 令和 3 年度前期 令和 3 年度後期

そう思う 50% 51% 
ややそう思う 38% 36% 
どちらとも言えない 9% 9% 
あまりそう思わない 3% 2% 
そう思わない 1% 0% 

「学生の授業満足度」に関しては、「そう思う」の数字が後期について昨年度より 13％増えている。

Q ６：授業で使用した遠隔講義システムの分かりやすさ（小数点第 1 位で四捨五入）

項目 令和 3 年度前期 令和 3 年度後期

とても分かりやすかった 24% 39% 
分かりやすかった 32% 37% 
どちらとも言えない 12% 12% 
分かりにくかった 1% 1% 
とても分かりにくかった 0% 1% 

- 24 -



「授業で使用した遠隔講義システムの分かりやすさ」に関しては、昨年度とほぼ同じであるが、後期

について「とても分かりやすかった」「分かりやすかった」が 7％ずつ増えている。

・教員授業自己評価

 令和 3 年度の教員授業自己評価の実施率は前期 49.3％と低調であったが、後期は積極的な呼びかけ

を行った結果 83.3％の高い回答率を得られた。教員への周知徹底は引き続き今後の課題である。

 以下、昨年度と同様、教員自己評価を実施した全授業における結果を Q6~8 に関して、令和 3 年度

前期・後期を比較する。

 「学生が授業内容をよく理解できたと思うか」という問いに対しては、前期・後期共に、「そう思う」

「ややそう思う」との回答が 84%以上であった。

Q ６：学生が授業の内容をよく理解できたと思うか（小数点第 1 位で四捨五入）

項目 令和 3 年度前期 令和 3 年度後期

そう思う 36% 32% 
ややそう思う 48% 56% 
どちらとも言えない 11% 16% 
あまりそう思わない 0% 0% 
そう思わない 0% 0% 

 他方、「シラバスの到達目標を達成できたと思うか」という問いに対しては、８割以上が「そう思う」

「ややそう思う」と回答した。遠隔であっただけでなく、授業時間も 70 分授業へと短縮される中で

はあったが、事務職員の準備や協力と教員一人一人の工夫とで、予定のシラバスの到達目標を達成で

きたと思われる。

Q 7：シラバスの到達目標を達成できたと思うか（小数点第 1 位で四捨五入）

項目 令和 3 年度前期 令和 3 年度後期

そう思う 42% 32% 
ややそう思う 42% 56% 
どちらとも言えない 16% 16% 
あまりそう思わない 0% 0% 
そう思わない 0% 0% 
 「学生は授業に満足していると思うか」という問いに対しては、「どちらとも言えない」との回答が

30％程度を占めている。

Q ８：学生は授業に満足していると思うか（小数点第 1 位で四捨五入）

項目 令和 3 年度前期 令和 3 年度後期

そう思う 34% 27% 
ややそう思う 30% 42% 
どちらとも言えない 34% 33% 
あまりそう思わない 1% 2% 
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第５節 ＦＤ実施経費報告書 

第６節 来年度の課題 
 令和 3 年度は、コロナによる授業形態の変更が続き、大学の授業形態にも制約が課されていた。教

員も学生もオンライン化などにある程度の慣れが見られたものの、学生・教員の心身への影響など、

今後、継続的に観察してゆくべきことが多くある。

 また、人文学部では平成 28 年度から新コースカリキュラムが実施され、令和 3 年度は、コロナ対

応と同時進行で、教学部会を中心にカリキュラム上の修正を学部内で議論し、より改善された教育・

研究環境整備へ向けての修正の実施を開始した。完成年度を迎えるにあたって、長期的な成果も見据

えてカリキュラムや進級手続きなどの評価が次年度の課題となる。FD 活動としての有功な研修・支

援の方法を教学関係者との効果的な連携のもとで検討してゆきたい。
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第５章 教育学部のＦＤ活動 

第１節 授業公開 

 平成 27 年度以降、教育学部は授業公開の時期等で困難があり、実施を見送らざるを得なかった。

今後、効率的効果的な授業公開を実施する目的のために、現在、教室単位で行われている授業公開・

授業改善がどのような形態と規模で取り組まれているかの実態調査し、あわせて望ましい授業公開の

あり方について各教室の意見を求めることにした。各教室の授業公開・授業改善の取り組みの実施例

を取りまとめ、各教室間で情報共有の一助とした。また、授業公開実施にあたっての制約や望ましい

と考えられる授業公開のあり方についての意見についても情報共有の一環として各教室に還元した。 

授業公開実施例・実施にあっての制約・望ましい授業公開のあり方 

１．現在、実施している授業公開の事例 

（１） 複数教員が担当する科目において、担当以外の授業に参加し、授業内容について議論等を

行ったりしている。 

【該当教室】小学校総合・幼児・数学・技術 

（２） 複数教員が担当する科目を中心に新任教員に参加してもらい、教室の授業運営や学生育成

方針を知る新任研修の一環としている。 

【該当教室】小学校総合・国際理解・技術 

（３） 厳密には授業公開ではないが、他教室と共同で中間発表を行い、学生の発表内容を通じて、

指導教員がそれぞれの資料能力等の把握の機会としている。 

【該当教室】情報 

２．授業公開実施にあたっての制約 

（１）授業公開を実施するにあたって、時間的制約や負担が大きい。 

（２）授業公開を実施しない場合の弊害についての情報がない。 

３．望ましいと思われる授業公開のあり方 

 （１）教育学部として各大学教員の教育研究や実践臨床研究と関わる「授業公開」は意味がある。

さらに「大学における教員養成」という視点を具体的な大学の授業をレベルで行うとすれば、さ

らに「授業公開」の持つ価値も見いだせる。

   また、中高の各教科教育法の科目では，授業内容の体系化や授業方法の改善を目的として，ど

のような内容の授業をどのように行なっているのか，各教科内で確認することが望ましい。小学

校の教科指導法に関しては教科を超えて授業参観を行い，授業改善の参考にすることが望ましい。

（理科） 

 （２）授業実施形態の特徴（例えば、思考ツール活用した授業、グループワークを活かした授業な

ど）やケーススタディやロールプレイングの活用について情報共有できれば、その特徴を他教室

も活用できる。また、好事例にあたるのではないかと思われる授業を公開するという形式も考え

られる。（音楽・保健体育） 

 （３）同じ学問領域あるいは各教科・教室の中で授業公開すると良い。（心理・美術・英語） 
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第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会 

第１回 FD研修会

テーマ：相談協力員（大学院生）の修了後の活躍

講師：押江隆（教育学部心理学教室）

日時：令和 3 年 7 月 21 日（水）15:00～15:30 
参加者：72 名

本研修会では、附属臨床心理センターにおける相談協力員の業務、相談協力員の経験がある修了生

の声（動画）、臨床心理教育等について、紹介や説明がされた。

最初に、附属臨床心理センターでは、相談協力員（大学院生）が相談指導員（教員）の指導のもと

でケースを担当している。センターの活動として、受理面接、並行面接と個別面接が行われている。

昨年度については、コロナ禍で 4 6 月の３ヶ月間は面接を実施できなかったが、1 年間の合計は 378
回であったこと等が説明された。また、面接は、消毒、換気、マスク着用、ビニールシールドの設置

等の徹底したコロナ対策をして行われているが、遊びを介したカウンセリング（プレイセラピー）は

対策が難しいため、現在、中止されているとのことであった。

次に大学院修了生について、平成１３年から令和２年の主な就職先は、公務員（児童相談所、法務

技官、鑑別技官等）、現職教員や病院であったことが説明された。その後、臨床心理センターで相談協

力員として活動した経験のある修了生 3 名（警察署、児童相談所および総合支援学校に勤務）の声が

動画で紹介された。修了生の声のまとめとして、専門知識の活用という点で、薬物療法を受けている

子どもへの理解、根拠に基づいた支援、守秘義務が述べられ、主体性の強調という点で、非判断的な

受容、内側からの理解、子どもの主体的な遊び、いまここでの気づきが述べられたことが確認された。

最後に、心理臨床からみた教育として、セラピーの中で自分の内側に目を向けながら、自分につい

て学んでいる。それは教育であるとする考え方が紹介され、心理臨床と教育（教員）が協力すること

の意義が述べられた。

第 3 回F D 研修会

テーマ：最近のちゃぶ台プログラムの活動について

講師 阿濱 茂樹 先生（技術教育選修 准教授）

日時：令和３年 10 月 20 日（水）14:30 15:00 
参加者：71 名

平成 17 年度にスタートした「ちゃぶ台プログラム」は、「ちゃぶ台」を囲むようにみんなで議論・

実践・解決しながら、教育課題に適切に対応できる教員の養成を目指す教職研修プログラムであり、

開始から 17 年間を経て学外にもその存在が広く知られ、高く評価されている。

これまでにたくさんの先生方に携わっていただいて運営されて来たが、プログラム開始後に赴任さ

れた先生方にはもちろん、実際に携わっておられる先生方にも、様々なプログラムの運営状況につい

て広く知っていただくためにも、今回の FD 研修は有意義であった。

 当日は、参加者にちゃぶ台プログラムのパンフレットが配布され、その記載内容に沿って、スライ

ドを用いながら、講師の阿濱先生が多様なプログラムの最近の運営状況や参加者の様子、追加された

プログラム等についてお話をされた。「学生が現職教員などと交流するプログラム」では特に、地域、

教育機関と連携した地域協働型を目指している。また、「学生が学校の活動に入っていくプログラム」

では「ICT サポーター」の活動が新しいプログラムとして加わったとの情報提供もあった。
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20 数分間のお話の後、参加者からの質問を募ったが、特に質問は出なかったので、予定された時間

内に終了した。

第 4 回 FD 研修会 「教員養成における ICT 活用教育の必要性」

講師：堤 健人（技術教育教室）

日時：11 月 17 日（水）15:00～15:30 
参加者：79 名

「教員養成における ICT 活用教育をもう②歩進めてみませんか？」というテーマのもと，1) GIGA
スクール構想がもたらす変化，2) 教員養成における ICT 活用力・ICT 活用指導力を育成するための

参考資料，3)Google Classroom でできることの３点が紹介された。教育学部では Google 等のツール・

アプリの教育における活用方法を探究し，附属学校園と共に教員養成教育・初等・中等教育の教育

DX 推進に寄与することを目的とした，時限付き部門「教育 DX 推進（Google 協働）部門）」が設置

されたばかりである。本研修会では，当部門が設置された社会的背景（GIGA スクール構想）と，ど

のようなことが教員養成に求められているのか，何からはじめればよいのか，を学部全体で共有でき

るよう企画した。

まず，1) GIGA スクール構想がもたらす変化については，山口県内における ICT 環境の整備・活用

状況を踏まえつつ，学校現場の変容としては緩やかである一方，興味関心の高い教員がいる学校では

積極的な取組みが進んでおり，学校間格差が発生しつつあること，教員採用試験については，ICT の

利用を課す自治体が出始めていることが紹介された。参加者は，山口県が児童・生徒に 1 人 1 台，端

末が整備されている状況（整備率 100%）を知り，本学の教員養成教育において ICT 活用能力の育成

が求められる状況を理解することができたのではないだろうか。

続く，2) 教員養成における ICT 活用力・ICT 活用指導力を育成するための参考資料では，文部科

学省作成の「教員の ICT 活用指導力チェックリスト」を用いて，これまで ICT 活用に関して「提示

する」にとどまっていた事項が，「取り組ませる」「活用させる」と，より高度な指導力が求められて

きていることが紹介された。しかし，ICT が万人に優しい技術とも言えず，「できること，できると

ころから進めていく」ことが重要であること，文部科学省が Web 公開している授業実践例を学生に

資料として提示し，指導案作成や授業デザインの提案，教材開発に取り組ませてみることでも第一歩

となることが示された。

最後に，3)Google Classroom でできることでは，教育 DX 推進部門に取り入れられた，Google 
Workspace for Education で授業を構成していく手順や，授業者と学習者が双方向でやりとりできる

状況を，実演を交えながら紹介していただいた。時間の都合上，質疑応答の時間を確保することはで

きなかったが，GIGA スクール構想の波が到達し，ICT 活用と謳われる中，私たちにできることは何

か，教育学部全体としてどのような方向の教員養成を目指しているのかを知る機会となった。

第 6 回 FD 研修会 「学生の就職状況について」

講師：北本 卓弥（就職支援部）

日時：3 月 16 日（水）15:00～15:30 
参加者：70 名

年度終わりに時期に次年度の教員採用率の向上に向ける意味で、学生の就職状況と就職活動動向な

どについて就職支援部から総括的報告が行われた。昨年に引き続くコロナ禍の影響で、就職支援部の

活動はオンライン中心にならざるを得なかったが、本年度は教員採用と一般就職の両方の支援に傾注

した。

3 月から教員採用試験に向けて個人面談と集団討論の対策セミナーを開始している。4 月からは、
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個人面談・集団討論に加え、模擬授業の対策講座を、山口県の小中学校校長経験者による講師陣で対

策講座を開催した。 

本年度は、このような対策セミナー・対策講座の有効性を見極めるために、学生の進路データと進

路決定にかかわる因子を機械学習させて分析した。その結果、対策セミナー・対策講座の出席回数と

教員採用合格とが高い関連性があることが明らかになった。引き続き、分析の精度を高めるために、

様々なデータや進路決定因子を機械学習させていく。

また、学生に自己 PR 文を作成させ、自分を客観的に分析するとともに、山口県が求める教師像を

再度確認させることにしている。

これまで学年進行とともに教員志望率が低下する傾向があったが、最近、その傾向に歯止めがかか

っている。現 3 年生が 1 年時のときの教員志望率 89.8％が、学年が進んだ 2 年時では 77.0％に下が

ったが、3 年時ではそれが 75.4％と持ちこたえている。また、現 2 年生も、1 年時の 84.1％を維持し、

83.5％とわずかな低下に抑えられている。

第３節 教育改善に関する活動 

本学部では、令和 3 年 4 月に新規に教員として採用された本学部卒業生とその赴任校の管理職（各

19 名）に、卒業生には本学部教員養成カリキュラム（卒業論文・卒業研究、教育実習、授業・ちゃぶ

台PG等）の満足度や有効性あるいは課題について、管理職には新規採用一年目の教員としての資質・

能力は十分に備わっているか、改善すべき点はどこか等について聞き取り調査を行った。その結果を

報告書にまとめ、全教員に配布した。

 学生授業評価および教員授業評価の実施率の経年変化を表１に示した。授業評価実施率は、令和 2

（2020）年度に続き、学生・教員ともに上昇した。2021年度も、新型コロナウィルス感染症防止のた

め授業形態が対面授業と遠隔授業が混在することになり、そのことが学生の授業評価実施率に影響を

与えるとの懸念もあったが、学生の授業評価実施率は 100％であった。これに対し、教員の授業評価

実施率は、微増しているものの、まだ60％に達していない。 

表2は、令和2年度と令和3年度の教育学部学生の授業外学習時間を調査した結果である。昨年の

FD報告書で「今年度は新型コロナウィルス感染症の影響で、学生は卒業生とは大きく異なった生活を

送ることになり、学外での活動はかなり制限された。来年度も引き続き新型コロナウィルス感染症の

影響があった場合には、状況に合わせて、授業外学習時間が適切に確保できるような取り組みが必要

である」と課題を指摘していたが、授業外で2時間以上学習時間を確保した学生の割合は、令和2年

度の56.5％から39.3％に大幅に減少した。新型コロナウィルス感染対策により、学生間で形成される

はずのソーシャルキャピタルが分断され、ストレスが大きくなったことが授業外学習時間の確保に影

響していると考えられる。 
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第４節 ＦＤ実施経費報告書 

第５節 来年度の課題 

 令和3年度、学部としての公開授業は実施しなかったが、各教室単位で行われている授業公開・授

業改善の取り組み実施例を取りまとめ、各教室にフィードバックし情報共有の一助とした。教育学部

という学部の特質上、すべての教室が一様に公開授業することは、時間的制約の問題だけではない困

難を伴うことが確認された。次年度も引き続き各教室の取り組みを取りまとめ、各教室間で情報共有

をして望ましい授業公開に向けた試みを検討していくことが求められる。 

平成 30 年に卒業生とその管理職に対する取り調査を開始した。例年、卒業論文・卒業研究、教育

実習、授業・ちゃぶ台PG等に対する卒業生の評価は非常に高いが、卒業研究の成果を現場で活かせて

いない、大学の授業と現場で使う教材との関連性が少ない、あるいは教育実習で公務分掌について知

っておきたかったなどの指摘がある。また、ちゃぶ台PGへの参加は小学校選修が多く、中学校・特別

支援を主免許とする学生の参加が少ないことも指摘されている。管理職からは卒業生の資質に関して

は概ね良好な反応が多いが、毎年、教育現場を知ること、子供・保護者・先輩教員とのコミュニケー

ション力を高めることが課題として挙げられている。『卒業生調査報告書』を全教員に配布し、以上の

分析結果を共有しているが、その結果を教育活動にどのようにフィードバックするか、どのように反

映されているかについては、今後何らかの形で調査し明らかにしていく必要がある。 

 令和 3 年度の学生の授業評価実施率は 100％であり、来年度も維持するような働きかけを行ってい
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く。一方、教員では約40％の授業で実施されていない。授業評価実施時期には、授業評価の意義につ

いて周知して実施を促すことを行っているが、今後も継続して授業評価実施を促す必要がある。 

 授業外学習時間が大幅に減少したことについては、新型コロナウィルス感染防止対策の影響で対面

授業が減り、オンライン授業が多くなったことが学習時間確保を困難にした可能性がある。授業外学

習時間の減少が、新型コロナウィルス感染防止対策の影響で一過性のものなのか、それとも学生の傾

向なのかは今後注視していく必要がある。 

また、教学マネジメント室が公開している「成績分布共有システム」による授業毎の成績分布状

況について、昨年も課題として挙がっていたが、次年度も引き続き，各教員がその方法を再検討

し、必要に応じて変更・改善して、より適正に行えるように取り組む必要がある。 
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第６章 経済学部のＦＤ活動 

第１節 授業公開 
経済学部としての授業公開は実施していない。

第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会 

２－１ 科学研究費獲得推進ワーキング

2018 年度から実施している科学研究費獲得のための FD研修会を継続して行った。

・ 第１回 研究推進室ワーキング開催 

 ４月 21 日（水）午後 12 時 50 分、第 2 会議室に研究推進室のメンバー6 人が集まり、今後の活動

方針や内容について検討

・ 第 2 回 研究推進室ワーキング開催

5 月 19 日（水）17 時より ZOOM に研究推進室メンバー6 人によるワーキングを開催。科研費申請

のスケジュールが早まったことを受けて、6 月の教授会前に科研費獲得推進のための研修会を行うこ

とを決定。

・ 科研費獲得推進研修会

6 月 19 日（水）定例教授会開始前に ZOOM にて科研費獲得推進研修会を開催。①科学研究費助成

事業データベースを用いた採択実績の傾向分析、②審査結果の見方とそれによる改善ポイントの抽出、

③科研審査経験者による採択のポイントの 3 点について講習を行う。

・ 第 3 回 研究推進室ワーキング開催

6 月 19 日（水）教授会終了後に研究推進室メンバー6 人で今後の活動について検討

・ 科研費獲得推進研修会

7 月 21 日（水）定例教授会開催前に ZOOM にて今年度２回目の科研費獲得推進研修会を開催。大

学研究推進機構、産学公連携・研究推進センターの URA 木村友彦氏に応募支援の基本方針、採択状

況の分析結果、科研申請のブラッシュアップと応募スケジュールについて講演していただく。

２－２ 学長裁量経費プロジェクト「Economics under/with COVID-19」
学長裁量経費のもと新型コロナウイルス感染症と経済や

経営に関する研究を学部として行うことになった。学部と

しては、このプロジェクトを FD 研修の一環として位置づ

け、執行部と研究推進室のメンバーを中心にその実施方法

とスケジュールについて検討を行った。結果として７つの

研究プロジェクトが立ち上がり、年末の中間報告と年明け

の最終成果報告会にむけて始動した。

 このプロジェクトに直接かかわっていない教員にもこの

プロジェクト詳細について知ってもらうために11月17日
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（水）の定例教授会終了後、中間報告会を実施した。

2 月 15 日（水）9 時 30 分より、第１大講義室にて最終成果報告会を実施。学部教員だけでなく学

長・理事にも参加していただき、このプロジェクトの最終研究成果について報告を行った。

第３節 教育改善に関する活動 
令和３年度より対面授業を主として行っていくことが全学の方針となったが、それについての学生

側の意見徴収をある授業の履修生を対象に修学支援システムの授業内アンケート機能を利用して行っ

た（下の図を参照）。対面授業に不安を感じる学生もいれば、対面授業でも距離が確保されていること

による安心感や友達に会えることの喜びを指摘する学生もいた。また、新型コロナウイルス感染症の

問題に関係なく、繰り返し動画を視聴できる、資料が見やすい、集中できるなど、オンライン授業を

好意的に捉える意見も多数あり、今後の授業形態の考える上で参考となった。 
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第４節 ＦＤ実施経費報告書 

第５節 来年度の課題
 科研費獲得推進のためのＦＤ研修会を継続して実施しているが、開始から２年目の年度以外は目立

った成果が上がっていないので、来年度も継続して行う。 

 この2年間、授業形態や課外活動において制限があったが、来年度以降は対面授業が原則となって

いくこともあるので、教育講演会の実施や就職支援など、学生に対するサービスを再開させていきた

い。 

 また、経済学部ではTOEIC400以上の取得を卒業要件に課しているが、それをクリアーできずに卒業

できない学生の存在が毎年問題になる。補講の周知徹底、指導教員による個別の声掛けなどを通して

この学生数の減少に取り組んでいく必要がある。 
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第７章 理学部のＦＤ活動 

第１節 授業公開 

1.1 数理科学科のピア・レビュー 

実施科目「数理科学発展セミナー」 

１）概要 

①日時：令和 4年 1月 17日（月）3・4時限（代数），令和 3年 12月 13日（月）5・6時限（解析），
12月 6日（月）5・6時限（幾何）
②対象学生：数理科学科３年生（約５０名）

③授業概要：本授業は、卒業研究の準備として 3 年次後期（4 単位）に設けられており，代数・幾
何・解析の３つの系別に分かれて行う系別セミナーと、指導教員毎に分かれて行う個別セミナーの

２つのセミナーで構成されている。今回のレビュー対象は系別セミナーである。代数系は、後期前

半部分では９０分間の試験と、試験問題に関するプレゼンテーションを交互に繰り返すという形で

授業を行っており，後期後半部分では Tex 講座と個別セミナーで学んだ内容に関する発表会を実
施している。今回は試験問題に関するプレゼンテーションを行う回であり、学生は、前回受けた試

験の内容について、セミナー形式でプレゼンテーションを行い、それに対し担当教員や受講者から

質問を受け、それに答えることによってより理解を深めていくという形式で授業が進められる。幾

何系は、幾何に関する資料と演習問題を配布し、その解答を学生が発表し、教員と受講者で質疑・

討論を行うという形式である。解析系は、事前に配布された演習問題について、指名された受講者

がスライドを用いて発表を行い、その発表に対してすべての受講者に意見が求めるといった形式で

ある。どの系別においても、学生が与えられた課題に関するプレゼンテーションを行い、他の受講

者や教員が理解の浅い点や曖昧な点を指摘し議論することで理解を深めることを目的としている。

また、プレゼンテーションの方法についても指導を行っている。

④授業担当教員： （代数）南出 真、（幾何）中内 伸光、（解析）廣澤 史彦

レビュアー：増本 誠、木内 功、宮澤 康行、菊政 勲、幡谷 泰史、倉富 要輔、

大関 一秀、只野 誉、塚本 真由

２）レビュー結果 

レビューシートの評価欄には、「知識・理解」、「思考・判断」、「関心・意欲」、「技能・表現」、「態

度」の観点から適切な指導が行われているかを５段階で評価されており、いずれの系別の担当者に

対しても殆どの項目で「４」又は「５」の評価があり、効果的な授業が行われていることが確かめ

られた。

レビューシートの自由記述欄には以下のような記述があった。

（優れた点）

【解析系】

・ 学生の発表態度や姿勢について指摘がみられ、プレゼンテーション全体において的確な指導が

みられた。学習内容についても直接的に指導があり、学生の今後につながるものと考えられる。

・ 発表者の理解力・プレゼン力に応じた質疑がなされていた。プレゼン資料の作成やプレゼン能

力は個々の学生によって差がある。それぞれの学生に応じて必要なアドバイスが与えられてい
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たように思う。

・ テーマだけが与えられていて、その細部は発表者に委ねられている。授業担当教員はもちろん

のこと、どの受講生もすべての発表に対して意見を求められ、正に双方向のアクティブラーニ

ングである。担当教員からは、受講生全員に有益な批評が聞かれる。

・ 担当教員が観点を分担しているように思われる点がおもしろい。

【幾何系】

・ 系別セミナーの時間であったが、配布資料の準備のもと、問題演習の形態で行われていて、発

表者には教員が適切な質疑を行い、学生の理解を深める指導がなされていた。発表者以外の学

生にも発言を求めていたので、常に全員が授業に参加できるように工夫されていて、発表者以

外の学生も熱心にノートを取っていた。

・ 題材となる内容についての証明問題が難しい内容であったが、教員の指導が行き届いているよ

うで、発表者は、よく準備された発表を行っていた。教員は発表者に、授業内容だけでなく、

「背理法」による証明の記号論理的内容を尋ねるなど、幅広い内容の質疑を行っていて、総合

的な能力が身につくように工夫されていた。学生たちは、この演習形態の授業で、自習で習得

するには難しい経験や能力が身につくものと思われる。

・ 教員から発表者への質疑は学生の学力に配慮しつつ段階を踏まえた適切なものであり、発表者

の解答から正解へ辿り着くように指導を行うよう工夫されていた。

・ また発表者の解答に関して他の受講者にも質疑を投げかけたり、受講者からの積極的な意見も

見受けられ、全員が授業に主体的に参加できる取り組みがなされていた。演習問題には難しい

ものも含まれていたが、普段の講義では時間上の制約により細かな説明がしづらい箇所も懇切

丁寧に指導されており、この演習形式の授業で受講者の学力が的確に養われると確信した。

【代数系】

・ 授業の冒頭に全般的な注意、解説、講評がなされ、また数学史の話題の披露もあり、アイスブ

レイクの役割も果たすとともに、勉強にもなっていた。

・ ついつい知っているものと思いがちな記号の意味を、きちんと理解しているかを一つ一つ丁寧

に確認されていた。

・ 発表者の理解が不十分と思われる点を的確に把握し、適切な説明・指導が行われた。同時に、

クラス全体にフィードバックされ、各問題ごとに質問やコメントがないか確認されていた。

・ 口頭での説明では不十分あるいは理解が難しいような場合に、自ら板書し、例示することによ

り理解を促していた。

・ 群論をテーマにした課題は、三年次後期としては適切なものである。問題の難易度も適切であ

った。特に、ゼミ配属直後の早い段階で、英語の文献を読むという経験は学生たちにとって貴

重なものになると思われる。

・ 担当教員は前週に実施した演習の答案を良く読んで、学生たちの解答の傾向に合わせた解説お

よび助言を行っていた。学生の発表中にも教員によるきめ細かい指示が入っていた。対応する

学生は大変だと思うが、この経験を糧に数学およびプレゼンテーションの力をつけていって欲

しい。

・ 発表者である学生の発表が滞った際に, 教員が適切に板書等で誘導・軌道修正できていたと思
う。発表が終わった後に、発表者だけでなく、それ以外の学生への問い掛けも積極的に行われ

ており、発表者以外の学生も参加できる授業を行おうという意識がみられた。

（改善点）

【解析系】
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・ 受講生からの意見が、発表の見た目に偏り、内容に踏み込むものが少ないのが気になった。今

後の指導が期待される。

【代数系】

・ 時間的に厳しいので難しいとは思うが、発表者が詰まったところを発表者以外の学生に名指し

で質問を振って答えさせるような機会があると、教室全体に参加意識が高まってよりいいかな

と思う。

・ 発表者以外の学生は全体的にやや大人しかった印象である。活発な質問や意見交換があること

でより良いセミナーになると考えられる。

・ 教員が適切に板書等で誘導・軌道修正できていたと思うが、一方で学生がそれに甘え発表の事

前準備を少し怠っているようにも感じた。授業の担当教員だけでなく、研究室の担当教員が学

生にしっかりと発表の準備を行うよう指導すべきだと思う。

・ 聴講している学生からもっと活発な質問や意見があると良いと感じた。

1.2 物理・情報科学科のピア・レビュー 

実施科目「 計算モデル論II」（後期） 

１）概要 

① 日時：令和 3年 12月 20日 （月）12:50 - 14:30  理学部 15番講義室
② 対象学生：物理・情報科学科 情報コース 3年生
③ 授業概要：情報科学の実験・演習科目である「計算モデル論演習 II」で実施する演習内容を解説
するための授業である。「計算モデル論 II」および「計算モデル論演習 II」を同じ教員 2名が担当
し、それぞれ 8回ずつに分け、授業を実施している。
④ 授業担当者：川村正樹、韓先花 レビュアー： 西井、韓、野﨑、上田

⑤ レビュー方法： 授業に参加し、終了後、問題点や改善点等を担当者に口頭または文章で指摘す

る。

２）レビュー結果 

レビュアーから以下のコメントを頂いた。

・スライドが分かりやすく作成されており、手法の手順が理解しやすかった。

・授業内容を理解するために途中に演習課題を出していたところが良かった。

・「前回の復習が数枚のスライドでまとまっており，受講学生の理解を助ける工夫がなされてい

ると感じた」という意見がある一方で、「講義が中途半端な前回の続きから始まり中途半端な

ところで終わるので、学生が各回のテーマを理解しづらいのではないかと感じた」という意見

もあり、アンケート等で学生の意見を聞いて対応すると良いと思われる。

３）その他、検討すべき点

・15番教室後方からはスクリーンの下部が見えづらいので，教室中央付近にモニタを追加する
などの教室改修を含めて，何らかの対策があると良い。

・スライド中の数式の線が細く，視認しづらい箇所があったので、改善すると良い。

・遅刻して来る学生がおり、出欠・遅刻を確認した方が良いと思った。

1.3 化学科のピア・レビュー 
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実施科目「化学ゼミナールⅠ・Ⅱ」 

１）概要 

①日時・場所：2021年 12月 15日（水）13:00～15:55、経済学部第１第講義室
②対象学生：大学院創成科学研究科・地球圏生命物質科学系専攻（博士前期）化学コース Ｍ１・

Ｍ２年生

③授業概要：化学ゼミナールⅠ・Ⅱの履修者が、各自の研究課題に関するプレゼンテーション（発

表６分、質疑応答８分：合計１４分）、同時に他の学生の研究発表を聞き相互に評価し合う。

授業の到達目標：

・ 各自の研究テーマを分かりやすく発表する。

・ 同級生の研究発表を聞き、批判的・建設的に討論を行う。

④授業担当教員 川俣 純（化学分野長）

レビュアー 山﨑 鈴子・本多 謙介・村藤 俊宏・村上 良子・藤井 寛之・安達 健太・綱島 亮・

上條 真・鈴木 康孝・谷 誠治・宮川 勇

⑤レビューの方法：実施後のアンケート調査により、授業内容、授業の進め方、その他改善を要す

る点についての意見を議論する

２）レビュー結果 

①授業内容

・ 一人当たり約６分間のプレゼンテーションの後、約８分間の質疑応答を行った。

・ 発表件数は、９件であった。

②意見  レビュアーから以下のような意見が寄せられた。

１．授業内容に対する意見

・ 発表時間と質問時間のバランスが良い。

・ よい計画と企画になっている。時間もちょうど良い。

・ 教育効果の極めて高い授業になっている。特に４年生以下が積極的に質問する点（質問を教員が

促す点）が良かった。

・ 活発な議論があり、修士論文の完成に向けて有益であると思う。

・ 化学の大学院生の中間発表でしたが、研究内容も充実しており、発表そのものもよく練習されて

いて学会発表並みの内容であった。また学生からの質問もあり、大変良かった。

・ 本年度は発表件数が少ないこともあり、討論時間を十分に確保できており、大変良かった。

・ 質疑応答が活発で良かったと思います。

・ 自身の研究を発表資料にまとめ、口頭発表・質疑応答を行なうことから、極めて実践的なプレゼ

ンテーションの場である。質疑応答時間が８分と十分な時間がとっているため、発表者と聴衆者

のいずれにとっても、有意義なディスカッションの場が確保されているように感じた。

・ プレゼンをコンパクトにまとめる練習、質問に的確に答える練習として、発表６分・質疑８分の

時間配分は良いと感じる。質疑応答の中でより理解が深まります。

２．改善を要する点

・ 質問時間を長めに設定している点が良い。

・ 演者の位置がスライドと重なる場面があった。（演者の位置を横にずらした方が良い）

・ 会場設備のスクリーンが小さい（映写範囲）

・ 今回は経済学部の教室を使用することになったが、適切な場所の確保に留意する必要がある。

・ 今後、発表人数が多い際の討論時間確保を考える必要がある。
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・ コロナ禍の中にも関わらず。対面形式にて発表の場を与えるくれるのは、大変ありがたいが、十

分な対策も必要である。

・ 発表に対する質問が少ない場合に、座長が学生を指名するシステムは、以後続けて採用すべきと

感じる。

実施科目「量子化学及び演習II」 

１）概要 

授業形式：実習・演習

レビュー担当者：  安達・藤井

担当教員：谷 誠治

対象学生：生物・化学科 化学コース３年生

実施日時：2021年 7月 19日（月曜日）９・１０時限 16：10 17：40 
2021年 7月 26日（月曜日）９・１０時限 16：10 17：40 

実施場所：理学部２号館２階・第２計算機実習室

授業内容：ヒュッケル法による分子軌道と軌道エネルギーの計算（7/19）
群論による光吸収遷移の予測と帰属（7/26）
授業資料：Moodleにログインしてダウンロード

２）レビュー結果 

１．実習・演習内容について

・ヒュッケル法による「分子軌道と軌道エネルギー」は、有機化学との接点も多く有意義であっ

た。

・ヒュッケル法による分子軌道計算（Excel ソルバーを用い流）、結合次数、異核原子（N, O）
を含むパイ電子系の電子配置と電子遷移

２．改善を要する点

・ PC（Moodle）を使っての講義であったが、接続までに５分程かかり、すぐに対応する画面に
移行できなかった。

・講義内における、式の展開説明を講義室前方画面で行うが、講義資料（moodle 上）と共に見
ながら聞いていると、説明内容が途切れ途切れになる。前方スクリーンとパソコン画面の共有

が良いかもしれない。演習時は共有を切れば良い。 

３．その他、気付いた点

・教科書は使用していないが、講義内容がMoodleにアップしてあり、講義内容の予・復習に有
効である。

・詳細に記述された講義資料（moodle 上に配置）は受講生にとってとてもわかりやすいと感じ
た。

1.4 生物学科のピア・レビュー 

実施科目「生物学実験III」 

１）概要 

①日時：令和３年１０月２５日（月）５ １０時限 理学部生物科学学生実験室 

②対象学生：生物・化学科、生物学コース３年生（４１名）
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③授業の概要：生物学実験 IIIでは、初回の講義で、安全ガイダンスの実施と、シラバスに従って実
験内容や授業方針について説明を行い、授業の到達目標を伝えている。今年度は実験を実施するに

あたり、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、理学部の授業ガイドラインを遵守し、履修者を

半数の少人数にし、内容を短縮して実験を行った。具体的な対策としては、着席位置や間隔につい

て充分に注意を払い、全員がマスクを着用し、実験室内の換気と実験台・器具のアルコール消毒や

手洗いを行った。

本実験の目標は、行動生態学のホットトピックである動物のパーソナリティーと行動シンドロー

ムについて学習することである。実験の項目として、コクヌストモドキという小型の甲虫を用い、

死にまね時間と歩行速度の計測を行った。そして、それぞれの行動形質が時間によって変化するか、

また、これらの形質の間に相関（シンドローム）がみられるかを検討した。

④授業担当教員：小島 渉

レビュアー：三角修己，岩楯好昭（生物・化学科 生物学分野）

⑤レビューの方法：学生への実験手順説明や結果の解釈の解説などについて聞いていただき、終了

後、指導方法について改善点などを文書で指摘して頂く

２）レビュー結果 

授業に対して、レビュアーより以下の指摘を頂いた。

レビュアー１

・学生実験という通常の講義とは異なる形態の授業においてどのように授業がなされていくのか大

変興味深いピア・レビューであった。座席の配置として６つの実験台に８名弱の学生が座って行わ

れた。コロナ渦において、現在は収束しつつある状況ではあるが、学生の間に、プラスチックのパ

ーティションが配置され、また各実験台には消毒用エタノールスプレーが用意してあり、感染対策

は十分になされていたと言えるだろう。

・まず当日の作業に取り掛かる前に、作業内容の説明をプロジェクターによるプレゼン映写と配布

資料を見ながら、作業内容の説明がなされた。実験室は通常講義の教室よりも縦長で後ろの学生か

らプレゼン資料が見づらいもので、かつ教室には固定式のスクリーンが無いが、大きな携帯スクリ

ーンに、大きな文字と図を多用した説明がなされ、その後の実験作業に取りかかるにあたって、十

分な解説であったと言える。

・プロジェクター投影スクリーンを見るにあたって、天井からの吊り下がりの電源コンセントとコ

ロナ対策のためのパーティションがじゃまになるのをどうにかできればなお良いだろう。しかし除

外することはコロナが収束するまではどうしようもないかもしれない。

・実験においては、教員だけでなく TA がこまめに各グループの作業進行の様子を見回り、進行状
況の把握に努めており、不安な部分は学生が質問する雰囲気を作っていた。

・コクヌストモドキの死にマネ時間と歩行速度が相関するかというわかりやすい実験内容で、それ

が個体の個性の存在の有無と関連づくかという興味深い考察に結びつく、学生が興味を持ちやすい

テーマが設定されていた。さらに、実験操作の中で役割のない学生がいないよう２人で実験を行う

という、十分に実験材料が準備されていた。このため、受講学生は、手を休めて雑談等することな

く実験操作にあたっていた。

レビュアー２

・生物分野 3年生を対象とした学生実験であり、コロナ対策に配慮しながら 40名強が同時に参加し
た。学生の着席時には、実験に必要な器具や生物材料が実験卓上に準備され、実験のテキストも併

せて配布され、円滑に実験内容の説明が始められた。

・説明中に学生の騒がしさはなく、教室最後尾でも教員の声をきちんと聞き取ることが出来た。実

験室前方にスクリーンが準備され、スライドを用いて実験の主旨や作業上の注意点が説明された。
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しかし、実験台上に背の高い感染防止用のパーティションが設置されていたことから、着席位置に

よってはスクリーンの視認性が良くない学生もいた。但し、スライド内容がプリントで配布されて

いたため、本質的な問題ではなかった。教員の説明の内容や時間配分、話す速度は適切であった。

・基本的に 2 人一組となって、動物行動学のモデル生物であるコクヌストモドキを用いて、昆虫の
行動シンドロームを検証するために、刺激に対する擬死時間と、歩行速度の関係について複数の個

体を用いて計測が行われた。学生は最初、小さな昆虫の扱いに苦戦していたが、やがて手際よく操

作できるようになった。教員と TAが巡回し、適宜アドバイスを与えながら実験が行われた。実験
中、学生は各自のスマホを用いて時間計測や動画撮影を行っていたが、これは学生実験用の最低限

のストップウオッチや撮影機材などが学科で準備されていないためであり、学科としてこれら汎用

される機材の整備を進める必要性があると考えられた。

・実験作業の各段階を、組となった学生が相互に確認するやり方になっていたので、学習効果が保

証されていて良かった。レビュワー個人的には、最初に教員が指摘されていたように（カリキュラ

ム編成上難しいが）、翌日ではなく時間の経った後日に、同一個体群を用いて同様の計測を行い、

個体のパーソナリティーを検証できると、行動生態学の面白さを実感できるのではないかと思った。

今年度から新たに取り入れた実験内容であったが、学生の反応も悪くないように見え、レビュアー

からもおおむね好意的なコメントをいただけたことから、来年以降も継続して行いたい。その際、ス

クリーンの配置を変更するなど、視認性を確保するための工夫を行いたい。また、カリキュラム編成

上可能であれば、1週間以上測定間隔をあけるような実験デザインにすることを検討したい。

1.5 地球圏システム科学科のピア・レビュー 

実施科目「野外実習」 

１）概要 

①日時：令和３年11月 10日（水） 9:30～12:00 学生実験室 

②対象学生：地球圏システム科学科 3年生（地域環境科学コース 3年生必修：4単位） 
③授業の概要 

 「野外実習」は通年・集中の授業であり、春および夏に 1週間ずつ泊りがけの野外調査を行い、
地質調査の方法、地層や岩石の観察法、データの解析法、地質図の作成、調査成果の発表、論文

の書き方等について基本的な能力を養う。本年度の実習地は山口市周辺であり、班（4 5名）ご
とに割り当てられた調査範囲を４月と 9月とに踏査し、共同作業を通じてグループ調査のやり方
や協調性を身につける。各班による中間発表（7月）および最終発表（11月）が設けられており、
本ピア・レビューは最終発表会（大学会館会議室で開催）を対象として行われた。 

④授業担当教員：大橋聖和、岩谷北斗 

 レビュアー：阿部、太田、大和田、川村、斎藤、坂口、志村、辻、永嶌 

⑤レビューの方法：講義後に行う学生授業アンケート（無記名）とレビュアーによるコメント（授

業観察カード記載）、授業研究会の開催 

２）レビュー結果 

① 授業技術に関して（声の大きさ，話の速度，野外教材・案内資料の利用） 

 概ね適切な発表スキルを修得している、など肯定的な意見が多かった。 

② 授業内容・授業構成に関して（難易度・過不足など） 

 最後に全体のまとめの地質図を出したのはよかった、など肯定的な意見が多かった。 

③ 授業の目標、達成度、理解度、満足度、内容に関して 
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 目標の達成に向け、自主的によく調査・研究されていた。 

④ 学習活動、学生の参加どに関して（学生の質問など） 

 学生からの質問が少ない、といった意見が目立った。 

⑤ 野外教育における注意点（講義との関係，安全教育など）

 全員を参加させるためのさらなる工夫の必要性、調査地域の選定への工夫の必要性、論理的思考

の訓練の必要性などの意見があった。 

⑥ 学生の授業アンケートについて 

 各項目についてグラフで示す。また、これ以外の意見として、この授業の利点として、総じて、

知識ではなく、実践によって能力が身についた、との意見が多数あった。また問題点として、班

内での協調性を取ることの困難さや、調査日数の不足によるデータ不足と困難さ、などが挙げら

れていた。自由記述では、データのまとめ方が理解できた、などがあった。 

１．自分自信が考えるこの授業（野外実数）の学習達成度はどのくらいですか。  1. 30%未満 2. 30-50%未満 3. 50-70%未満 4. 70-90%
未満 5. 90%以上
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２．この実習の内容に興味をもてましたか。  1. もてなかった 2. 少しだけ持てた 3. どちらともいえない 4. もてた 5. 非常に持てた
３．発表会の場で、他班の発表はききとりやすかったですか。  1. はい 2. いいえ
４．他班の発表で使用したプロジェクターの字は読みやすかったですか。 1. はい 2. いいえ
５．他班の発表で、説明の仕方はわかりやすかったですか。 1. はい 2. いいえ
６．発表全体として、質問時間は十分にありましたか。    1. はい 2. いいえ
７．発表全体として、質問，疑問に対して適切な対応がなされましたか。 1. はい 2. いいえ 3. 該当事項なし

３）授業研究会 

日時：令和３年１２月１５日（水）８:４０ ～９:１０ 

出席者：阿部、岩谷、太田、川村、斎藤、志村、辻、永嶌 

研究会概要： 

 学生アンケートと授業観察者によるコメント（授業観察カード）をもとに授業研究会を開催し、意

見交換を行った。授業内容については、野外教育におけるやり方について、初年次、２年次において、

どのような順番で実施すればよいかについて主として話し合われた。特に、振り返り学習の重要性に

ついて共通認識できたことは、今後の野外教育に活かされる事項であった。すなわち、重要な事柄は、

複数回、時期を変えて実施するべきである、という認識である。そのほか、今後も継続的に改善の努

力が必要である意見が出されるなど、多くの指摘と議論があり、次年度につながる有意義な場となっ

た。 

第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会 

１．大学教育センター・理学部共催FD 研修会

（１）理学部教育改善FD 研修会

「認証評価から考える内部質保証と教学マネジメント」 

主催 大学教育センター・理学部共催

日程 2月 9日（水） および Moodleによる動画視聴
講師 土屋 俊 氏（大学改革支援・学位授与機構 研究開発部長・教授）

参加者 理学部からの参加人数：56名

内容  

2022（令和 4）年度の認証評価受審にあたり，受審予定の認証評価機関の観点や基準から内部質保
証と教学マネジメントを考える、といった内容で行われた。

コメント

 卒論・修論・博士論文等の発表会や、各種会議が重なる時期での開催となった。博士論文公聴会等

の日時と重なり、当日出席できない教員が多数いる状況となった。「Moodleによる動画視聴」の方法
が併用されたのは良かった。これにより理学部からの参加人数はとても多い結果となった。今後もこ

のような方法での開催を積極的に検討して頂きたい。
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（２）講師派遣型アラカルトFD 研修会 

「授業の過程における著作物利用ルール変更への対応、著作権法35条改正

と学校教育」 

主催 大学教育センター・理学部共催

日程 12月 8日（水）15:15～
場所 理学部 22番講義室
講師 小川 明子 氏（国際総合科学部 教授・大学研究

推進機構 知的財産センター長）

参加者 51名

内容  

著作権法を理解することは大学教育及び研究にとって重要である。本研修会では、大学における著

作権の考え方について基本的な情報を共有するとともに、研究倫理について再度検討することを目的

とする。

最初に理学部志村俊昭教授から、この FD研修会の趣旨説明があった。また、開催に先立ち、小川
明子教授から「たのしい著作憲法 2019年版」「たのしい著作憲法 2021」のご高著が配布された。ま
た、当日の講演スライドに対応したレジュメとチェックリストも配布された。

講演会では、著作憲法 35 条の改正に伴い、これまでとの違いや留意点についての解説があった。
また、教育目的の場合に認められることと、認められない事の線引きについての解説などがあった。

この「線引き」は法律に疎い者にとっては、これまで曖昧な印象をもっていた。しかし当日配布され

た「チェックリスト」を利用すると、それが各自チェックできるようになっていたのは良かった。

コロナ禍によりオンライン授業などが増え、これまで対面授業において紙媒体で配っていた授業資

料を、メール添付やMoodle上にアップロードする機会が増えている。そのような場合に、デジタル
形式で配布した資料の著作権が気になるところであった。今回の FDはとても参考になった。
最後に質疑応答があった。「火山噴火や地震など、自然災害のニュース映像を録画したものを授業

で使用してよいのか？」「コンピュータソフトウェアの説明をする際に、その画面を授業資料に掲載し

てよいのか？」などの、理学部ならではの質問があった。個々の質問について、小川氏から具体的な

アドバイスが回答された。

 また、事後に実施したアンケートの回答結果は、次の表の通りである。「非常によかった」「良かっ

た」を合わせると、96%という高評価であった。

第３節 教育改善に関する活動 
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3.1 理学部の改組  

理学部はこれまで、数理科学科，物理・情報科学科，生物・化学科，地球圏システム科学科の 4 学
科体制であったが，令和 3 年 4 月より生物・化学科が改組し，化学科と生物学科となった。従前の

「基礎セミナー」・「生物・化学セミナー」では化学と生物学の両分野の話題に関する学習内容であっ

たものが，各学科で単独開講の「基礎セミナー」・「生物学セミナー（生物学科）」となり，それぞれの

専門分野に関する充実した内容を各学科の入学生に教授できる体制となった。

さらに，令和３年度入学者に対し，分野横断型教育の基礎となる「物理学・化学・生物学・地学概

論」（１年あるいは２年次配当）が開講された。

改組に付随し，「学外実習」の見直しを行い，さらに，令和４年度から「教職用基礎実験」を毎年

開講に変更した。

3.2 理学部専門教育へのデータサイエンス系科目の導入準備 

 本学では全学部にデータサイエンス教育を導入中であるが、令和4年度から2年次に開設する理学

部、工学部、農学部の共通科目であるデータサイエンス技術（2 単位必修）とデータサイエンス技術

演習（2単位必修）の準備を行った。特に、データサイエンス技術（理学部では I と II（それぞれ 1

単位必修）で開設）について、全学で共通に設定している授業レベルや内容を確認し、授業目標等の

シラバスに表記する項目や内容等の擦り合わせを各学科の授業担当者間で行った。 

3.3 e-ラーニングを積極的に利用した教育の取り組み 

（１）数理科学科におけるe-ラーニングの活用事例

 本年度、数理科学科では以下の科目でe-ラーニングを活用した。 

授業科目名：数理科学入門セミナー 

対象学生：数理科学科１年生（約５０名） 

活用方法：この授業では授業外学習時間の増加を狙ってe-ラーニングの活用を行っている。内容は高

校レベルの数学の復習ができる内容の宿題を一定回数課すという形式である。成績の 1 割を e-ラ

ーニングのテストの成績で評価している。多くの受講生は意欲的に取り組んでいて、自学自習をす

る上で有効であったと考えられる。その一方で、少数の受講生は e-ラーニングによる学習に手が

付かなかったとの報告も受けている。学生同士の関係により教えあったりして学習効果を向上して

いるが、抜本的な改善とは言えない。そのような学生の意識を高めることが今後の課題である。 

授業科目名：数理科学基礎セミナー 

対象学生：数理科学科２年生（約５５名） 

活用方法：この授業では、学生の自学自習の定着を促すためe-ラーニングを活用している。内容は１

次年次の復習及び、２年次の専門科目で履修をしている微分積分学や線型代数学の内容の問題を２

週間に１回解答させるというものである。成績の 1 割を e-ラーニングのテストの成績で評価して

おり、多くの受講生がe-ラーニングを積極的に活用し、自習に役立てている。一方で、1年次の数

理科学入門セミナーと比べると意識の低い学生が若干多いように思われる。意識の低い受講生への

対応が今後の課題として挙げられる。 

（２）物理・情報科学科におけるe-ラーニングの活用事例

これまで物理・情報科学科では、学生の理解度向上のためにe-learningシステムを活用してきた。 
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「物理と情報のための基礎数学I」 

「物理と情報のための基礎数学II」 

「物理と情報のための応用数学II」 

「ロジカルシンキング」 

「計算モデル論I」 

「計算モデル論演習I」 

「計算モデル論II」 

「計算モデル論演習II」 

「数値解析」 

「プログラミング演習I」 

「確率論」 

「情報ネットワーク」 

令和2年度は、コロナウイルスの影響により、遠隔授業に対応するため、moodle上での動画配信や小

テストを実施しており、上記の授業に加え、 

「電磁気学」 

「連続体物理学」 

「統計力学 I」 

「相対論」 

「データ構造とアルゴリズム」 

「形式言語とオートマトン」 

「情報科学基礎実習」 

「情報理論I」 

「情報理論II」 

など多くの座学系講義においてビデオ教材等が整備された。令和3年度では、授業は主に対面形式で

実施されたが、遠隔授業のために開発したビデオ教材等は引き続き視聴できるようにしたため、学生

の反復学習を促進することができた。また、これまで従来対面で行なっていた演習やレポート提出、

および教員からの回答などをMoodleを通して実施したことで、学生の取り組み方がより可視化され、

課題提出や採点に関する学生-教員間、教員-TA間の情報伝達をよりスムーズに行うことができた。 

「物理学実験II」などの学生実験では、一回あたりの実験参加学生を減らす必要性が生じたことから、

e-learning 上で実験進行に沿って課題を与えることで、実験時間の減少を補う取り組みを行なった。

これらの個別課題の内容は、最後に提出する実験レポートと関連付けられており、例年よりも学生に

とってはレポート作成に取り組みやすくなったと思われる。 

また、本学科ではプログラミング課題のダウンロード，プログラムの作成・実行，課題提出，プログ

ラムの自動採点を行える e-learning システムを構築しており、今年度もこのシステムを利用した

Pythonおよび機械学習の学習教材開発を実施し、演習科目で活用した。各種ビデオ教材の作成は大き

な労力を伴うものであったが、教員側のe-learning整備に関する技術が大きく向上しており、今後の

講義においても継続して活用できる教材が整備できたと思われる。今後はこれを活用して教員側の教

育コストの抑制を図りつつ、適宜教材の保守・改訂を行なっていく予定である。 
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3.4 学力別クラス編成の導入

物理・情報科学科では、「低年次導入教育の改革」の取り組みとして、平成23年度に４つの授業で

学力別クラス編成授業を試行した。その結果に基づいて、平成24年度には、１年生、2 年生の５つの

必修科目で学力別クラス編成を本格導入した。その後、学力別クラス編成の改編を行い、平成 27 年

度以降は、「物理と情報のための基礎数学I、II、III」、および「力学 I」において、学生の学力に応

じた授業を行っている。ただし、いずれの授業においても、学力別クラスに関係なく期末試験には同

じ問題を使用し、単位修得の基準も統一することで、評価に不公平はないようにしている。今年度も

引き続き学力別クラス編成により授業を実施しており、学力別クラス編成が定着していると言える。

今後も引き続き、学生の習熟度を確認しながら、授業の実施方法を柔軟に改善していく予定である。 

3.5 地球圏システム科学科における、野外地質調査系科目のPDCA

サイクルとシステム化 

地球圏システム科学科には、野外地質調査に関する授業が多数あり、内容は学年進行とともに高度

になってゆく。しかし低年次で教えたはずの事が高年時になって忘れている等の問題点が度々指摘さ

れていた。そこで、各学年・各授業における授業内容・達成目標などを整理し、それを表形式にまと

めた（このあとの図表を参照）。この表を「星取表」と呼んでいる。そして、年度初めに星取表を配布

するとともに、各授業の達成目標を示し、年度終わりに達成度を学生自身に自己評価させ、次年度の

授業を改善してゆく、というPDCA（Plan, Do, Check, Action）サイクルを数年間かけて構築した。 

星取表のチェック項目は62項目ある。それぞれの項目について、修得目標の学年を設定し、 

◎=完全に習得 ＝ 修得目標の学年 

○=おおむね習得 

△=まだ不安 

の３段階で、全ての項目について年度末に学生に自己評価させた。当初は紙媒体でデータを集めてい

た。しかし項目や内容が多岐にわたるので、2020年度からは修学支援システムの「小テスト」機能を

利用しておこなった。◎○△の評価を10点満点の点数に換算した。評価結果が思わしくない項目につ

いては、個々の学生に面談をおこない、個別アドバイスも実施した（このあとの図表を参照）。 

 その結果、３年生に実施される「野外実習」での成長が著しい事や、達成したと思い込んでいたが、

高年時になって未熟である事に気付く、などの状況が明らかになった。この自己採点結果を、実際の

成績との相関、年次進行にともなう成長、などの詳しい解析を行った。2020年度末の解析結果につい

ては、2021年 12月 22日に、JABEE外部アドバイザリ委員会による外部評価を受け、非常に高評価で

あった。さらに、2022年 3月 6日に、 

日本地質学会主催：第2回JABEEオンラインシンポジウム 

第2回JABEEオンラインシンポジウム『昔と違う イマドキのフィールド教育』 

http://www.geosociety.jp/science/content0141.html

が開催され、全国の大学等から６件の講演があった。山口大学からは「山口大学におけるフィールド

教育のPDCAサイクルとシステム化」というタイトルで、当学科の大橋聖和准教授が講演をおこなった。

全国の大学教員や、地質関連企業等の方々128 名が聴講した。事後の参加者アンケートでは、全講演

のなかで他を大きく引き離してダントツの高評価であったとの事である。 

2021年度末には、当学科の１年生～４年生まで、全学年・全学生のデータを取得することができた。

現在そのデータを解析中である。今後、毎年この調査を繰り返し、学年進行による変化についても解

析し、PDCAサイクルとしてさらに充実させてゆく。 
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3.5 学生授業評価

2021年度に理学部で開設している専門科目215 科目のうち、学生授業対象科目は160科目である。

特別研究やセミナーのような科目や、履修者が極端に少ない科目などは授業評価科目の対象外とし、

修学支援システムを通じて、授業終了後などに学生授業評価アンケートを取っている。評価結果は各

教員が修学支援システムを通じて閲覧し、次年度の授業改善などに利用している。 

学科・分野 全科目数
評価対象
科目数

評価対象外
科目数

数理 32 20 12
物理 35 30 5
情報 30 25 5
生物 45 34 11
化学 35 25 10
地球 38 26 12

合計 215 160 55

理学部の学生授業評価対象科目数

なお理学部では、この FD 報告書に毎年度「学生授業評価」について、経年変化のグラフなどを独

自に作成し、その検討内容を詳しく報告してきた。これまでは、当該年度の FD コーディネーターが

IYOCANのシステムからデータを取得して、そのデータをエクセル等で解析していた。しかし、IYOCAN

は 2020 年度末で運用が終了した。授業評価のデータは、修学支援システムのアンケート項目内に移

行・吸収された。修学支援システムからは、各教員が自分の授業評価をみることができる。しかし学

部・学科ごとなど全体のデータの閲覧やデータのダウンロードが困難になった。このため、残念なが

ら2021年度の解析をすることができなかった。長年、経年変化グラフ等をこの報告書に掲載してきた

が、今回からその図の掲載をやめることにした。 

3.6 成績分布共有システムの利用

成績分布共有システムを利用し、各学科において成績評価が正常に行われているか、不自然な偏り

が無いか、相互チェックをおこなった。さらに学科単位ごとに、令和３年５月～令和４年３月にかけ

て確認・検討が行われた。その結果、以下のような報告があった。 

数理学分野 

数理科学科の科目の成績分布について、学科の教員同士で点検した。「個性がある」「コロナがあっ

たのでいつもと違う可能性がある」などの意見があった。いくつかの科目で分布に偏りがみられるも

のの授業の特性もあり、学科全体として特に大きな問題はないように思われる。 

物理学分野 

分野および学科の平均を参考に教員ごとそれに近づける努力を行う、ということを共有した。ただ

し、分野もしくは学科の学生規模の履修者がいる授業に限る、ということもあわせて共有した。 

情報科学分野 

情報科学分野教員の担当する授業科目について、授業の成績分布を比較し、成績分布に偏りのある

授業科目についてその理由等を検討した。また、学生の成績が各教員によって適切に評価されている

ことを確認した。 
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化学分野 

特別研究、文献購読等、時間割に時間指定のない科目は優が大多数を占める傾向があったが、それ

以外の科目には成績分布の極端な偏りはなかった。検討を契機に、分野内で分布に関する議論を重ね、

秀や優が極端に多くならないよう、申し合わせを作った。 

生物学分野 

令和２年度の成績分布について検討した結果、講義科目での２峰性（中間的な性席の者が少なく、

高得点取得者と低得点取得者が多い）が高いので、なるべく正規分布するような評価の方法、試験問

題の作成の仕方の工夫などについて協議した。また、演習科目、実験科目についても、正規分布する

ような工夫を検討することとした。 

地球科学分野 

特別研究などでは優が多数を占める傾向がみられた。その他、令和２年度に関しては、コロナ対応

により試験の代わりにレポートでの評価とした科目について、例年に比べて秀や優が多くなる傾向が

みられた。試験を課した科目では成績分布に極端な偏りが見られないことから、上記の科目について

は評価が通常に戻れば極端な成績の偏りは解消されると考えられる。 

一方で、学科のカリキュラムの特徴として履修者が学習到達目標を確実に修得することを目的とし

ているため、特に実験科目では成績が優に偏る傾向が生じることは致し方ない面がある。 

第４節 ＦＤ実施経費報告書 
今年度は理学部ではFD 実施経費を使用していない。 

第５節 来年度の課題 
コロナ禍への対応は、2021年度で２年目となった。教員側の立場からみると、オンライン形式など

による授業ノウハウは蓄積してきたと思われる。しかし理学部の教育においては、自然科学を扱って

いる以上、実験室などに実際に集まり、実験・実習を行い、学生に自然現象を体験させる事が必要不

可欠である。特殊な機器・薬品を使用する実験や、野外にでかけて観察・観測する授業も多く、オン

ラインでは不可能である。 

学生側の立場に立ってみると、オンライン授業が多すぎると、友人と共に勉強する機会が少なくな

るなど、人間形成のうえでも影響があると思われる。特に2020年度入学生は入学式もなく、オリエン

テーションも簡易化され、入学直後からコロナ対応形式の授業を受けることになった。この入学年度

の学生は、それが２年間ずっと続いている。2021年度末の山口大学教学委員会においても、2020年度

入学生の状況ついて心配する報告があった。 

感染対策を十分に講じ、学生の安全を確保することはもちろん重要である。しかし学生にとって実

りある自然科学教育を実施するには、どのようしたらよいのかが、来年度の重要課題であると思われ

る。 
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第８章 医学部のＦＤ活動 

第１節 授業公開 

1.医学科

実施なし

2.保健学科

開催日時：令和 3 年 12 月 1 日（水）9：00～10:10 
開催場所：医明館 S3 教室

科目および対象学年：「実験動物学」(選択科目) 検査技術科学専攻 3 年 15 名

担当教員：大学院医学系研究科（保健学専攻） 西川 潤教授

参加教員：26 名

内容：「実験動物学」のまとめ

パソコンや iPad を用いた演習形式で以下のことを行った。

・PubMed 等のサイトでの論文検索方法について

・インパクトファクターなどを参考にした論文の選定方法について

・新型コロナウイルスの mRNA ワクチン技術の元となった論文を例として提示し、ノーベル賞に値

するか否かの検討→結果は「改編論文の為値しない」であった。

・新型コロナウイルス関連の話題：株の名づけ方（人の名前であるものは使わない）、mRNA ワクチ

ンについて、シュードウリジンについて、ほか。

アンケート結果（回収数 15）：
１．所属

   看護学専攻（9） 検査技術科学専攻（6）  

２．職名

   教授（3） 准教授（2） 講師（1） 助教（9） 

３．講演内容

   有意義だった（8）まあまあ有意義だった（4）普通（2）あまり意義がなかった（1）
４．理解しやすさ

 理解できた（7）ほぼ理解できた（5）どちらともいえない（2）あまり理解できなかった（1）
５．研修時間

   適切だった（12） 長かった（1） どちらともいえない（2）
６．開催日

   適切だった（10） どちらともいえない（5） 

７．開催時間帯

   適切だった（11） どちらともいえない（3） 不適切だった（1）
   ・研修としては集まりにくい時間だと思います。

８．研修会場

   適切だった（12） どちらともいえない（2） 不適切だった（1）
   ・非常に寒く、音声も聞き取りにくい。

   ・結構寒かった。
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９．自由意見

  ・参考になる点が多かったです。貴重な機会をありがとうございました。

  ・最近の話題、最新の知見を参考にわかりやすく説明しておられたので、素人にも理解しやすか

った。

  ・大変勉強になりました。ありがとうございました。

  ほか。

第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会 

1.医学科 

医学科主導FD研修会 

（１）ＣＢＴ問題ブラッシュアップ講習会及びワークショップ

１）テーマ：ＣＢＴ問題ブラッシュアップ講習会及びワークショップ

２）開催日時： 令和 3 年 4 月 9 日（金）17：00～19:00 
３）実施時間/回数： 合計 2.00 時間 2.00 時間/1 回
４）主催者： 医学部長

５）開催場所： 学内 

６）企画立案者： 医学教育センター

７）講演出席者： 講演者：1 人 聴衆者：43 人
８）講演 1： CBT 作問について

９）演者/専門： 学内教員/医学教育

１０）講演時間： 2.00 時間

１１）主な内容： CBT 作問ブラッシュアップに関する説明とワークショップ

（２）臨床実習入門実施担当者講習会

１）テーマ： 臨床実習入門実施についての説明会

２）開催日時： 令和 3 年 7 月 20 日（火） 17:00～18:00 
３）実施時間/回数： 合計 1.00 時間 1.00 時間/1 回
４）主催者： 医学部長

５）開催場所： 学内 

６）企画立案者： 医学教育センター

７）講演出席者： 講演者：1 人 聴衆者：24 人

８）講演 1： 臨床実習入門について

９）演者/専門： 学内教員/医学教育

１０）講演時間： 1.00 時間

１１）主な内容：臨床実習入門ユニットの実施について

（３）プレ臨床実習テュートリアルテューター講習会

１）テーマ： プレ臨床実習テュートリアル実施についての説明会

２）開催日時： 令和 3 年 11 月 2 日（火） 18:00～20:00 
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３）実施時間/回数： 合計 1.00 時間 1.00 時間/1 回
４）主催者： 医学部長

５）開催場所： 学内 

６）企画立案者： 医学教育センター

７）講演出席者： 講演者：1 人 聴衆者：15 人
８）講演 1： プレ臨床実習テュートリアルの実施について

９）演者/専門： 学内教員/医学教育

１０）講演時間： 2.00 時間

１１）主な内容：臨床実習入門ユニットの実施方法について

（４）国試対策セミナー（教員研修会）

１）テーマ： 医師国家試験対策セミナー（ZOOM での開催）

２）開催日時： 令和 3 年 12 月 7 日（火） 17:00～18:00 
３）実施時間/回数： 合計 1.00 時間 1.00 時間/1 回
４）主催者： 医学教育センター

５）開催場所： 学内 

６）企画立案者： 医学教育センター

７）講演出席者： 講演者：１ 人 聴衆者：54 人（教職員、学生）

８）講演： 国家試験を卒前教育に生かすには？

９）演者/専門： 学内教員/医学教育

１０）講演時間： 1.00 時間

１１）主な内容： 医師国家試験対策についてのセミナー

（５）シラバス講習会

１）テーマ： 医学科 シラバス説明会

２）開催日時： 令和 3 年 12 月 14 日（火） 17:00～18:00 
３）実施時間/回数： 合計 1.00 時間  1.00 時間/1 回
４）主催者： 医学部長

５）開催場所： 学内

６）企画立案者： 医学教育センター

７）講演出席者： 講演者：１ 人 教員 49 人

８）講演 1 ：シラバスの更新について

９）演者/専門： 学内教員/医学教育

１０）講演時間： 1.00 時間

１１）主な内容： 医学部シラバス(e-YUME)の更新について

ユニット責任者及びシラバス担当者への講習会

（６）CBT 試験問題作成講習会

１）テーマ： CBT 試験問題の作問

２）開催日時： 令和 4 年 3 月 4 日（金） 17:00～18:00 
３）実施時間/回数： 合計１.00 時間 １.00 時間/1 回
４）主催者： 医学部長
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５）開催場所： 学内 

６）企画立案者： 医学教育センター

７）講演出席者： 講演者：1 人 聴衆者：38 人

８）講演 1： CBT 作問について

９）演者/専門： 学内教員/医学教育

１０）講演時間： 1.00 時間

１１）主な内容： CBT 作問に関する説明

2.保健学科 

保健学科主導FD研修会

第1回保健学科FD研修会 

開催日時：令和 3 年 7 月 28 日（水） 15:00～16:00 
開催場所：医学部図書館

講師：学術基盤部学術基盤推進課医学図書係 

 守永盛志係長

参加教員：21 名

テーマ：「図書館の新しい設備と機能・見学ツアー」

7 月５日にリニューアルオープンとなった医学部図書館の新しい設備と機能について見学しながら

説明を受けた。特に 1 階のグループワークエリアやリフレッシュラウンジの関心が高かった。グルー

プワークエリアは、卒業研究やアクティブラーニングに活用でき、飲食可能なリフレッシュラウンジ

は、学生の効率的な学習を助けると期待できる。2 階の個人学習エリアの環境や多目的ルームが整備

され、また、今後運用予定のグループ学習室などにより、さまざまな場面での図書館の活用が考えら

れた。コロナ禍において、前半と後半の２グループに分かれ、説明を受けながら見学した。

アンケート結果（回収数 19）：
１．所属

   看護学専攻（16） 検査技術科学専攻（3）  

２．職名

   教授（6） 准教授（1） 講師（2） 助教（6） 助手（3） 教務補佐（1）
３．講演内容

   有意義だった（13） まあまあ有意義だった（5） 普通（1）
４．理解しやすさ

 理解できた（12） ほぼ理解できた（6） どちらともいえない（1） 

５．講演時間

   適切だった（19） 

６．開催時期

   適切だった（17） どちらともいえない（2）
   ・実習中で参加できない教員がいた。

７．開催時間帯

   適切だった（17） どちらともいえない（2）
８．リニューアルした図書館での開催

   適切だった（19）
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９．自由意見

・タイムリーな企画だった。

・図書館の機能や設備を知ることができ、今後積極的に活用し、学生に紹介したい。

・実際に図書館を活用したいという気持ちになりました。

・これまで図書館をほとんど利用したことがなかったためこれを機に今後は積極的に利用したい。

・年度初めに今年度のFD 計画が周知されていたので予定が組みやすかった。

ほか。

第2回保健学科FD研修会 

開催日時：令和 3 年 9 月 1 日（水） 16:30～17:50 
開催場所：医修館第 2 講義室

講師： 堤雅恵教授、山勢博彰教授、山本健教授

参加教員：約 50 名

テーマ：「先駆者の知恵から学ぶ科学研究費獲得方法」

 以下のプログラムで実施した

16：30～16：50 先駆者の知恵（その 1）
「審査員に何をどう伝えるか」      堤 雅恵 教授

16：50～17：10 先駆者の知恵（その 2） 

「看護系の科研等申請書作成のポイント」 山勢博彰 教授

17：10～17：30 先駆者の知恵（その 3） 

「わたしの科研申請書作成方法」    山本 健 教授

17：30～17：50 質疑応答 個別相談 ライフサイエンス支援課

アンケート結果（回収数 45）
１．所属

   看護学専攻（29） 検査技術科学専攻（16）  

２．職名

   教授（14） 准教授（8） 講師（6） 助教（11） 助手（5） 教務補佐（1）
３．講演内容

   有意義だった（42） まあまあ有意義だった（3） 

４．理解しやすさ

 理解できた（38） ほぼ理解できた（7）  

５．研修時間

   適切だった（44） 長かった（1）
６．開催日

   適切だった（33） どちらともいえない（9） 不適切だった（3）
  ・早い段階での開催； ８月開催希望、計画書執筆前の早い時期、２週間前の開催、

早い人は７月頃から書いている、ほか。

７．開催時間帯

   適切だった（44） どちらともいえない（1）
  ・後期の授業が始まると、水曜日のこの時間帯は授業で参加できない。

８．会場

   適切だった（43） どちらともいえない（2）
  ・とてもよかった。

  ・保健学科第２研究棟でもよいのではないか。
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  ・クーラーがききすぎて寒かった。

９．競争的資金獲得方法に関する定期的な FD研修の必要性

   必要だと思う（43） どちらともいえない（2）
  ・書式の変更があったり、一度科研費をいただくとしばらく応募しない期間があるので、定期的

に FD研修で競争的資金について取り上げていただくととても参考になると思います。

・若手や基盤、萌芽など研究別コツをもっと知りたいです。

・いろんな先生方のご指導やご意見も拝聴する機会があればさらに有意義だと思いますので、定

期的にあれば幸いです。

・申請、審査のご経験を共有していただくことで、研究に向かう態度や心構えを再確認すること

ができるため。

・URA が主体でセミナーを開催してはどうか

・競争的資金獲得が求められているため、そのノウハウを知る機会があった方がよい。

  ほか。

10. 自由記載

  ・いつも FDを計画していただきありがとうございます。

・先生方の研究への情熱が伝わりました。攻略法が理解できました。ありがとうございました。

・貴重なご経験をお話しいただいた先生方に感謝いたします。

・申請書の作成にあたり、大変参考になる研修会でした。企画いただきありがとうございました。

・貴重な機会をありがとうございました。研究者として未熟であるため、科研費のみならず、研

究活動を行う上でのご経験等（研究テーマの決め方、研究計画書作成時注意点・・・）をお聞

きできる機会があると嬉しいです。

  ほか。

第3回保健学科FD研修会 

開催日時：令和 3 年 10 月 13 日（水） 15:00～16:20 
開催場所：医修館第 2 講義室

講師：テーマ： 田中和宏 理事・副学長：「年俸制度に関する説明会について」

講師：テーマ： 野垣 宏 専攻長・学科長：「ハラスメント防止に向けて」

参加者：30 名＋人事課 5 名（看護学専攻 25 名，検査技術科学専攻 5 名, 人事課 5 名）

「年俸制度に関する説明会について」

 年俸制度の概要について、年俸制と月給制の比較や業績評価結果の給与への反映方法をとおして説

明された。教員からのいくつかの質問(これまでの年俸制との違いなど)に答えられた。

「ハラスメント防止に向けて」

2019.2020 年に続いて３回目の開催となる。今回は、ハラスメントの種類と概要、ハラスメントに

はどのようなものがあるのか、パワーハラスメントの行為類型の具体例、山口大学における令和２年

度の件数について示された。

アンケートは、専攻長の判断で実施しなかった。

第4回保健学科FD研修会

開催日時：令和 3 年 10 月 27 日（水） 15:00～16:00 
開催場所：医修館第 2 講義室

講師：検査技術科学専攻 基礎検査学 教授 下川元継先生

参加者：30 名（看護学専攻 27 名，検査技術科学専攻 3 名）

テーマ：臨床研究のための統計学の基本的知識

医学研究における統計学の必要性や、エビデンスを構築するために重要な位置づけとなっている仮
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説検定の概念およびその性質について説明された。

仮説検定では、以下の内容を中心に説明された。

・統計的仮説検定とは

・帰無仮説、対立仮説

・p 値の意味

・第 1 種の過誤（αエラー）、第 2 種の過誤（βエラー）

・統計的有意差と臨床的有意差の違い

・症例数設定の考え方

・仮説検定の手順

・信頼区間（区間推定）の考え方

そのほか事例を交えて、研究計画書で必要となる統計的事項の記載方法や解析結果の示し方、結果

の解釈などを紹介された。

アンケート結果（回収数 21）
１．所属

   看護学専攻（18） 検査技術科学専攻（3）  

２．職名

   教授（7） 准教授（3） 講師（2） 助教（4） 助手（5） 

３．講演内容

   有意義だった（11） まあまあ有意義だった（9） 普通（1）
４．理解しやすさ

 理解できた（15） ほぼ理解できた（4） どちらともいえない（2） 

５．講演時間

   適切だった（20） どちらともいえない（1）
６．開催日

   適切だった（19） どちらともいえない（2）
   ・全教員が参加できないと思います。

７．開催時間帯

   適切だった（20） どちらともいえない（1）
   ・できれば遅めがありがたい。

８．開催会場

   適切だった（19） どちらともいえない（2）
９．自由意見

・他の検定方法も教えてほしい

・企画して下さりどうもありがとうございました。大変理解しやすく知識を再確認でき有意義な

時間を過ごす事が出来ました。

ほか。

第5回保健学科FD研修会

開催日時：令和 3 年 11 月 10 日（水） 16:30～17:30 
第１回保健学科研究棟火災訓練を教職員 39 名(看護学専攻 27 名、検査技術学専攻 12 名)、学生 16 名

の参加の下、以下のスケジュールで行った。

事前説明会を 10 月 27 日に役割担当者を中心に実施した。

当日のスケジュール
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16 時 30 分 資料説明（各研究室で Zoom により受ける）

16 時 45 分 避難訓練

17 時 10 分 消火器の取り扱い（保健学科研究棟正面玄関前駐車場）

17 時 25 分 自衛消防隊地区隊長 野垣 宏 学科長講評

サポーター 管理運営課 山田 博司 特命専門職員

コーディネーター FD 委員 永田・下川

アンケート結果（回収数 23）
１．所属

   看護学専攻（18） 検査技術科学専攻（5）  

２．職名

   教授（7） 准教授（3） 講師（2） 助教（5） 助手（4） 教務補佐（2）
３．訓練内容

   有意義だった（15） まあまあ有意義だった（6） 普通（2）
４．火災発見時の行動の理解

 理解できた（21） どちらともいえない（2） 

５．火災時の避難経路の理解

   理解できた（22） どちらともいえない（1）
６．保健学科研究棟の防火設備の理解

   理解できた（20） どちらともいえない（3）
７．消火器の取り扱い

   操作できる（21） どちらともいえない（2）
８．訓練時間

   適切だった（23） 

９．開催日

   適切だった（22） どちらともいえない（1）
10．開催形態（web＋実施訓練）

   適切だった（23） 

11．今後の訓練の必要性

   年２回必要である（5） 年１回必要である（18）
12．自由意見

・附属病院が隣接しており、医学部の施設で火災が発生した場合、患者さんに多大な影響があると思

います。また、近年医学部構内でぼやが発生したこともあり、被害を最小限にとどめるためにも防

火・防災訓練は定期的に行う必要があると思いました。総合研究棟において、学生さんを交えての

防火・防災訓練も必要なのではないかと感じました。

・消火栓の使用方法や防火扉の作動について学ぶことができて、勉強になりました。防火設備につい

て理解し、使用できるようにすることが必要と思いました。

・今回は役割分担がなされていましたが、常に研究室に在室しているわけではないため、役割を固定

することが難しいです。実際に火災が発生した際、だれが役割を担うのか、どのようにして役割を

決めるのか検討が必要と感じました。地区隊の班の構成員は決まっていますが、どの役割も担える

ように訓練が必要なのかと思いました。

・連絡手段が内線となると、研究室にいない場合指示をうけることができないように思いました。

・所在の分からない先生の安否確認はどのように行うのか、疑問に思いました。メール配信および手

分けをして電話をするなどでしょうか。
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・学科事務室に職員がいない時間帯の連絡体制の確立が課題である。

・人数確認する場所を認識していなかった

・昨日は火災訓練に参加させていただき、ありがとうございました。第一発見者、初期消火をさせて

いただきましたが、訓練でしたので初期消火班が来られるまで行い、連携して消火や連絡を行えば

よかったと感じました。初期消火の時間が自分では長く感じてしまい、初期消火失敗の連絡が早か

ったように思えます。訓練として流れの確認として行動をするのか、実際に火災を想定して行うの

かの違いがあったかと思います。火災が起こらない事が一番ですが、今回訓練で色々と確認ができ

てよかったと思います。

・部屋にいると館内放送が聞えない。本当の火事の際には今日のような訓練では役に立たない。

・全教員が参加すべきであると思いました。実際は講義等で不在にしており所在が分からない教員や、

学生や外部の方が来訪していれば、避難が必要な人数は正確にはわからないと思うので、（研究室の）

ご近所同士や講座内などで連絡をとりあったり、なるべく確実な残留者確認が必要であると思いま

す。今回は役割が付与されていたので動けましたが、実際には全ての職員で指揮命令系統を確立す

る必要がありますし、全体を俯瞰できるようにするためにも、机上シミュレーションなどを行って

もいいかと思いました。

・初めての訓練で、勉強になりました。第二研究棟の警報や全体放送が、研究室内では全く聞こえな

かったので非常時は怖いなと思いました。

・このたびは、ご準備いただきありがとうございました。大変貴重な機会であったと思います。色々

と課題が見つかったと思いますので、別途改善が必要な課題について意見を集約するとよいと思い

ました。

・第 2 研究棟での火災報知器が教員棟に聞こえない点は大いに改善する必要があると思います

保健学科研究棟と第 2研究棟の連動がされていないこと、各研究室の中では放送が聞こえないこと、

それぞれが PHS をもっておらず場合によってはすぐ連絡を取ることができないことなど、課題が明

らかになったように思います。いろいろな課題を検討し有事に備えていく必要があると思います。

・今回の訓練をきっかけに意識するようになった。防火扉やシャッターの仕組みを知ることができて

よかった。

ほか。

3.医学部共同 

令和 3 年度 著作権に関する FD研修会

指定研修：教育改善FD 
開催日程：令和 3 年 10 月 18 日（月）17:00～18:00 
場所：Web 開催(zoom 利用）

講師：小川 明子（国際総合科学部 教授・大学研究推進機構 知的財産センター長）

参加者：98 名

テーマ：「著作権法 35 条改正と学校教育」

2020 年４月より，著作権法 35 条の早期施行がされ，大学生一人あたり年額 720 円の公衆送信補償金

を大学設置者が支払うことになった。

コロナ禍においては，遠隔講義をする機会が増え，教材として使用した他人の著作物を適切に引用す

ることが今まで以上に求められるが，本ＦＤでは，改正内容が分かりやすく説明され著作権について

の認識を深めることが出来た。
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第３節 教育改善に関する活動 

1.医学科 

（１）学生授業評価・教員授業自己評価  

医学科では、平成 30 年 4 月より、学生が eYUME を使用して入力した診療科（部）ごとの臨床実習

評価結果を、即時に該当診療科に所属する全ての教員が閲覧可能とし、診療科の教員は、次のクール

での臨床実習の参考にし、より質の高い臨床実習の実施に活用しているところである。 

更に、平成 31 年 4 月より、ユニット毎に設定した山口大学独自の“到達目標”により、学生はユ

ニット終了後に、“到達目標”をどの程度身に付けることができたかをeYUME上で自己評価する取り組

みを開始した（紙媒体のユニット学生振り返り評価票は廃止）。ユニット責任者及びシラバス責任者は

その結果を閲覧することができ、形成的評価を行うと同時に、次回のユニットの向上に活用すること

が可能となる。ユニットの１つである「医療概論・倫理序説」の到達目標は以下のとおり（図１）。 

図１「医療概論・倫理序説」の到達目標 

（２）医学教育分野別評価の受審 

令和元年10月 28日～11月 1日に、日本医学教育評価機構による評価を受審し、令和2年 8月から

国際基準教育校として認定された。今後は令和8年度の再受審に向けて様々な教育改善に関する活動

を実施中である。 

（３）学修成果基盤型教育の推進 

平成 27 年度の医学科カリキュラム・ポリシー作成より、学修成果基盤型教育を推進してきた。令

和3年度も「医学教育モデル・コア・コンピテンシーに基づくカリキュラム強化策」により、学修成
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果基盤型教育を更に推進している。 

（４）マイルストーンとしての到達目標の充実 

平成 31 年 4 月より、学修成果基盤型教育の充実と学修成果の確認のため、医学専門群別にマイル

ストーン（図２）として到達目標を設定し、その周知や強化を引続き行ってきた。 

図２ 医学専門群別マイルストーン 

（５）eYUME機能の周知と活用の促進 

平成30年度より、eYUME に簡単にHPの編集を行うことができるCMS （content management system）

を搭載した。各講義を担当する教員が自身のIDとパスワードで学内からログインし、授業内容詳細等

を適宜更新することで、学生が自己学修を行うための情報を常に最新にすることが可能となった。３

年目となる令和3年度eYUME機能の周知と更なる活用を促した。 

＊eYUMEの定義：山口大学医学教育総合電子システム（electronic system of Yamaguchi University 

Medical Education）の頭文字によるネーミングであり、山口大学医学部医学科で行われる全ての授業

内容を電子化したシラバスで、平成13年よりWebサイト上に公開している。 

（６）臨床実習におけるマイルストーン評価の解析 

平成31年１月、学生にeYUME上で、“臨床実習で医学生として信頼され任される役割（EPA）”、“基

本的臨床手技”、“臨床推論（実習で経験した症例や臨床推論を学んだ疾患名を記録）”を自己評価させ

ることで、各学生が最終的な到達点の中でどの程度修得しているかを把握させる臨床実習マイルスト

ーンの評価を本格的に開始した。令和3年度も引き続き、電子化された臨床実習マイルストーンのデ

ータを解析し、学生が経験しにくい技能や臨床推論を把握・分析し、各診療科へフィードバックした。
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(コロナ禍の為に完全なデーター収集とはならなかった) 

（７）YU CoB CuSの実質化 

医学科では、学修成果基盤型教育を更に推進するため、大学全体の開始より１年早く、令和元年度

より、DP に基づく人材育成の達成度を定量的に可視化する YU CoB CuS（Yamaguchi University 

Competency-Based Curricular System）を導入した。学修プロセスを可視化することにより、学生自

身の振り返りを促進するとともに、教員による学修プロセスの把握を通した学修指導を可能とし、教

育・学修の質的転換に繋げている。具体的には、ユニット毎にDPへの貢献度を数値化（１単位あたり

の合計値を 100 とする）し、成績によって係数を掛け（秀：×1.4、優：×1.2、良：×1.0、可：×

0.8）、学生毎にレーダーチャート化（図３）することで、学生は成績表とともに、目標が十分に達成

できているDP、不十分なDPが一目瞭然に把握できるようにしている。令和2年度も引き続き、3年生

～4年生に適用し、オリエンテーション等を通じ学生に周知を行っている。 

図３ 学生毎のレーダーチャート（一例） 

＊YU CoB CuS の定義：山口大学能力基盤型カリキュラムシステム（Yamaguchi University 

Competency-Based Curricular System）の略。ディプロマ・ポリシーとして設定した卒業時に修得し

ているべき能力に基づき、その各々の能力をどの程度修得しているかを定量的に示すもの。カリキュ

ラムマップに基づき算定する。 

（８）学生・教職員教育改善委員会の設置 

令和元年に受審した医学教育分野別評価実地調査で、“学生に関する諸事項を審議する委員会に学

生が参画し、適切に議論に加わるべき”との講評をいただいた。 

当講評を受け、毎年定期的に行われている“学生自治会との懇談会”を、規則上に位置付けられた

正式な委員会（図４）とし、令和3年度も学生・教職員教育改善委員会において協議された学生から

の意見・要望等を議事要旨にまとめ医学科会議に報告し、組織的に医学教育の改善に取り組んだ。 
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図４ 医学科会議におかれる教育系委員会 

（９）FD出席の義務化 

令和元年に受審した医学教育分野別評価実地調査で、“新任教員を含め、教員に対する研修を充実

すべき”との講評をいただいた。 

 当講評を受け、医学科教育FD部会で、“FD参加を年度に１回義務づける”、“参加についてはeYUME

の FD動画を見るe-ラーニング形式でも「可」とする”ことを協議した。令和3年度よりe-ラーニン

グ形式を開始した。 

（１０）担任制の実質化（ポートフォリオシステムの開発） 

医学科では、平成29年度より担任制を導入しており、令和3年度時点で、2年生～6年生の全学生

を39講座で分担し、面談等を実施することとしている。また、修学支援システムの“レポート機能”

を使用して、年度初めに学生にポートフォリオ・シートを記入させている。 

この 2 つを効率的に行うため、令和元年度学長戦略経費で、eYUME にポートフォリオ機能を搭載し

た。令和 3 年度も担任講座の教員が、eYUME 上で学生が記入したポートフォリオ・シートを確認し、

学生の面談等を行っている。 

（１１）オンライン（web）講義の実施 

新型コロナウイルス感染症の影響により、オンライン（web）講義を余儀なくされる場面が多岐にわ

たった。このため、LMS として本学で整備された遠隔講義ポータル（zoom、webex、eYUM、SLeYUSDL、

動画配信サイト、Moodle2）を使用することとなり、円滑な講義の実施のため、教員および学生を対象

とした講義および受講のマニュアルを引き続き周知した。 

 実際にオンライン上での学生発表や、挙手・チャットシステムによる質問募集を行い、対面講義に

劣らない自発的なプレゼンテーションや積極的な質疑応答を確保することができた。 
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2.保健学科 

2020 年の保健師助産師看護師学校養成所指定規則の一部改正を受け、看護学専攻においては、ワ

ーキンググループを中心に、アドミッションポリシー、ディプロマポリシーおよびカリキュラムポ

リシーを熟考し、どのような看護人材を育成するのか、時間をかけて検討した。看護学専攻のメン

バー全員が納得できる新たな保健師助産師看護師教育統合カリキュラムを作成し、2021 年 12 月に

文部科学省の承認を得た。検査技術科学専攻においても、実習単位が 7→12 単位に増え、実習前に

技能到達度試験の実施が必要となったために、カリキュラムを改正した。両専攻とも、カリキュラ

ムの改正にあたり、教育内容の改善に向けた検討を行い、保健学科の特性をいかした独自の教育の

あり方を検討した。

コロナ禍における教育のあり方の模索は続いており、遠隔講義と対面講義を組合せ、修学支援シ

ステムと Moodle を駆使し、動画の配信や学生アンケート、評価を実施しながら最善を尽くしてい

る。

学生に対しては、１年次はメール教員、2.3 年次は担任、４年次は卒業研（ゼミ）究担当教員が

主となって個別相談に応じている。教務委員、学生委員、科目担当今日委員、キャリアデザイン委

員と連携し、健康状態、実習を含む学習活動、部活動、進路など多岐にわたり対応している。

  国家試験に対しては、保健学科看護学専攻では国家試験対策委員とゼミ担当教員が連携して模試

結果をもとに 4 年生の個別指導を行った。保健学科検査技術科学専攻では，国家試験対策講義を継

続して実施している。

第４節 ＦＤ実施経費報告書 
部　　局 ＦＤ研修・ＦＤ活動の内容

経費の用途
（購入物・旅費謝金等）

執行額（千円） FD活動の効果　（簡潔に）

医学部 国家試験対応講演会（医学科） 講師費用1名分 80 医師国家試験の最新の状況について理解が深まった。

80計　

第５節 来年度の課題 

1.医学科 

(１)医学教育分野別評価の受審講評に基づいた改善 

令和元年に医学教育分野別評価を受審した。実地調査で改善すべき、あるいは改善が望ましいと講

評・指摘を受けた領域については、実現可能なところから実施改善していく。 

(２)教務委員会と入試委員会およびIR部門の協働による受験生・入学生の質確保 

令和2年度入試から実施された地域枠の入学定員の増員が、今後どのような影響をもたらすのか等、

医学教育センターIR部門とも協働調査していく。また、引き続き教務委員会と入試委員会の協働によ

る受験生・入学生の質確保の細やかなフォローを行う。それと同時に入学定員減についての対応も本

格的に開始した。さらに、大学入試制度の変革に対応するための検討を引き続き行う。 
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(３)学生委員会による担任制導入など学生支援の充実化 

平成 29 年度より開始された担任制も５年目となる。令和 2 年度から実施された eYUME でのポート

フォリオシステムの運用を通じて、担任制の充実化・実質化をさらに進めていく。 

(４)教育主任制度の更なる充実によるカリキュラム改革の普及 

平成 25 年度より、各講座、診療分野毎に、教育主任制度を開始した。これは、医学教育センター

と、実際の教育を担当する各講座教員グループとの情報の伝達、共有を密にすることにより、複雑化

する医学教育を円滑に進めることを目的としている。教員間の戸惑いや伝達ミス等も散見されたが、

概して軌道に乗ったものと思われる。令和3年度は、今まで以上にこの制度の更なる活用により、よ

り充実した内容の教育を目指してきた。また、令和元年度より臨床実習後OSCEが開始された。臨床実

習前OSCEと併せ教員の負担は大きくなるばかりであるが、学生教育の必要性・重要性の理解を深めて

もらい、医学教育への参加をこれまで以上に促していく。 

(５)学外での地域医療実習の更なる充実 

将来選択する専門領域に関わらず、プライマリ・ケアや地域医療に一定の理解・能力を有する医師

を養成することが必要になってきている。そこで、6 年生を対象に山口大学医学部近辺の各診療科同

門の診療所を中心にした診療参加型地域医療臨床実習を、平成25年度より導入している。引き続き、

施設関係者との密なコンタクトを行い、実習内容の細かな検討、あるいは学生アンケート等を実施し

て実習の更なる充実を図る。 

(６)成績不振者への個別指導の更なる充実と対象学生の拡充 

個別試験で成績不良であった4年生と卒業留年学生が対象であり、個別指導等の更なる充実と拡充

に向けて、議論をさらに加速させる。今後の検討課題として、低学年時の成績不振者に対する個別指

導体制の構築についても検討していく。 

(７)臨床実習の充実化、mini-CEXの普及、臨床実習後OSCE 

臨床実習の更なる充実に向けて、ログブックの一部を eYUME 上で行えるように改訂を行っており、

運用等の問題点を整理した。また、mini-CEXも６年目になり、主要な診療科での実施をさらに進める

とともに、問題点などについても整理していく。 

 また、卒業時の技能・態度の評価として、臨床実習後OSCEが令和2年度から全国正式実施となった。

これに伴う人員や設備の運用を的確に行い、円滑な試験の実施に取り組んでいく。 

(８)eYUMEの改定とe-learningの普及 

eYUME の機能強化を引き続行っていく。また eYUME を用いた動画配信等により、学生・教員が自由

な時間に学習を行うことができるe-learning のシステムを整備していく。 
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2.保健学科 

保健学科では、医療の変化や国際化に対応でき、医療チームの一員として活躍できるとともに地

域医療の向上に貢献できる人材の育成を教育目標としており、この視点から現在の教育を更に充実

させる予定である。令和4年度は、両専攻共に新カリキュラムでの教育がスタートするため、旧カ

リキュラムと並行した運用となり、重要な年である。国家試験については、今後とも高い合格率を

維持するとともに、令和4年度より必須科目としたキャリア教育を基に進路への意識を高め、学生

が社会人として医療人として活躍できる環境を整えていきたい。加えて、大学院への進学者の増加

についても取り組んでいきたい。 

（１）新カリキュラムの円滑な教育 

 看護学専攻においては令和4年度入学生の1年次より新たな必須科目の運営が複数科目で始まるた

め、シラバス作成の検討を行ったところであるが、新たな取り組みに最善を尽くす必要がある。検査

技術科学専攻においては、実習単位の増加に伴う実習施設との調整などの環境整備、実践方法と評価

手法の確立など実技試験の準備が求められる。 

 （２）教育環境の整備 

 コロナ禍での教育の充実を図るため、対面での講義が原則であっても、さまざまな事情で参加でき

ない場合には、遠隔での参加が円滑にできるように準備をしておくことが求められる。実習に参加で

きない場合でも、Live配信やオンデマンドでの動画配信を充実させ、学生が不利益を被らないように

整える必要がある。 

 令和2年度に採用された感染症医療人人材養成事業で獲得したシミュレーターを活用した教育内容

の充実を図るため、感染予防を徹底した演習の展開を計画する。 

 （３）国際化 

国際化に関しては、令和 3年度はAPAHL（Asia-Pacific alliance of Health Leaders）のホスト校

として、コロナ禍での開催となったために遠隔で実施した。参加校は、チェンマイ大学、(看護・検査)、

マヒドール大学、梨花女子大学、マレーシアサインズ大学、香港大学と山口大学であり、9月から4

か月にわたり、計4回、グループディスカッションを中心に実施した。 

STTI支部としても、アカデミックミーティングを遠隔と対面で実施した。12月のJanet Wong, PhD, 

RN, FHKCHSE, FCHSMによる講演会（Leadership in Nursing Education: Perspectives and Challenges）

には、学生も参加して活発な意見交換を行った。 

看護学専攻における新カリキュラムでは、国際看護学が必須科目となること、令和 4年度に外国語

教員が着任予定であり、今後、国際的な人材育成の充実が期待される。 

（４）大学院教育 

特に博士後期課程の教育研究内容を充実させ、受験生を増やす必要がある。保健学専攻長を中心に

戦略を練っており、成果が出るように努力する必要がある。 
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第９章 工学部のＦＤ活動 

第１節 学部・研究科主催ＦＤ研修会 

１．教育改善 FD 研修会

以下の要領で教育改善FD 研修会を実施した。

日 程：令和 4 年 2 月 9 日(水) 13:30～14:30  
場 所：オンライン（Webex 使用）

講 師：大学改革支援・学位授与機構 研究開発部長・教授 土屋 俊 先生

【研修内容】

「認証評価から考える内部質保証と教学マネジメント」

2022（令和 4）年度の認証評価受審にあたり、受審予定の認証評価機関の観点や基準から内部質

保証と教学マネジメントについて説明を受けた。

 当日参加できなかった教員に対しては、Moodle 上で録画配信が行われた。

２．講師派遣型アラカルト FD 研修会

学部・学科等の FD活動に大学教育センターから講師を派遣して実施する「講師派遣型アラカル

ト FD研修会」を以下の要領で実施した。

日 程：令和 4 年 2 月 2 日(水) 14:10～15:00  
場 所：オンライン（Webex 使用）

講 師：山口大学大学院 医学系研究科・准教授 松原 敏郎 先生

【研修内容】

「大学生のメンタルヘルス向上のために」

 新型コロナウイルス感染症の蔓延や、経済の悪化、社会的構造の変化等、先行きが不透明な社会

情勢は、学生のメンタルヘルスにストレスを及ぼしており、学生が適切にストレスに対処するために、

メンタルヘルスを向上させるマネジメント法について概説していただいた。

第２節 教育改善に関する活動 

工学部では、以下の様な教育改善に関する活動を実施している。
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① Yu CoB CuS の導入

令和元年度（2019 年度）から、一部の学科において YU CoB CuS を導入し、学習成果を可視化

できるようにした。

② 工学部サロン

平成 18 年度（2006 年度）から、吉田キャンパスの研究 1 号館の 1 階に「工学部サロン」を開

設している。「工学部サロン」では工学部 1 年生のいろいろな相談にいつでも対応できるように、

工学部教員の OB が待機している。また、工学部のいろいろな情報提供も行い、学生交流の場とし

ても利用できるようになっている。

③ 工学教育研究センター

先駆的な教育実践活動について情報を収集・分析して新しい企画を提案し、教育実践活動をとり

まとめ、学内外に公表するための工学部付属のセンターである。

平成 25 年度（2013 年度）から常盤キャンパスに「グローバル技術者養成センター」が設置さ

れ、工学部と理工学研究科（平成 28 年度より創成科学研究科）のグローバル化教育プログラムの

開発や、教職員に対する SD 研修プログラムの開発とその実施が行われ、工学部のグローバル教育

力の向上のための体制を整備する取り組みが推し進められた。同センターは、平成 29 年度（2017
年度）から、工学教育研究センター内に組織変更され、引き続き学生の海外留学の支援を実施して

いる。

④ ステップアップノートの配布

平成 23 年度（2011 年度）から、工学部の新１年生に対して「ステップアップノート」の配布

を行っており、工学部学生のポートフォリオとして利用している。

第３節 学生授業評価・教員授業自己評価 

工学部の点検・評価委員会では、学生授業評価データを利用して、優秀授業の表彰を行っている。

令和 2 年度に学生授業評価アンケートが修学支援システムを利用した Web 形式に変更されたことに

伴い、アンケートの質問項目も変更されたため、工学部の「学生授業評価表彰実施要綱」の改正を行

った。従来のアンケートでは、「理論や考え方、専門用語などがわかりやすく説明されたか」、「授業の

内容が理解できたか」、「授業が満足のいくものであったか」の 3 項目の回答結果を利用して優秀授業

を決定していたが、新しいアンケートでは授業内容の理解度と満足度を問う２つの項目の回答結果を

利用して優秀授業を決定することとした。概要は以下の通りである。

まず、学生授業評価の質問項目の中から下記の 2 項目の合計点（Y 値）を出す。

次に、授業評価アンケート回答数と合計点（Y 値）の相関を考慮した補正式から補正合計点（Z 値）

を算出する。この補正合計点（Z 値）を評点とし、これにより学部では全開構科目数の 10％、大学院

では 20％を「優秀授業」としている。ただし、授業評価アンケート回答数が 10 未満の授業は正確な

項目（３）あなたは、この授業の内容を理解できましたか？ 

項目（５）あなたは、この授業について満足しましたか？ 
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評価が期待できないとして「優秀授業」の対象から除いている。

学部の「優秀授業」に関しては、学科間のバランスを考慮し、「各学科の補正合計点の上位 3 授業」

とそれら以外の「学部全体での補正合計点の上位授業」を「優秀授業」とする選考方法となっている。

大学院に関しては、研究科全体での補正合計点の上位 20％の授業を「優秀授業」としている。

また、学部では学部全体と各学科の補正合計点 （Z 値）の最高点の授業を、大学院では各専攻の

補正合計点の最高点の授業を「最優秀授業」として、これらの授業の担当教員を表彰している。

令和２年度（2020 年度）開講の工学部と大学院博士前期課程（工学系）の授業について、上記 3 項
目の合計点（Y 値）と授業評価アンケート回答数の相関（授業評価アンケート回答数が 10 未満を除

く）を以下に示す。全開講授業数は、学部は 399 科目、大学院は 111 科目である。授業評価アンケー

ト回答数が 10 未満を除く授業数は、学部は 363 科目、大学院は 44 科目である。回帰直線の傾きの絶

対値 を用い、Ｚ値＝Y値＋α×アンケート回答数、として補正合計点（Z 値）を各講義に対して求め

た。

以下に令和２年度の学部および大学院の優秀授業の一覧を記載する。
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連番 科目名 担当教員名 学科 Z値

1 機械航空工学演習 田之上  健一郎、三上 真人 機械工学科 9.096 機械最優秀

2 常微分方程式及び演習 堀田  一敬 機械工学科 9.065 機械２

3 材料力学I 大木  順司 機械工学科 9.000 機械３

4 航空原動機 三上  真人、望月 信介
瀬尾 健彦

機械工学科 8.914

5 国際建設技術演習II 森  啓年
MD. AZIZUL MOQSUD

社会建設工学科 9.487 社建最優秀

6 東アジア国際協力概論

森  啓年、石原  洋
松永  雄紀、庄司  靖章
大橋  昭彦、松本  実
尾上  枝里、平井  健太

社会建設工学科 9.486 社建２

7 エンジニアリングコミュニケーション基礎Ⅰ 森 啓年、植村  隆
山田 知沙

社会建設工学科 9.143 社建３

8 国際建設技術演習I 森  啓年
MD. AZIZUL MOQSUD

社会建設工学科 9.096

9 土質力学II 吉本  憲正 社会建設工学科 9.034

10 測量学 中島 伸一郎 社会建設工学科 9.025

11 エンジニアリングコミュニケーション基礎Ⅱ 森 啓年、植村  隆
山田 知沙

社会建設工学科 8.961

12 ものづくり創成実習I 吉武  勇、吉本 憲正
原 弘行、渡邊 学歩

社会建設工学科 8.921

13 土質力学演習II 吉本  憲正 社会建設工学科 8.889

14 微生物学 赤田  倫治 応用化学科 8.858 応化最優秀

15 機器分析Ⅱ 山吹  一大 応用化学科 8.803 応化２

16 配位化学 中山  雅晴 応用化学科 8.703 応化３

17 超伝導工学 原田  直幸 電気電子工学科 9.480 電々最優秀

18 電気設計 山田  洋明 電気電子工学科 9.138 電々２

19 情報通信工学II 堀田  昌志 電気電子工学科 8.944 電々３

20 数理計画法 若佐  裕治 電気電子工学科 8.944

21 ソフトコンピューティング 間普  真吾 知能情報工学科 9.168 知能最優秀

22 確率統計 柳下  剛広 知能情報工学科 9.029 知能２

23 情報技術概論 佐村  俊和、長 篤志
水上 嘉樹

知能情報工学科 8.955 知能３

24 マルチメディア工学基礎（後期） 長  篤志 知能情報工学科 8.888

25 マルチメディア工学基礎（前期） 長  篤志 知能情報工学科 8.869

26 建築設備工学Ⅱ・同演習 小金井  真、 金 炫兌 感性デザイン工学科 9.319 感性最優秀

27 建築心理学 松田  憲 感性デザイン工学科 9.297 感性２

28 建築施工学 山田  和彦 感性デザイン工学科 8.930 感性３

29 建築設計演習Ⅳ

岡松 道雄、白石レイ
鵤 心治、小林 剛士
孔 相権、宋 俊煥
牛島 朗、今井 信博
稲井 栄一、山田 和彦
秋田 知芳

感性デザイン工学科 8.912

30 建築設備工学Ⅰ・同演習 小金井  真、金 炫兌 感性デザイン工学科 8.834

31 西洋建築史 冨田  英夫、岡松 道雄 感性デザイン工学科 8.825

32 環境情報学I及び演習 田中  一宏 循環環境工学科 9.138 循環最優秀

33 環境情報学II及び演習 長井  正彦 循環環境工学科 9.034 循環２

34 化学物質リスク論 山本 豪紀、熊切  泉 循環環境工学科 8.922 循環３

35 環境概論 新苗 正和、小渕 茂寿
佐伯 隆、 鈴木 祐麻

循環環境工学科 8.881

36 移動現象論 佐伯  隆 循環環境工学科 8.835

37 テクニカルコミュニケーションⅡ 貞光  宮城 工学部 9.047

38 テクニカルコミュニケーションⅠ 植村  隆、貞光 宮城 工学部 8.954

39 テクニカルコミュニケーションⅠ 貞光  宮城 工学部 8.953
＊講義総数399、その内アンケート総数10以上の講義数363
＊講義総数399の10％として39件を表彰

令和2年度優秀授業一覧表（学部）
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連番 科目名 担当教員名 学科 Z値

1 労働安全衛生特論

酒多 喜久、鬼村謙二郎
中山 雅晴、藤原 恵子
大和 志帆、岡田 成仁、
倉井  聡、栗巣 普揮
原田 直幸、奥田 昌之
遠藤 宣隆、藤原  勇
外崎  剛、奈古屋 明
藤井 幸江、森田 由紀
梅本 智子

化学系専攻 9.211 最優秀

2 災害対応におけるリモートセンシングと地理情報システム 長井  正彦 建設環境系専攻 9.188 最優秀

3 施設工学特論 進士  正人、吉武 勇 建設環境系専攻 9.188 最優秀

4 国際技術協力特論

森  啓年、池田 憲二
岡村  毅、永井 泉治
柏柳 正之、石渡 幹夫
池田  茜

建設環境系専攻 9.077

5 電子システム工学序論

山田 洋明、久保 洋
田中 俊彦、若佐 裕治
堀田 昌志、西藤 聖二
中島 翔太

電気電子情報系専攻 9.077 最優秀

6 光機能材料工学特論 岡本  浩明 化学系専攻 9.053

7 建設環境系特論

原  弘行、高海 克彦、
中田 幸男、吉本 憲正
関根 雅彦、渡邊 学歩
山本 浩一、榊原 弘之
長井 正彦、今井  剛
樋口 隆哉、鈴木 祐麻
桑原 亮一、岡松 道雄
李  柱国

建設環境系専攻 8.842

8 電力変換工学特論Ⅱ 山田  洋明 電気電子情報系専攻 8.800

9 公共政策学 榊原  弘之、鈴木 春菜 建設環境系専攻 8.750

10 システム制御工学特論 若佐  裕治 電気電子情報系専攻 8.647

11 構造解析学特論 麻生  稔彦、渡邊 学歩 建設環境系専攻 8.583

12 電気電子情報系特論

山田  洋明、小柳 剛
仙田 康浩、栗巣 普揮
只友 一行、田中 俊彦
若佐 裕治、堀田 昌志
中村 秀明、瀧本 浩一
藤田 悠介

電気電子情報系専攻 8.577

13 ソフトコンピューティング特論 間普  真吾、呉本 尭 電気電子情報系専攻 8.440

14 材料分析学特論 中塚  晃彦 化学系専攻 8.400

15 化学工学技士特論Ⅰ 佐伯  隆、田中 一宏
貝出 絢、石井 治之

化学系専攻 8.385

16 固体物性論特論 仙田  康浩、荻原 千聡
鳴海 孝之

電気電子情報系専攻 8.368

17 社会システム分析特論 榊原  弘之 建設環境系専攻 8.364

18 生命医工学特論

南  和幸、松永 和人
宮川 英二、藤井 正美
齊藤 俊、白石 晃司
高橋 直也、赤田 倫治

化学系専攻 8.333

19 X線分光学特論 吉田  真明 化学系専攻 8.267

20 応用数学特論Ⅰ 岡田  真理 基盤科学系専攻 8.250 最優秀

21 化学系特論

鬼村  謙二郎、中山 雅晴
岡本 浩明、赤田 倫治
星田 尚司、 西形 孝司
佐伯 隆、石井 治之
遠藤 宣隆

化学系専攻 8.237

22 基礎数理解析学特論Ⅰ 柳原  宏 基盤科学系専攻 8.143
＊講義総数111、その内アンケート総数10以上の講義数44
＊講義総数111の20％として22件を表彰

令和2年度優秀授業一覧表（大学院）

- 73 -



前述の 2 項目の質問に対する学生の回答は、「そう思う」が 5 点、「ややそう思う」が 4 点、「どち

らとも言えない」が 3 点、「あまりそう思わない」が 2 点、「そう思わない」が 1 点である。したがっ

て、合計点が 8 点以上であれば「良い評価」、6 点以上 8 点未満であれば「概ね良い評価」と考えて良

い。

学部では 8 点以上の科目がアンケート総数 10 以上の講義 363 科目の内 172 科目、6 点以上 8 点未

満の科目が 182 科目、6 点未満の科目が 9 科目であった。全体平均値は 7.85 点であった。比率で表す

と、「良い評価」が 47.4％、「概ね良い評価」が 50.1％で、両者を合わせると 97.5％であった。

大学院では 8 点以上の科目がアンケート総数 10 以上の講義 44 科目の内 28 科目、6 点以上 8 点未

満の科目が 15 科目、6 点未満の科目が 1 科目であった。全体平均値は 8.09 点であった。比率で表す

と、「良い評価」が 63.6％、「概ね良い評価」が 34.1％で、両者を合わせると 97.7％であった。

今後も優秀授業の表彰を通して、授業改善のための活動を進めていきたい。

第４節 ＦＤ実施経費報告書 

FD 実施経費は下表のとおりである。

第５節 来年度の課題 

① 教員授業自己評価の入力率向上に関する組織的な取組み 

これまでも、入力率向上のために学科長・専攻長会議などにおいて、学科長などを通して入力を

促すことをしている。今後もこのような対応をお願いしていく。 

② 授業外学習時間の確保，適正な成績評価 

工学部では、JABEE に代表されるように、工学教育における学習時間の確保，適正な成績評価

についての十分な理解とその実践がなされているが、引き続き、各学科に実践をお願いしたい。 

③ 共通教育における試験監督体制 

引き続き、問題点を整理した上で適正な試験監督体制を検討したい。 
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第10章 農学部のＦＤ活動 

第１節 授業公開 

１．生物機能科学科の授業公開（ピアレビュー） 

 生物機能科学科では、「生物機能科学セミナー」として、教員の授業を公開し、複数教員によるピアレビュ

ーを実施してきた。本年度も、公開授業が行われ、教員同士の意見交換が活発に行われた。以下、本年度に実

施した6回の公開授業を記す。 

（1）CDU施肥にともなう土壌微生物群の動態解析：植物病害抑止を指標として 

日時：令和3年4月27日（火）17:00  横山 和平 教授 

（2）バイオフィルムの制御について 

日時：令和3年5月28日（金）17:00  阿座上 弘行 教授 

（3）微生物による共生的プロピオン酸酸化でのギ酸と水素 

日時：令和3年7月2日（金）16:30  高坂 智之 准教授 

（4）大腸菌とコリネ菌の代謝工学に関する研究 

日時：令和3年11月 5日（金）16:30  片岡 尚也 助教 

（5）エッセンシャルオイル（精油）の調製ならびに保存において、香りはなぜ変化する？ 

日時：令和3年12月2日（木）16:30  赤壁 善彦 教授 

（6）マラリア原虫の共生と寄生に関する進化的考察と薬剤耐性メカニズムについて 

日時：令和3年12月 24日（金）16:30  木股 洋子 准教授 

２．生物資源環境科学科の授業公開（ピアレビュー） 

生物資源環境科学科では、本年度は、教員の授業を公開し、複数教員によるピアレビューを実施し

た。以下に、本年度に実施した公開授業（1件）を示す。 

(1) 山口大学教員免許状更新講習 

「学校給食で山口県産小麦のパンが食べられるのはすごいことなんです」(オンデマンド配信)  

１）紙芝居「山口県産小麦”せときらら”をみんなで応援してね」 

２）小麦・パンの地産地消が難しいのはなぜか？ 

３）西日本初の本格的パン用小麦品種「せときらら」の魅力とは？ 

４）山口県と世界の小麦栽培技術 

５）日本の小麦栽培で補助金が必要なのはなぜ？ 

６）なぜ地産地消することが必要なのか？ 

７）地産地消によって期待されること、その成功例とは 

８）私たちの暮らしに欠かせない麦の世界 
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日時：令和3年8月19日（木）高橋 肇 教授、荒木 英樹 教授、種市 豊 准教授 

第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会

1．令和3年度 アラカルトFD研修会「学生相談の現状と現在の大学生・大学院

生の抱えやすい課題やその支援」（農学部FD研修会） 

日程：2021 年 10 月 20 日（水）［吉田地区］13:30～14:10 
場所：農学部大会議室

講師：春日 由美（学生相談所長・山口大学教育学部 准教授）

参加者：24 名

【研修内容】 

はじめにFDコーディネーター井内教授より春日由美准教授の紹介があった。引き続き春日由美所長の

自己紹介があり、その後講演に入った。 

１．学生相談とは？ 

まず学生相談の歴史が説明された。山口大学は日本初、東京大学と同時期の1952 年に学生相談所が設

置された。これは国立大学に保健管理センターの設置以前である。学生相談のレポートとして「大学

における学生生活の充実方策について」報告書（通称「廣中レポート」）が説明され、「大学は教員

中心の大学から」「学生中心の大学へ」の視点転換として学生相談の大切性が示され、その後「大学

における学生相談体制の充実方策について」の報告（通称「苫米地レポート」）がされた経緯につい

て説明された。また学生相談の目的は、学生個人個人に焦点を当て、学内外への適応や心理的成長を

促すものであること、使命として、個人的問題からもたらされる過重な心理的負荷により、どの学生

にも生じうる困難について、その学生へのカウンセリング、予防活動や予防教育、教職員に対するコ

ンサルテーション（助言）などの心理的援助を行うことと説明された。 

２．学年毎の抱えやすい課題・危機 

大学に入学した1 年生は、新しい環境への適応ができ

ないと悩みを抱えていること、2、3 年生は生活の変

化が比較的に少ないものの社会の中での自分の存在

を考えて自分らしさ、社会との繋がりを考えて悩んで

いる。4 年生は学生（大学）生活の終点と社会への入

口（将来の準備）において多くの現実的な悩みを持っ

ていること。また卒業にあたり親子関係の振り返りの

時期でもある。大学院生も、職業人としての自己を形

成する時期であり、研究生活への適応や、対人関係か

ら不安が多いと考えられる。 

３．本学の学生支援 

山口大学の学生支援体制は①学生なんでも相談窓口（学生生活全般の相談が可能）、②保健管理セン

ター（心身の相談が可能）、③学生相談室（臨床心理士配置、居場所設置、ピアサポートグループが

ある場合も）、④学生特別支援室（SSR；障害等による修学上の困難についての相談）である。学生相

談所の利用は４－６月が多く、その後７－１０月が少なく11 月に再び多くなる。また延べ相談回数を
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見ると長期休暇中である8－9 月は余り減っていない状況から学生の相談のよりどころとなっている

事が考えられる。また相談内容は心身的な問題多い。教員との①対人、②修学、③心身問題が挙げら

れる。また相談は、教職員からの学生対応相談もあり、かなり困難な内容の相談を日々多く受け付け

ている現状であることが説明された。 

4. 学生相談所から教職員の皆様へお願い 

学生相談所からの先生方へお願いとして以下の事が示された。①学生の命を守ることが大切であるた

め、気になる学生・院生については相談してください。学生相談に行きそうにない学生は教職員と一

緒に来て頂いたほうが良いと思われます。②気がかりな学生については先生方と連携して学生相談を

させて頂きたい。③教員が思っている感覚と、学生が思っている感覚が随分異なっていると思われる

ことがあり、世代や立場の違いにより受け取り方が違う。コミュニケーションの機会が少ないとずれ

が生じやすいと思われる。これらのことから、こちら（先生から）の話を伝えるだけでなく学生の話

を聞くようにする。学生にとって先生と話すことは敷居が高いと感じており、先生から敷居を下げて

学生の話を聞いて欲しい。日々のコミュニケーションの機会をできるだけ作るようにして欲しい。ま

た、学生への対応に関して先生方の相談も学生相談所は聴くことができる。学生対応はかなり難しく

なっているので一人で考えるよりも誰かと共有することで気持ちが楽になる可能性があるので利用し

て欲しい。 

【質疑応答・意見交換】 

Q1：教員から見て不安に思

える学生に気付いたとき、

「どこそこに相談に行け」

と言って良いのか？ 

A1：まずは先生方も相談し

てみて欲しい。 

2．フィールド教育研修会（農学部） 

「フィールド教育研修費」として実施経費を受け、他学で実践されるフィールド系科目などを視察

できるようにした。本年度は2件，他大学の先進的な教育活動を視察した。 

10月 6日に、農場教職員2名が岡山大学農学部山陽圏フィールド科学センターおよび広島大学統合

生命科学研究科附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センターにて，飼育する家畜の生活環境を重視

した飼育施設および飼育環境について視察した。岡山大学では、分娩カメラや発情センサーなどを使

い、牛の発情や出産の予兆を休日や夜間でも迅速に把握し、安全に対処できる業務体制について聴取

した。広島大学では、24時間稼働する乳牛搾乳施設を視察し、乳房炎などの病気にならないように牛

の居住環境や給餌量を精密に管理する体制について聴取した。 
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2月 24日には、農場教員1名が宮崎大学農学部附属フィールド科学教育研究センターを視察した。同

センターでは、畜産を営む住吉フィールドと野菜や米を生産する花木フィールドのいずれも公的な

GAP（Good Agriculture Practice）承認を受けており、GAPに即した施設・設備を視察するとともに、

GAPを生かした実習課題などについて聴取した。

第３節 教育改善に関する活動 
 コロナウイルスの感染拡大およびそれに伴う緊急事態宣言の発令により対面授業が危ぶまれたが、

徹底した感染対策と目的達成に向けた努力により、概ねすべての授業を対面で行うことが出来た。カ

リキュラムに関しては、いずれの学科でも 2021 年度以降の入学生からデータサイエンスに関連する

科目を追加するなどした。 

 生物資源環境科学科では、希望や高い意識を持って入学してきた学生が、そのモチベーションを維

持し、さらに高い目標へと進んでいけるよう、2 年生後期に「農学研究入門」を新設した。3 年次の

研究室配属に向けて、またその先にある卒業論文にむけて、自分の 1 年後や 2 年後を想像し、将来の

進路の選択肢のひとつとして大学院進学やその先の研究職・技術職を考えることを目的とするもので

ある。「研究のおもしろさ」を知ってもらい研究とは何かを学ぶ内容で、具体的には一番身近な研究

者である学科の教員から自分の研究を交えて研究のおもしろさの話を聞いたり、OB や大学院生の話、

卒論発表会を聞いてもらうなど、初年度は 9 名の教員ならびに OB が授業を行った。

 生物機能科学科では、教育改善を目指してディプロマポリシー・カリキュラムポリシーに照らし合

わせたカリキュラムの見直し、授業の見直しを行っている。座学の授業と連動した学生実験を目指し、

ここ数年、学生実験の時期を前倒しでの移行を行っている。令和 3 年度 4 年度にかけてその移行が

終了し、学生実験を半期繰り上げた。これにより、授業と連動した学生実験の確立と 3 年後期での研

究室配属へのスムーズな移行が可能となった。

 また、分野別にカリキュラムを大きく化学、生化学、食品、微生物の 4 つに整理した。既存の授業

を統廃合・改編しつつ前倒しにし、学習時期を早めることとした。微生物分野と食品分野を合わせた

「醗酵食品化学」を新設し、微生物が関与する食品の理解を深める科目とした。これにより、カリキ

ュラムの違いがわかりやすくなり且つ、概論から基礎、応用へと積み上げる学問分野への取り組み方

を理解することが容易になった。

- 78 -



第４節 ＦＤ実施経費報告書 

第５節 来年度の課題 
１．ピアレビュー

 生物資源環境科学科におけるピアレビュー数が少なかった。次年度は、これまで一度もピアレビュ

ーに関わったことがない教員に対してピアレビューへの参加を勧めるとともに、ピアレビュー実施数

を多くしたい。また、他の教員の授業を参観できるようなシステムについても再検討したい。 

２．本年度はFDコーディネーターの不慣れもあってFD研修会開催が少なかったため、できるだけ多

くの開催と多くの参加を目指したい。 

３．コロナウイルス感染に対する適切な対応 

 2021年度は、本学の方針に基づき農学部でも対面授業を基礎として実施する。農学部では、実験科

目や実習科目に割かれる時間が多いことから、これらの授業における感染防止策を徹底することにし

ている。また、新3年生や2年生に関しては、大学に不慣れなうちにコロナ禍に遭遇していることか

ら、これらの学年の修学状況をチェックするしくみを確認するとともに、修学指導教員が中心となっ

て、修学に伴う不安を取り除くようなケアを行うことにしている。 

 学生の中で難聴者がいることから、授業担当者に対しては、安全に説明や会話できる距離を取るな

どの対策を講じるよう指導する。
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第11章 共同獣医学部のＦＤ活動

第１節 授業公開 

1. 授業公開（ピア・レビュー）

ピア・レビューは、山口大学および鹿児島大学の各教員が授業担当教員に事前に申請した上で授業

を参観し、その感想を書面にして授業担当教員に伝える形式で行われた。2021 年度は、本学共同獣医

学部の約 86%の教員が授業参観を実施し、約 30%程度であった前年度から大幅に実施率が改善された。

表 1 2021 年度にピア・レビューを受けた授業一覧

日付 科目名 担当教員 発信大学 備考

2022.01.12 化学Ⅱ 岩田 祐之 山口大学 共通教育科目

2021.12.10 化学Ⅱ 森本 将弘 山口大学 共通教育科目

2021.07.05 寄生虫学Ⅱ 佐藤 宏 山口大学

2021.07.28 獣医組織学A 松元 光春 鹿児島大学

2021.10.28 分子生物学 大和 修 鹿児島大学

2021.12.24 寄生虫学 I 佐藤 宏 山口大学

2021.10.08 獣医キャリア形成論 高野 愛 山口大学

2021.12.22 獣医運動器病学 谷 健二 山口大学

2022.01.12 獣医運動器病学 板本 和仁 山口大学

2022.01.12 獣医運動器病学 板本 和仁 山口大学

2021.12.14 獣医解剖学B 日下部 健 山口大学

2022.01.18 獣医解剖学B 日下部 健 山口大学

2022.01.11 獣医消化器病学B 谷 健二 山口大学

2022.01.11 獣医消化器病学B 谷 健二 山口大学

2021.12.21 獣医消化器病学B （主担当：谷先生） 山口大学 外部講師

2022.01.17 獣医内分泌・代謝病学 伊賀瀬 雅也 山口大学

2021.12.16 獣医内分泌・代謝病学 水野 拓也 山口大学

2021.12.10 獣医発生学 加納 聖 山口大学

2022.01.25 獣医発生学 加納 聖 山口大学

2021.11.19 獣医発生学 加納 聖 山口大学

2021.12.20 獣医微生物学 IIA 早坂 大輔 山口大学

2021.01.24 獣医病理学A 森本 将弘 山口大学
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2021.11.18 獣医薬理学A 大浜 剛 山口大学

2022.01.17 獣医薬理学B 宮本 篤 鹿児島大学

2021.10.21 獣医臨床腫瘍学 高橋 雅 鹿児島大学

2021.11.17 食品衛生学 豊福 肇 山口大学

2021.11.17 食品衛生学 豊福 肇 山口大学

2021.11.10 食品衛生学 清水 隆 山口大学

2021.12.16 人獣共通感染症Ⅱ 安藤 匡子 鹿児島大学

2021.11.30 生化学Ⅰ 島田 緑 山口大学

2021.10.12 馬診療学 佐々木 直樹 山口大学

2021.11.10 馬診療学 佐々木 直樹 山口大学

2. 「獣医学セミナー」および「獣医学特別セミナー」 

本学部では、教員間のピア・レビューとして各教員の研究内容を伝える「獣医学セミナー」および

外部講師を招聘してご講演いただく「獣医学特別セミナー」を開催している。教員・学生を対象とし

てこれらのセミナーを定期的に開催することにより、学部の研究力・教育力の向上を図ることを目的

としている。2021年度に実施したセミナーの概要は以下のとおりである。 

（1） 第81回獣医学セミナー 

日時：2021年 6月 30日（水） 17:15-18:15 

講師：森本 將弘 先生（獣医病理学） 

演題：Th2免疫反応の活性化機序の解明をめざして 

（2） 第82回獣医学セミナー 

日時：2021年 10月 27日（水） 16:00-17:00 

講師：中市 統三 先生（獣医放射線学） 

演題：山口大学動物医療センターにおける放射線治療の変遷 

（3） 第83回獣医学セミナー 

日時：2021年 12月 22日（水） 16:00-17:00 

講師：日下部 健 先生（獣医解剖学） 

演題：補体因子の妊娠期動態と生殖生理との関連性 

（4） 第51回獣医学特別セミナー（感染症創薬研究センター共催） 

日時：2021年 7月 5日（月） 16:00-17:00 

講師：藤吉 湊 先生（広島大学学術院 学術・社会連携室） 
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演題：微生物から見る空気と水の地域性と普遍性 

（5） 第52回獣医学特別セミナー 

日時：2021年 9月 28日（火） 16:30-18:00 

講師：後飯塚 僚 先生（東京理科大学生命科学研究所 生体運命制御部門） 

演題：系統・個体発生から俯瞰する免疫システムの時空間ダイナミクス 

（6） 第53回獣医学特別セミナー 

日時：2021年 12月 2日（木） 16:00-17:30 

講師：富安 博隆 先生（東京大学農学生命科学研究科 獣医内科学教室） 

演題：イヌの腫瘍性疾患に関するトランスレーショナルリサーチ 

第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会 

1. 山口大学・鹿児島大学共同獣医学部合同FD研修会 

例年山口大学および鹿児島大学の共同獣医学部で合同 FD 研修会を実施している。コロナ禍以前に

おいては隔年で各大学において対面により実施していたが、2021年度はコロナ禍であったため全面的

にWeb会議システムを利用し開催することとなった。 

日時：令和３年９月21日(火)13：30～16：10 

実施方法：Web会議 

（1） プログラム 

 ①13:30-13:40 開会挨拶 （鹿児島大学 共同獣医学部学部長） 

②13:40-14:50 基調講演「教育について －今日の大学教育に求められるもの－」 

講演者：鹿児島大学総合教育機構高等教育研究開発センター 

出口 英樹 先生 

③15:00-15:55 教育ワークショップ（４講座に分かれて教育に関する事項について協議） 

④16:00-16:10  閉会挨拶 （山口大学 共同獣医学部長） 

（2） 基調講演 

参加者：教員 84名（山口大学：41名、鹿児島大学：43名） 

講演テーマ「教育について －今日の大学教育に求められるもの－」 

講演者：出口 英樹 先生（鹿児島大学総合教育機構高等教育研究開発センター） 

ほとんどの教員にとって、「教育学」については専門的に学ぶ機会があまりなかった、あるいはあ
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ったとしても大分昔のことであるという状況に鑑みて、大学（大学教育）とは何かということに立ち

返って知見を深めることを目的として、本学総合教育機構高等教育研究開発センターの出口 英樹 先

生に講演を依頼した。 

 講演は大きく分けて１．大学とは何か、２．カリキュラムとは何か、３．FDとしての教育改善、４．

獣医学教育についての４節に分けて行われた。 

 １節目では大学史の概要とともに、我が国の大学というものがどのように位置づけられているかの

説明が行われた。また、大学教員とは学生に広い知識を授け、学生に深い専門の学芸を教授し、深い

専門の学芸を研究するとともに、学生の知的、道徳的及び応用的能力を展開させることができるよう

な学士を育成することを職務とする専門指揮者であると定義された。 

 ２節目及び３節目では、上記の職務をいかに組織的にかつ体系的に行うかが重要であり、カリキュ

ラムにおいて個々の授業科目が適切に位置づけられ、それに応じた内容、方法によって授業を行うこ

との重要性が説かれた。また、大学(教員)がその専門性に基づいてカリキュラムを定め、構成し、各

授業の教育方法や評価方法についての点検、改善を行うため、単なる授業改善にとどまらないFDが必

要であることが述べられた。また、アクティブ・ラーニングや単位制度についても説明が行われた。 

 ４節目では、以上を踏まえ、獣医学教育について獣医師養成という観点からの教育改善、獣医学教

育という観点からの制度やカリキュラムの検討、共同学部としての困難性の克服することの重要性が

述べられた。 

（3） 教育ワークショップ（基礎系） 

参加者：教員 17名（山口大学：9名、鹿児島大学：8名） 

議題：講義・実習における課題、改善点、情報の共有 

１）コロナ禍における講義・実習の状況 

講義・実習において各教員が感じた問題点、対応策や工夫について情報共有した。 

・遠隔授業で学生の反応を把握するために工夫したり、自宅待機期間の学生の精神的に落ち込まない

ように配慮した。 

・対面での実習では密にならないように工夫し、対面での実施が困難な場合は、実習の一部を演習形

式や生体を使用しない内容に変更した。 

・遠隔授業、とくに１大学のみがオンデマンド形式の授業の際などに、不公平にならないように出欠

を取るのが困難。 

２）実習での生体使用の状況 

生体使用の状況、生体使用数の削減への取り組み等について情報共有した。 

・動物実験計画書を提出する等して、必要最小限の数の生体の使用について客観的に審査を受けてい

る。 

・シミュレーションなどの代替法を取り入れる、同じ個体を複数の実習で使用する、学生の班分けを

工夫する等して、生体使用数を必要最小限に留めている。 

・どうしても代替手段のない、または代替法の確立が困難な実習項目があり、これ以上の使用数削減

が難しい。とくに、解剖学実習での使用数削減の取り組みには困難が伴う。 

・獣医学基礎分野の教育効果を考えると、苦痛を伴う実習はゼロをめざすべきだが、生体を使う実習

（安楽死含む）を避けて通ることは難しく、完全に中止すべきではない。 

・学生へのアンケートでは実習での生体使用に対して概ね前向きな回答が得られており、命の大切さ

を知り、動物を扱う経験が得られる貴重な機会にもなっている。 
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３）実習の統合について 

近年の動物福祉の考えから、生体を用いた実習が大幅に削減され、実習シラバスの構築が困難とな

ってきているため、基礎獣医学・機能系の実習を統合するための検討を行うことが提案された。実習

間で内容の重複を減らすことにより使用動物数の削減、実習の効率化が可能となった経験からの前向

きな意見があった。 

（4） 教育ワークショップ（病態予防） 

参加者：教員 23名（山口大学：11名、鹿児島大学：11名） 

議題：教員ごとに担当している講義や実習のコロナ禍における課題や対応策について説明 

１）学外実習について 

県外渡航の制限、受け入れ先機関からの中止要請などが原因で、従来通りの実施が難しい。学内に

代替品を用意、オンラインで実演、実施時期の先延ばし、スライドによる施設紹介などで対応してい

る。 

２）対面実習を実施する際のスペースについて 

山口大学の実習スペースは 60 名規模なので、対面実習の実施に大きな支障はない。一方鹿児島大

学は実習スペースが狭く、2班に分けて時間差で実施、実習前の準備の徹底、バーチャルスライドの

活用、予習および復習課題の新たな設定などで対応している。 

３）遠隔受業実施科目の評価方法について 

学生の登校制限により、同じ科目の受講方法に両大学で違い（オンラインvs.対面）が生じた場合、

出席点をはじめとする評価方法の公平性について疑義がある。ただし、大学ごとに開講している科目

も多いことから、遠隔受業実施科目であっても両大学の全学生を横並びに評価する必要性はないかも

知れない。 

４）学外実習の受け入れ先機関との関係性について 

山口大学で、学生実習の受け入れをお願いしていた機関から、次年度以降の受け入れを断られるケ

ースがあった。 

鹿児島大学では、相手方機関とギブ・アンド・テイクの関係性を構築する意味合いも込めて、将来

的に鹿児島県職員や県NOSAI職員としての就職を目指す学生の入試選抜枠の確保を検討している。 

（5） 教育ワークショップ（伴侶動物臨床） 

参加者：教員 26名（山口大学：12名、鹿児島大学：14名） 

議題：コロナ禍における実習について 

１）病院実習 

山口大学では、1班あたりの班員を今までの7 8人から4人に減らし、実習期間を通年で外科・内

科とも今まで6週間のところを4週間（合計8週間）に減らしている。その結果、教員が個々の学生

により目が届くようになり指導しやすくなったため、今までよりも学生の学習効果は向上していると

感じている。 

鹿児島大学では、基本的な感染予防対策を取りながら実習自体は通常通り行なっている（まん延防

止等重点措置期間中は、学生と飼い主が距離を取るようにしていた）。1班 2 3 人、12 班構成。8つ
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のコースからなる12週間の実習を1タームとし、通年で4ターム実施（1タームには内科・外科とも

1週間が含まれている）。1タームのうち4週の休みが設けられており、この休み期間は学生が自由に

使える時間となる。 

２）夜間救急診療実習 

山口大学では、病院実習にも慣れてきた 2 月から始まり、1 日 2 人、5 日間参加する。実習時間は

20 時から翌 8 時まで（途中休憩時間あり）。外来および入院動物の処置・見回りを行う。大学の方針

で対面授業が中止されていた期間は、本実習も取り止めていた。 

鹿児島大学では、1日の参加人数を 4人から 2 人に減らした以外はコロナ禍でも通常通り実施して

いる。通年で 3週間（3ターム）実施。実習時間は 19 時から 23時まで。それ以降は学生が希望すれ

ば延長して診療に参加することもできる。 

３）一次診療実習 

山口大学では、実習協力病院での受け入れが困難であったため、2020年度は本実習を実施できなか

った。鹿児島大学では、2020年度の一次診療の割合が12.5%程度であり、2019年度の20%程度から減

少した。 

EAEVE では、2019 年度についてはコロナ禍の影響が考慮されるが 2020 年度以降は考慮されないと

想定される。コロナ禍でも一次診療実習を行い、中間報告にもその内容を記す必要があるだろう。 

４）エキゾチックアニマル実習 

山口大学では、コロナ禍で実習数はかなり減っている。鹿児島大学では、2020年度の実習数は1/3

程度に減少したが、2021年度は今まで通り実施できている。実施できている要因として、教員が実習

先と研究協力関係を築いていること、実習先が大学からかなり近いことなどがあげられる。 

（6） 教育ワークショップ（産業動物臨床） 

参加者：教員 12名（山口大学：3名、鹿児島大学：8名） 

議題 

１）新型コロナ下での講義・実習対応について各担当により以下の説明があった 

鹿児島大学 

・共通教育科目について、原則的に対面で実施可能であった。緊急事態宣言等で実施不可の場合には、

遠隔講義、オンデマンド配信等で講義・実習を行った。 

・ポリクリ実習に関しても、原則的には実施を行った。往診等の実習では、人数制限、車の換気等の

感染症対策を行ったうえで実施した。緊急事態宣言などで実施不可の場合には、課題を提示してレポ

ートを提出させるなどで出席とした。 

・養鶏・養豚実習は、2020年度は全面的に中止として、オンデマンドでの配信とレポート提出とした。

2021年度は現地実習を農場で行うように調整中である。 

・養豚実習に関しては、1 週間に 1 回、大隅センターにて宿泊している学生を引率して、農業高校で

の実習を行っている。 

山口大学 

・共通教育科目について、原則的に対面で実施可能であった。 

・ポリクリ実習に関しては、緊急事態宣言等で実施不可の場合には中止し、解除後に人数制限をしな

がら実施した。往診等の実習は、人数制限、車の換気等の感染症対策を行ったうえで実施した。 

・養鶏場実習は 2020 年度も実施できており、2021 年度は事前 PCR を行ったうえで農場の訪問を行う

ことで実施中である。 
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・養豚実習は豚熱発生後の2019年度から農場での実習は中止している。代わりに、廃用予定のヒネ豚

をもらい、大学内で実習を行った後に、病理剖検に回すようにしている。 

質疑 

・養豚実習について、鹿児島大学での農業高校での実習内容、山口大学での豚を提供してもらう実習

の内容などについて意見交換が行われた。 

・山口大学の養豚実習の農場での実施実績がないため、EAEVE の中間評価に向けて、農場での実施方

法を模索することが提案された。 

２）生体代替実習について（どれぐらい生体を使っているか） 

獣医繁殖学実習 

・鹿児島大学 

ビデオ教材（分娩、帝王切開） 

模型・モデル：シミュレーター（直腸検査、子宮洗浄） 

屠体臓器：牛、馬、豚 

生体：膣・直腸検査2頭（2名×15回）、分娩2頭、採卵2頭 

・山口大学 

ビデオ教材（直腸検査、授精、胚移植、妊娠鑑定、分娩、帝王切開） 

模型・モデル：シミュレーター（直腸検査、分娩介助） 

屠体臓器：牛、馬、豚 

生体：直腸検査3‐4頭、分娩実習：附属農場での分娩の観察（現地、カメラ） 

産業動物診断治療学実習 

・鹿児島大学 

模型・モデル：シミュレーター（牛、豚） 

電子機器：電子聴診器（牛の心音、呼吸音） 

生体：牛7頭（子牛5頭、成牛2頭）、馬1頭 

・山口大学 

ビデオ教材（整形外科手技） 

模型・モデル：骨模型、眼科模型、内視鏡モデル、馬シミュレーター、 

直腸検査シミュレーター 

屠体臓器：牛、馬 

生体：牛4頭、馬4頭（侵襲の大きいものは実施せず、身体検査などを実施） 

その他 

・山口大学で利用している、牛の直腸検査・分娩モデルや、馬のシミュレーターについて具体的な説

明の追加があった。 

３）その他 

有村先生（鹿児島大学）より、EAEVE の中間評価にむけて、山口大学の実習施設の改善点につい

て確認があり、佐々木先生（山口大学）より現在は改善に向けて協議中であることが説明された

（説明途中でセッションのタイムアウトで中断）。研修会後、詳細については学部事案であるた

め、正確を期すために山口大学学部長に確認して欲しいとの追加コメントがあった。 
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報告 

１）各大学の現在の教員配置（産業動物臨床系）について確認を行った。 

 山口大学：髙木光博、角川博哉、佐々木直樹、谷口雅康、西 康暢、田浦保穂

 鹿児島大学：三角一浩、帆保誠二、畠添 孝、安藤貴朗、乙丸孝之介、井尻 萌、森脇 潤、百武

幸治、山下紀幸 

２）産業動物カリキュラムについて確認（開講期、主担当）を行った（詳細は割愛）。 

2. 講師派遣型アラカルトFD研修会 

題目:「大学生のメンタルヘルス向上のために」 

講師:医学系研究科 松原敏郎 准教授 

日時:令和4(2022)年 1月 12 日(水)14 時 00 分 30 分 

実施方法:Web会議システムによる開催 

参加人数：31名 

3. 教育改善FD研修会 

題目: 「認証評価から考える内部質保証と教学マネジメント」及び 「令和4(2022)年度の認証評価受

審(本学が)にあたり、受審予定の認証評価機関の観点や基準から内部質保証と教学マネジメントを考

える」 

講師: 大学改革支援・学位授与機構 研究開発部長・教授 土屋 俊 氏 

日時:令和4(2022)年 2月9日（水） 

実施方法:Moodleにアップロードされた録画を視聴 

参加（視聴）人数：40名 

第３節 教育改善に関する活動 

1. 5G モバイルおよび次世代 MR（複合現実）技術を用いたオンラ

インHands-On実習の開発 

COVID-19 により、オンライン型の授業が普及したが、実験や実習では映像を見るだけになるなど、

臨場感や教育効果などに課題も見えてきた。そこで、ウィズコロナ時代に適合した、オンラインでの

双方向型 Hands-on（実際に手を動かす）実習システムとして、透過型ゴーグルと 5G モバイル技術

を用いて、遠隔地においても 3D 映像として描出できる、「5G モバイルおよび次世代 MR（Mixed 
Reality、複合現実）融合技術」をNTT ドコモ株式会社と協創した。

本システムでは、受講者が透過型ゴーグルを用いることで、遠隔地においても教材上に講師（配信
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側）の 3D 映像を重ねて認識することができるようになるため、分野を問わずに対面（フィジカル）

実習に近い教育効果を得ることができる。

2022 年 2 月 22 日（火）に、上記技術を使用したオンライン Hands-On 実習を公開した。共同獣医

学部産業動物診療室から佐々木教授の実習映像を発信し、共同獣医学研究科棟大講義室の受講生 5 名

が装着した透過型ゴーグルで受信・視聴しながら、馬の脚の模型を使用した骨折時における固定処置

の実習を行った。

この取り組みは、文部科学省のデジタル活用教育高度化事業「デジタルを活用した大学・高専教育

高度化プラン」の採択に伴い開発したシステムを用いて実施をしたもので、引き続き山口大学の「デ

ジタルを活用した『学びの質の向上』」を図っていく予定である。

図 1 講師（配信）側の現場の様子       図 2 透過型ゴーグルを装着して実習をする学生

2. 学生授業評価アンケート 

2021 年度は、講義科目および実習科目において、それぞれ 201 および 74 の回答が得られた。

表 1 講義のアンケート結果

【講義】出席率（201） 90%以上（14回以上）
80%以上～90%未満

（12～13回）

60%以上～80%未満

（9～11回）

40%以上～60%未満

（6～8回）
40%未満（6回未満）

あなたは、この授業にどれくらい
出席しましたか？

193（96.0%） 8（4.0%） 0（0%） 0（0％） 0（0%）

【講義】授業時間外学習（201） 3時間程度又はそれ以上 2時間程度 1時間程度 30～50分程度 30分未満

あなたは、この授業において、授

業時間外学習（授業の予習・復
習、レポート作成、試験勉強など

を含む）をどれくらい行いました
か？　総時間を平均し、授業1回

あたりの時間に換算してお答えく
ださい。

49（24.4%） 54（26.9%） 59（29.4%） 24 （11.9%） 15（7.4%）

【講義】理解度（201） そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない

あなたは、この授業の内容を理解

できましたか？
71（35.3%） 87（43.3%） 32（15.9%） 10（5.0%） 1（0.5%）

【講義】目標到達率（201） そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない

あなたは、シラバスに記載された

到達目標を達成したと思います
か？

66（32.8%） 86（42.8%） 38（18.9%） 10（5.0%） 1（0.5%）

【講義】満足度（201） そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない

あなたは，この授業について満足
しましたか？

76（37.8%） 83（41.3%） 28（13.9%） 9（4.5%） 5（2.5%）
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表 2 実習のアンケート結果

【実験・実習】出席率（74） 90%以上（14回以上）
80%以上～90%未満

（12～13回）

60%以上～80%未満

（9～11回）

40%以上～60%未満

（6～8回）
40%未満（6回未満）

あなたは、この授業にどれくらい出席し
ましたか？

73（98.6%） 1（1.4%） 0（0%） 0（0%） 0（0%）

【実験・実習】授業時間外学習（74） 3時間程度又はそれ以上 2時間程度 1時間程度 30～50分程度 30分未満

あなたは、この授業において、授業時間

外学習（授業の予習・復習、レポート作

成、試験勉強などを含む）をどれくらい
行いましたか？　総時間を平均し、授業

1回あたりの時間に換算してお答えくだ

さい。

13（17.6%） 7（9.4%） 9（12.2%） 19（25.7%） 26（35.1%）

【実験・実習】理解度（74） そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない

あなたは、この授業の内容を理解できま
したか？

39（52.7%） 32（43.2%） 2（2.7%） 1（1.4%） 0（0%）

【実験・実習】目標到達率（74） そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない 

あなたは、シラバスに記載された到達目
標を達成したと思いますか？

36（48.6%） 32（43.2%） 5（6.8%） 1（1.4%） 0（0%）

【実験・実習】満足度（74） そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない

あなたは，この授業について満足しまし

たか？
41（55.4%） 30（40.5%） 3（4.1%） 0（0%） 0（0%）

考察

・講義・実習とも出席率は非常に高い。

・講義における授業時間外学習は、1 回あたり 1 時間以上と回答した学生が 80%以上を占めており、

高い学習意欲が伺われた。一方、30 分未満と回答した学生も約 7%認められた。時間外学習の時間と

成績との関連性は不明であるが、時間外学習を促すためのさらなる取り組みが必要であると考えられ

た。

・理解度・目標到達率とも実習に比べて講義では低い傾向が認められたため、講義において学生の理

解度を上げるためのさらなる取り組みが必要であると考えられた。

・講義・実習とも、満足度の傾向は、ほぼ理解度・目標到達率と一致しており、内容を十分に理解さ

せ、シラバスに記載された目標に到達できるよう講義・実習を行うことにより、学生の満足度（充実

度）も上昇するものと考えられた。

第４節 ＦＤ実施経費報告書 

令和3年度　各学部・研究科ＦＤ実施経費報告票

部　　局 ＦＤ研修・ＦＤ活動の内容
経費の用途

（購入物・旅費謝金等）
執行額（千円） FD活動の効果　（簡潔に）

第51回獣医学特別セミナーでの講演等 旅費謝金1名 0 環境中微生物の動態に関する知見を得た

第52回獣医学特別セミナーでの講演等 旅費謝金1名 78 免疫システムの時空間ダイナミクスに関する知見を得た

第53回獣医学特別セミナーでの講演等 旅費謝金1名 89 イヌの腫瘍性疾患におけるトランスレーショナルリサーチの知見を得た

167計　

共同獣医学部・共
同獣医学研究科

第５節 来年度の課題 

ウィズコロナ時代に適合した新しい学習様式および動物福祉に立脚した生体を用いない新しい

実習様式の構築を目的とし、ICTおよびMR技術を駆使した高度なデジタル化実習の開発に引き続

き取り組み、デジタルを活用した『学びの質の向上』に努める。 

学生の自学自習を促進する。具体的には、ICT を活用した時間外学習用コンテンツの充実、スキ

ルスラボの充実と利用の促進に引き続き取り組む。 

授業参観については、今年度は教員に積極的に説明をした結果、実施率が大幅に改善された。今

後は実施率100%を目指して、引き続き教員に働きかけを行う。 
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鹿児島大学との共同学部運営という大きなメリットを生かすべく、連携をさらに深めて双方の特

色を生かした教育の向上に取り組む。 
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第 12章 国際総合科学部のＦＤ活動 

第１節 授業公開 

 令和３年度では、新型コロナ感染対策として授業の出席者の数を制限する必要があり、授

業公開（ピア・レビュー）は行わなかった。 

第２節 学部主催ＦＤ研修会 

令和３年度に行われた FD 研修会の一覧と簡潔な内容を箇条書きで示す。 

・5月 12 日（水）13：00～14：00 「カリキュラム改革に関する FD研修会」 

 参加者 18 名 

 令和 4 年度の新入生から国際総合科学部では新しいカリキュラムのもとで教育を行うこ

ととなっている。そのためのカリキュラム改革を令和元年度から進めてきた。すでに DPに

ついては決定していたが、科目のグループ分け、必修・選択必修の単位数と該当科目などに

ついては学部教員から多くの意見が出てまとまるには至っていなかった。この FD 研修会で

は学部教員が率直に意見を出し、深い議論をすることでカリキュラムの大枠についての合

意を得ることができた。 

・7月 14 日（水）14：30～15：30 「科研費等外部資金獲得に関する FD研修会」 

 参加者 11 名 

 産学公連携・研究推進センターから實近健一 URA と汐崎七海 URA のお二人を招いて外部

資金獲得に関する情報提供とアドバイスをいただいた。汐崎 URA からは「科研費申請につい

て（初級編）」ということでお話しいただいた、。国際総合科学部には教員になったばかりの

人も多く、科研費の申請率は高いとは言えない。そのため、初めて科研費の申請をする人に

とってハードルが低くなることを目的にお話しいただいた。實近 URA には「JST の外部資金

紹介について」ということで、国際総合科学部の教員の多くに馴染みのあまりない JST につ

いて紹介いただき、今後の申請の可能性についてアドバイスをいただいた。 

・9月 15 日（水）13：30～14：30 「新カリキュラムの実施について」 参加者 17名 

 令和 4年度の新入生が対象の新カリキュラムにおいて、全員が担当する「アカデミックス

キル入門」（旧基礎セミナー）、「グローバルイヤー準備・まとめ」と、留学生向けの英語プ

ログラムへの対応についての共通理解を得ることを目的に研修会を開催した。 

・10 月 13 日（水）14：15～15：30 「プロジェクト型課題解決研究（PBL）に関する FD 研

修会」 参加者 16名 
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 国際総合科学部において卒業研究に代わるものとして実施されているプロジェクト型課

題解決研究（PBL）については、新カリキュラム上での位置づけに関して変更はないものの、

その運営においてはこれまで様々な課題が指摘されてきた。それにはパートナーとのマッ

チングや関係づくり、教員の研究との関わり、学生への対応などがある。これらの問題につ

いて各教員のこれまでの経験や対応、考えなどを出し合い、今後の解決策の提案のもととな

る研修会となった。 

・11 月 24 日（水） 「入試関係の FD研修会」参加者 17 名 

 令和 3年度入学生の一般選抜（前期日程・後期日程）の入試データを統計的に分析すると

ともに、新学習指導要領で学習した受験生への入試の対応、18 歳人口減少や山口県からの

受験生増加に向けた対策、総合型選抜に関する課題について教員に情報提供を行った。また、

これらの課題に対する教員からの意見を集め、今後の入試改革の方向性を決めていくうえ

での第一歩となった。 

・12 月 8日（水） 「STEAM 教育と「山口と世界」に関する FD研修会」参加者 20 名 

 山口大学や国際総合科学部が考える STEAM 教育について情報共有をし、その学部での具

体化について意見交換をした。また、来年度の共通教育では「山口と世界」に STEAM 教育の

要素を入れることとなっているが、その考え方、具体的なやり方について授業例などを示す

とともにその課題について話し合い、来年度の実施に向けての準備を行った。 

第３節 教育改善に関する活動 

・DP及び CP 

 国際総合科学部では令和 4 年度の新入生から新しいカリキュラムのもとで教育を行う。

新カリキュラムのための DP は令和元年 10 月 16 日の拡大教授会で制定した。CPについては

新しいカリキュラムの具体化とともに、上記の FD や拡大教授会での議論を積み重ね、令和

3年 11 月 24 日の拡大教授会で決定した。 

・学生アンケート 

 特に国際総合科学部での学修の集大成であるプロジェクト型課題解決研究（PBL）に関し

て 4 年生に対して最終発表会の後にアンケートを実施した。学生からは PBL について問題

点や課題について様々な意見が出された。また、学生ではないが、PBL の連携先の企業、NPO

等の担当者との意見交換会を最終発表会の後で開催した。PBL における課題の確認と連携の

強化、個々のプロジェクトにおける情報共有や意見交換の場の拡大などを話し合った。これ

らの情報をもとに、令和 4年度から結成された PBL チームで改善策を議論していく。 
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第４節 ＦＤ実施経費報告書 

 令和 3年度の国際総合科学部の FD において経費を必要とするイベントを開催しなかった

ので報告する内容はない。 

第５節 来年度の課題 

 令和 4 年度の新入生から新カリキュラムのもとで教育が行われる。新しいカリキュラム

を実施してみて明らかになる問題点が今後出てくる可能性があり、それに対応するために

問題を把握し次第、FD 研修会を開催していきたい。また、令和 5 年度からは 2 年次の学生

も新カリキュラムとなるが、2年次にはグローバルイヤー（国際総合科学部では 2年後期か

ら 3 年前期の期間をグローバルな視野を広げ、課題解決能力につなげるための期間に設定

している）に向けた準備の授業があり、これに対しての FD研修会を行う必要がある。 

 プロジェクト型課題解決研究（PBL）については、これまで様々な議論がなされてきたが、

今年度からは PBL チームを立ち上げ、そこで課題を明確化し、FD 研修会を通して教員で情

報共有および議論を行い、さらに改善していく予定である。 

 入試については、高校の学習指導要領の改訂に伴って、令和 7年度入試に向けての変更を

今年度中に決めていかなければいけない。これについても入試委員会での議論を学部教員

と FD研修会を通して共有するとともに、意見を収集して確定していく予定である。 

 研究推進については、国際総合科学部は他学部と比較すると残念ながら外部資金の獲得

や学術論文の発表数において課題がある。研修推進委員会で議論するとともに、そこでの議

論を学部教員に FD研修会を通して共有し、改善を目指す。 

 業績評価については、令和 4年度から月給制の教員も含めた本格的な実施となる。業績評

価票については令和 3年度の評価の中で多くの課題が見つかったため、その課題を FD 研修

会などを通して学部教員で共有してまたその意見を反映した形で、実際の評価に間に合う

ように業績評価票の確定と実施を予定している。 

 令和3年度に開催されたFD研修会については出席率がFDの内容によって上下していた。

FD 研修会の必要性・有効性を教員にさらに理解してもらうとともに、開催の周知を徹底し

て、出席率を上げていきたい。 
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第13章 人文科学研究科のＦＤ活動 

第１節 授業公開 
人文科学研究科としての授業公開は行っていない。

第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会 
研修名：「コロナ禍の院生指導を考える」 

日時：令和4年 2 月 21 日

場所：人文学部大講義室

報告者：ＦＤ部会

参加者：17 名

内容：

 大学院の修士論文発表会に合わせて研修を開催した。ＦＤ部会（司会者）の問題提起に続いて、院

生の指導にたずさわった教員を中心に大学院生指導や授業運営について意見交換や日ごろの体験など

を共有した。今年度の修了生は一年次がオンライン授業中心となったため、授業運営（特に実習や現

地調査を伴う授業）に苦労したという声が複数あった。就職活動と研究との両立が問題だという意見

もあった。留学生については、国内に入国できない状態にあるというコロナ禍特有の問題があること

がわかった。逆に、国際学会・研究会に出席したりしやすくなったなどオンライン授業によるメリッ

トもあるという意見も見られた。今回は「コロンな禍の院生指導」という研修趣旨であったが、状況

の見通しが不透明ななか、個々の教員の事情や課題などを共有できたことは有益であった。

第３節 教育改善に関する活動 
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（１）学生アンケート

 受講学生数が少ないことから、人文科学研究科独自の様式による学生授業アンケートを実施してき

た。令和 3 年度もこれを踏襲し、9 人の大学院生から回答を受け取った。

 内容として、人文科学研究科の改組時に新しいカリキュラムとして設置した「人文科学総論」とい

う分野横断の教養授業について好評価が目立ったが、逆に、自分の専門外の教員による授業課題の難

易度が高い・負担が重いという意見もあった。学際的な授業運営の有益さと難しさを象徴していると

思われる。

 大学院の少人数教育を評価する声も複数見られた。また、設備面での要望が多数寄せられた。

（２）教員授業評価

 令和３年度の前期についてはシステム上のトラブルのためデータが記録されなかったが、後期につ

いては積極的に告知を行い86％の高い回答率が得られた。「Q.6学生は、授業の内容をよく理解できた

と思いますか？」「Q.7学生は、シラバスに記載された到達目標を達成したと思いますか？」について

は、いずれも「そう思う」「ややそう思う」は70％強であるが、「Q.8学生は、授業の内容に満足して

いると思いますか？」については「そう思う」「ややそう思う」が 50％弱であり、学生の授業満足度

について継続的に検討してゆく必要があると考えられる。ただし、人文科学研究科は在籍大学院生数

が少ない少人数研究科であるため、一般化は難しい面がある。 

第４節 ＦＤ実施経費報告書 

第５節 来年度の課題 
 本年度のFD研修会での収穫として、オンライン授業の長所と短所が明らかになった。特に実習等の

授業をどのように運営するかは、コロナ禍の状況次第で見通しがつかない困難な課題である。院生ア

ンケートからは、学際的授業の課題と利点が浮かび上がった。大学院生からの意見を聴取し、改善で

きる点は改善しつつ今後の授業運営に活かしてゆきたい。 
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第14章 教育学研究科のＦＤ活動 

第１節 授業公開 

 専門職学位過程（教職大学院）教職実践高度化専攻では、原則、すべての授業を公開しており参観

を認めている。教職大学院担当教員であれば、その授業担当者に断ってふだんから多数参観をしてい

る。また教職大学院担当教員以外の参観希望者には、３週間ほど前に授業担当者に参観希望を伝え、

許可を得たうえで参観してもらうようにしている。

第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会 

○教職実践高度化専攻学校経営コース 

 本教職大学院は令和５年度に認証評価を受審予定であり、今後、その準備が本格化する。そこで、

今年度の学校経営コースの FDは認証評価について学ぶとともに、それに対する備えを進めることで、

教職大学院担当教員、コース担当教員としての運営、学生指導の力量アップをはかることとした。

FD 研修会はコースとして２回実施した。教員には前回受審時には着任していなかった者もいるこ

とから、まずは認証評価の概要を学ぶことを第１回で行い、その後第２回では１０の評価基準の把握、

今後の方針の確認等を行った。以下、各 FDについてその概要を記すとともに、２回の FDを終えて、

それをどのように利活用しようとしているかを述べる。

 第１回 FD研修会

 日時：令和３年８月４日（水）:１６：３０～１７:００

 テーマ：認証評価の概要を把握する

講師：佐々木司（教職大学院、教授） 

参加者：５名（講師含む） 

研修内容 

およそ以下の内容を伝えるとともに、認証評価の仕組みや実際に関する質問に応じた。 

大学には７年ごとの機関別認証評価が義務づけられているが、さらに専門職大学院である教職

大学院には５年に１回、分野別の認証評価が義務づけられている。教職大学院の認証評価は、教

員養成評価機構によって行われており、次の３点がポイントとなる。 

 １）教職大学院の教育活動等の質保証 

教職大学院を定期的に評価し、教育活動等の状況が評価基準に適合するかを認定。 

２）教職大学院の教育活動の改善 

教職大学院の教育活動等について多面的な評価を実施し、評価結果を当該教職大学院にフィ

ードバック。評価を受けた教職大学院のさらなる発展のための動機付けとなることをめざす。 

３）教職大学院が広く国民から理解と支持が得られるための支援・促進 

教職大学院の「長所として特記すべき事項」の積極的な記述から、教育活動等の状況を明ら

かにする。 

認証評価受審は令和５年度であるが、令和５年５月現在の実態に基づいて自己評価書を作成
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（同年５月頃）する必要があり、実質的にはその前年である令和４年には相当な準備が必要で

ある。自己評価書には、根拠資料の添付が求められており、その資料数は各大学およそ150点

～200 点程度となっている。審査委員は６名でチームを編成し、自己評価書、根拠資料、前回

の評価結果、教職大学院設置時の資料、大学のホームページなどから情報を得たうえで、教職

大学院、学校実習先を現地訪問視察し、面談、参観等する。 

第２回 FD研修会

日時：令和３年１２月２２日（水） １０：２０～１１:５０

テーマ：認証評価の視点から教職大学院学校経営コースを見直す

講師：時乘順一郎（教職大学院、教授）

参加者：５名（講師含む） 

研修内容

ワーキングの報告を中心に、認証評価の概要および各評価基準１～１０の把握とともに今後

の方針・必要な備えの確認等を行った。 

以下は、特に強調された点である 

・来年度入学する院生がポイントとなる 

・準備は、令和４年度に向けた計画（本年度）からとなる 

・この認証評価を活用して組織の活性化や予算を取りに行くこともできる 

・教職大学院で行っている教育活動について組織的な研究がなされているか 

・あるものを出すだけでなく、２次的な資料作成の必要がある 

・専任と実務が協働して授業を行っているか 

・担当に実務が入っているか 

・コースを越えて実務家が関わっている証拠 

・ＡＢのある授業の意味・・・シラバスに示してあるか 

・来年２月～３月の本格的なシラバスづくりの前に、事前にチェックが必要のため、１月に 

は、いったんシラバスを作っておく（実態に即した） 

・特に、教職総合実践（学校実習）増にともなうシラバスの変更のシラバスは重 

事前指導、課題把握、計画、定期的な打ち合わせの会、事後指導 

訪問日数、成績のつけ方、節目で校長と面談すること等 

・ＷＥＢシラバスが本物。紙のシラバスは認められていない 

・地域や学校の課題を把握した上で研究テーマを設定しているのか 

・４月の校長との面談が大切 

○教職実践高度化専攻教育実践開発コース 

教職大学院は、高度で専門的な能力をもって学校や地域の教育諸課題の解決に取り組み、山口県教

育界において指導的役割を担い得る人材の育成を目的としている。なかでも教育実践開発コースには、

学校現場において即戦力として実践的な授業を立案し実行することができる人材の育成が求められる

ことから、コース教員は県や各市町における若手教員の現状や課題、育成の方向性や教育施策等を理

解していることが必要となる。

本研修会は、教職大学院等が所属する教職員が、若手教員の授業力向上に向けた取組等を学ぶこと

をとおして、大学教職員としての資質能力を高めることを目的とする。
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 第１回 FD研修会

 日時：令和３年１０月６日（水）:１６：００～１６:４５

 テーマ：本学の教育実践開発コースの取組と特色を洗い出す 

講師：足立直之（教職大学院、准教授） 

参加者：１２名（講師も含む）  ※ 不参加者には資料を配付

研修内容 

１）協議前に報告、資料の説明 

 ・先日のコース会議で来年度の発表で院生を同行させてはどうか、卒業した（する）院生の

状況を報告してもよいのではないか、といった意見をいただいている。

・本年度の発表会への出席について、２名分の旅費を確保したが、情報によると本年度の愛

媛大会がオンライン開催となった。

・和泉コース長からこれまでの発表の具体として、資料を用いて説明いただいた。

２）協議の進め方について

・小グループで協議し、発表題目のためのキーワードを選定する予定だったが、参加人数が

少ないことから、全体での協議となった。

３）協議の内容

・本学のシステム、県教委や市教委との連携、週２日の学校実習、理論と実践の往還等につ

いて説明してはどうか

・発表の主旨を明確にしたい ⇒ これまでの研究成果発表なのか本学の特色発表なのか

・（優れた）個人の取組発表にするか、大学院全体の発表にするか

・最近注目されている「Society5.0」や「SDGｓ」に関わるような内容でもよいのではない

か

・1 時間の発表時間の全体構成をどうするのか

第 2 回FD 研修会

 日時：令和３年１２月２２日（水）:１４：３０～１５:３０ 

 テーマ：認証評価について 

（当初の予定では２回目を２／２に実施予定であったが、認証評価についての研修会も組

み入れたことから、この日に変更した。 

講師：足立直之（教職大学院、准教授） 

参加者：１４名（講師も含む）  ※ 不参加者には資料を配付

研修内容 

認証評価についての概要を把握し、本コースの取組についての評価項目を確認する 

全国教職大学院協会研究大会の復伝により、他大学の取組等を参考にする 

１）山形大学（参加者：開始時点４６名） 

題目：地域の学校と連携して展開される授業及び教職専門実習における特徴的な取組 

２）茨城大学（参加者：開始時点６２名） 

題目：実践において追及するテーマの探索と明確化を目的とした「課題発見実習」の取組 

児童生徒支援コース（２１） 

３）宇都宮大学（参加者：開始時点４３名） 

  題目：地域学校との連携の中での学びを目的とした実習の取組 

４）宮崎大学 
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  題目：学部教職実践基礎コースを中心とした大学院との接続の特質と学部との接続を視点 

とした教職大学院のカリキュラム改善 

○教職実践高度化専攻特別支援教育コース 

第１回 FD研修会

 日時：令和３年１１月２２日（月）１４:３０～ １５:１０ 

テーマ：「支援継続的評価」について 

講師：藤上真弓（教職大学院、准教授）  

参加者：特別支援教育コース 約５名 

 研修内容 

支援継続的評価 主にストレートマスター修了後について 

１）「支援継続的評価」の目的 

修了生の着任校に担当教員が出向いて、本人や学校長への聞き取りをする。 

教職大学院における学修とつなげて、実践において発揮あれている資質・能力や現在の課

題を把握する。 

→ このことを教職大学院の教育課程の編成や運営体制等の改善に利活用する。 

２）「支援継続的評価」の流れ 

実施時期 ７月～９月末まで

・事 前 ：第一指導教員が元データを修了生に送る

修了生は自己点検を行う

学校訪問による聞き取りまでに第一指導教員にデータを送付しておく。

・学校訪問：聞き取りは校長と修了生に別々に行うのがよい。

インタビューの内容例

教育活動、学校業務等について働きぶり

長所、課題、今後への期待など

教職大学院でつけて欲しい資質・能力  など

※「山口県教員育成指標」などを参考にするとよい。

出身県等が異なるため、それぞれの教育委員会が作成している同様のも

のを参考にする。

☆遠方、コロナ禍など訪問が難しい場合はアンケートを実施

・事 後 ：【担当教員による支援継続的評価】を打ち込む

コースでとりまとめ教員に送付し、バインダーに綴じる。

コース長から専攻長に提出

→ 内部評価・外部評価等に活用

３）今後の課題

・データを渡す時期

・旅費等第一指導教員への負担

・データの活用 授業内容の改善など

・支援継続的評価は１年目のみでよいか。

第３節 教育改善に関する活動 
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 教育学研究科の改組にともない、カリキュラムマップを作成している。

第４節 学生授業評価・教員授業自己評価 

 表 1 は過去 6 年間の専門職学位過程の学生授業評価・教員授業自己評価の実施率である。  

2018 年度を境に低下していた授業評価の実施率は、学生・教員ともに上向いていた。ただし、2021

年度の学生授業評価実施率は、新型コロナウイルス感染対策が影響したのか、若干低下した。上向い

ているとはいえ、教員の授業評価率はまだ6割に満たない状態にある。 

また、表2は学生の授業時間外の学習時間を示している。2021年度は、2020年度と比較して、1時

間程度および 2 時間程度の学習時間を確保した学生数が若干減り、3 時間を超えて学習時間を確保し

た学生数が増加している。 

第５節 ＦＤ実施経費報告書 
FD活動の経費は使わなかった。

第６節 来年度の課題 
 教育学研究科は、これまでの教職実践高度化専攻（学校経営コース、教育実践開発コース）、学校教

育専攻、教科教育専攻教科教育専修からなる研究組織から、教職実践高度化専攻、学校臨床心理学専

攻臨床心理学専修の研究組織に改組した。この変革をふまえたFD研修会を開催しおり、その成果を今

後注視していく必要がある。 

 教員自己授業評価の入力率はやや上向いてきているが、引き続き授業評価の意義を説明し、入力率

を向上させる組織的な取り組みが必要とされる。 
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第15章 経済学研究科のＦＤ活動 

第１節 授業公開 
経済学研究科として授業公開は実施していない。

第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会 

教員向け英語研修

 経済学研究科の公共管理コースでは、全ての講義を英語で実施している。担当教員を中心に英語能

力を高め、留学生向けの英語授業や留学生とのディスカッションをより円滑にするために同研修を以

下の通り行った。

第１回研修会

日時：2021年 9月 17日（金）10時から 12時
場所：経済学研究科・東アジア研究科棟 307号室
講師：尊田 望

参加者：３人

第２回研修会

日時：2021年 9月 22日（水）10時から 12時
場所：ZOOMによるオンライン開催
講師：尊田 望

参加者：４人

第３回研修会

日時：2021年 9月 28日（火）10時から 12時
場所：ZOOMによるオンライン開催
講師：尊田 望

参加者：４人

第４回研修会                   

日時：2022年 2月 14日（月）10時から 12時
場所：ZOOMによるオンライン開催
講師：尊田 望

参加者：３人

第５回研修会

日時：2022年 3月 14日（月）10時から 12時
場所：ZOOMによるオンライン開催
講師：尊田 望

参加者：３人
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第６回研修会

日時：2022年 3月 25日（金）15時から 16時
場所：ZOOMによるオンライン開催
講師：尊田 望

参加者：３人

第３節 教育改善に関する活動 
社会人学生に対する授業の提供方法について研究科長を中心とした研究科運営委員会で議論を行

った。また、社会人学生に対して授業を提供している一部の教員に対して、対処方法について聞き取

り調査を行った。

第４節 ＦＤ実施経費報告書 

第５節 来年度の課題 
引き続き、公共管理コースの担当教員を中心に英語研修を行っていく必要がある。また、これまで

の英語研修は、ライティングを中心としているが、ヒアリングやスピーキングの部分についてもＦＤ

研修があると望ましいかもしれない。 

社会人学生に対する対応も継続的な課題である。個別的判断ではなく、制度的な対応を整備してい

く必要がある。 
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第 16章 医学系研究科のＦＤ活動 

平成 21年度より、医学部と医学系研究科において「学部と研究科の FD企画をできるだ
け相乗りの形で実施する」という方針が定められた。この方針に基づき、医学系研究科所属

教員は、それぞれが関連深い（実際に兼担で教育を担当している）各学部（あるいはその上

部の研究科）の FD 活動に参加する形で FD 活動を行った。具体的には医学部の学部教育
を兼担している教員は医学部（第８章）の FD 活動に、理学部・工学部・農学部の学部教育
を兼担している教員は理学部（第７章）・工学部（第９章）・農学部（第 10章）ないしは創
成科学研究科（第 17章）の FD 活動に参加した。具体的活動内容に関しては、それぞれの
該当の章を参照されたい。
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第17章 創成科学研究科のＦＤ活動 

理学系 

第１節 授業公開 

1.1 基盤科学系専攻物理学コースのピア・レビュー 

実施科目「専門英語特別演習」（前期） 

１）概要

①日時：令和 3年 5月 31日（月）16:10 17:40 
 場所：理学部第 21講義室
②対象学生：物理学コースM1（10名）
③授業概要：クォーター全 8回の最後の 2回の授業として、本日と 6月 7日に各５名ずつ英語によ
る研究発表を行った。発表 10分＋質問 4分である。この研究発表は、一昨年度まではセミナー
室でのポスター発表であったが、感染防止のため昨年度は Zoomで、本年度はスライドによる口
頭発表となった。第 6回までの授業では、英語プレゼンテーションの講義と練習、及び研究発表
の準備を行った。研究発表の準備と練習は、各指導教員の指導のもと各研究室でも行った。学生

には、発表だけでなく質疑応答にも積極的に参加するように指導した。成績評価は、発表者 10
点（発表 7点＋質疑応答 3点）、質問者 10点として、参加教員それぞれが採点し、集計した。

④授業の一般目標：英語で自分の研究内容を紹介し、他の人と英語で議論ができる。

⑤担当教員：元木業人（代表）

 レビュアー：野崎浩二，堀川裕加，新沼浩太郎，齊藤遼，坂井伸之

２）レビュー結果

レビュアーから以下のコメントを頂いた。

レビュアーA 
・ 英語のプレゼンテーションのやり方や発表の組み立て全般の部分は、すべての学生に明確に

提示されていたようであり、それが学生に伝わっているようでした。

・ 学生の英会話能力にはどうしても差があり、それについては授業内ではどうにもならないこ

とはやむなしと思います。

・ A4で 1枚程度のアブストラクトを準備させるとよいかもしれません。（指導教員の手間が増
えるが、学会発表の練習になる。）

・ 担当教員が学生がリラックスできるような雰囲気を作っているのはよいと思いました。

・ せっかくですから、なるべく多くの教員が参加できるようにするとよいですね。

レビュアーB 
・ とてもよく教育されており、英語でのプレゼンのできが素晴らしかった。

・ 講師の質疑応答での助言が的確で、よりよいやりとりへ繋がっていた。

レビュアーC 
・ ほぼ全員が英語による初めての発表と思われるが、発表・議論が十分成り立っていたので、

授業の目的が達成されたと言える。

ポスター発表にも利点はあるが、スライドによる口頭発表の方が発表者も他の発表を聞けて、教
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員の助言を共有できるので、授業には適していると思う。

1.2 基盤科学系専攻情報科学コースのピア・レビュー 

実施科目「情報科学ゼミナールI、II」

１）概要

① 日時：令和 3 年 12 月 15 日(水) 12:40  14:20 
② 対象学生： M1, M2 
③ 授業概要：情報科学ゼミナール I, II の履修者が、各自の研究課題に関してポスター発表を行い、
また同時に他の学生の研究発表を聞き相互に評価し合う。研究発表能力の向上、および聞き手とし

て友人の研究に建設的・批判的にかかわる態度の養成を目指した。

④ 授業の到達目標：

・各自の研究テーマを分かりやすく発表する。

・同級生の研究発表を聞き、批判的・建設的に討論を行う。

⑤ 授業担当者： 情報科学分野教員

⑥ レビューの方法：授業に出席の後、授業改善点等について議論する。

２）レビュー結果

① 授業内容

・学生を 3，4名の 4グループに分け、ポスター発表を行った。聞き手も偏りが無いように教員側が
指定し、各ポスターの聞き手が最低 2名以上になるようにした。参加教員も聞き手として参加して、
必要に応じて質疑応答に参加した。

・総発表件数と発表スケジュールは以下の通りである。

第１グループ： １２：４０－１３：０５ （ポスター発表 ３件） 

第２グループ： １３：０５－１３：３０ （ポスター発表 ３件） 

第３グループ： １３：３０－１３：５５ （ポスター発表 ３件） 

第４グループ： １３：５５－１４：２０ （ポスター発表 ４件） 

② 授業の進め方

・各レビュアーはそれぞれ発表に対して採点を行い、その結果は授業の成績の参考に使う。

・採点では、「発表には研究の概要が簡潔、かつ分かりやすくまとめられていたか？」、「説明（話し

方）はわかりやすかったか？」、「発表者は研究内容を十分に理解して研究を行っていると思われる

か？」の各項目に対して 5 段階評価を行った。さらに、発表の改善点、発表を聞いたコメントを発
表者にフィードバックした。

③ その他、参加者からのコメント

・昨年度は、コロナの影響でオンラインでの開催であったが、今年は各ポスターの間隔を空け、ま

た参加人数も多くならないように履修者と教員のみとし、全員マスク着用で感染対策を十分行い対

面形式で開催した。

・教員が特に質疑応答に参加しなくても学生間で自由な意見交換が積極的に行われている。情報科

学ゼミナール I,IIを通してM1とM2が参加し、より良い議論の場となっていると思われる。
・発表時間が２５分間と若干短めであることから、同じグループでの他の発表内容が聞けない等の

問題、参加者を授業履修と教員のみに制限したため学部生が参加できない問題等があるが、しばら
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くはコロナウイルスの感染状況に応じて、発表形式を考えて行きたい。

1.2 地球圏生命物質科学系専攻生物学コースのピア・レビュー 

実施科目「地球科学ゼミナールI及び II」 

１）概要

①日時：令和3年 10月 27日（水） 16:00～17:30 理学部２２番教室 

②対象学生：創成科学研究科地球圏生命物質科学系専攻地球科学コース1・２年生(31 名)（2単位） 

③授業の概要 

 「地球科学ゼミナールI及び II」は通年で実施される修士論文に関する研究活動を発表する科目

である。各発表者は、持ち時間30分程度でパワーポイントスライドを液晶プロジェクターに投影、

発表し、発表後の質疑応答時間で、各教員や学生から質問やコメントに対して返答する。司会進行

は、２年生が担当しており、発表及び質疑応答の時間配分などを仕切る。 

④授業担当教員：川村喜一郎 

 レビュアー：阿部、岩谷、太田、大和田、坂口、永嶌、 

⑤レビューの方法：講義後に行う学生授業アンケート（無記名）とレビュアーによるコメント（授

業観察カード記載）、授業研究会の開催 

２）レビュー結果 

① 授業技術に関して（声の大きさ，話の速度，野外教材・案内資料の利用） 

 発表者一人一人によって、個人差があり、うまくできる学生とそうでない学生とがいる。 

② 授業内容・授業構成に関して（難易度・過不足など） 

 今年から座長を１、２年生に任せているが、概ね問題なく進行している。声はマイクで対応して

いるので聞こえやすいが、ポインター使用の向上を求める意見があった。 

③ 授業の目標、達成度、理解度、満足度、内容に関して 

 概ね問題ないようである。 

④ 学習活動、学生の参加度に関して（学生の質問など） 

 座長を大学院生にしたとしても、学生からの質問が少ない、という意見が目立った。議論に発展

しないことが問題であるとの意見もあった。 

⑤ 野外教育における注意点（講義との関係，安全教育など）

 大学院生の授業科目ということもあり、特に目立った意見はなかった。 

⑥ 学生の授業アンケートについて 

 「自分自身が考えるこの授業の学習達成度」は、多くの学生が 70%以上であった。また、「この実

習の内容に興味をもてましたか」は、多くの学生が「もてた」、「非常にもてた」と答えた。話し方

や教え方に関しては概ね良い回答であった。自由回答では、他分野の話が聞ける点が良い、といっ

た意見がある一方で、大学院生の学習意欲に関して、早く終わらせ欲しいなど、疑問を感じる意見

もあった。 

３）授業研究会 

 日時：令和３年１２月１５日（水）８:４０ ～９:１０ 

 出席者： 阿部、岩谷、太田、川村、斎藤、志村、辻、永嶌 

研究会概要： 

 学生アンケートと授業観察者によるコメント（授業観察カード）をもとに授業研究会を開催し、意
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見交換を行った。授業内容については、今年の取り組みとして、大学院生の司会進行が一定の成果を

上げたことに対して評価がなされた一方で、発表会における会場の設定や全体の発表の流れ、個別の

プレゼンテーション手法、学生の参加度の向上について、今後も継続的に改善の努力が必要であると

の意見が出されるなど、多くの指摘と議論があり、次年度につながる有意義な場となった。また、毎

回、出席と同時に、守秘義務に関する誓約としてサインしてもらうことを実施しているが、自由な議

論において継続することが重要という確認もされた。 

第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会 
今年度は、創成科学研究科（理学系）として単独ではFD 研修会を実施していない。理学系教員は、

理学部で開催された以下の FD 研修会に参加した。詳細は理学部第２節のFD 活動を参照されたい。

第３節 教育改善に関する活動 
2021 年度に創成科学研究科（理学系）で開設している専門科目 133 科目のうち、学生授業対象科

目は 59 科目である。特別研究やセミナーのような科目や、履修者が極端に少ない科目などは授業評

価科目の対象外とし、修学支援システムを通じて、授業終了後などに学生授業評価アンケートを取っ

ている。評価結果は各教員が修学支援システムを通じて閲覧し、次年度の授業改善などに利用してい

る。

分野 全科目数
評価対象
科目数

評価対象外
科目数

数理 27 16 11
物理 18 7 11
情報 19 6 13
生物 19 7 12
化学 21 10 11
地球 29 13 16

合計 133 59 74

理学系の学生授業評価対象科目数

なお創成科学研究科（理学系）では、この FD 報告書に毎年度「学生授業評価」について、経年変

化のグラフなどを独自に作成し、その検討内容を詳しく報告してきた。これまでは、当該年度の FD
コーディネーターが IYOCAN のシステムからデータを取得して、そのデータをエクセル等で解析し

ていた。しかし、IYOCAN は 2020 年度末で運用が終了した。授業評価のデータは、修学支援システ

ムのアンケート項目内に移行・吸収された。修学支援システムからは、各教員が自分の授業評価をみ

ることができる。しかし理学系全体や、分野ごとなど全体のデータの閲覧やデータのダウンロードが

困難になった。このため、残念ながら 2021 年度の解析をすることができなかった。長年、経年変化

グラフ等をこの報告書に掲載してきたが、今回からその図の掲載をやめることにした。

第４節 ＦＤ実施経費報告書 
今年度は、創成科学研究科（理学系）・理学部ともに、FD 実施経費を使用していない。
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第５節 来年度の課題 
創成科学研究科（理学系）の教員は理学部の教員でもあるため，理学部の報告書の内容を参照され

たい。 
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農学系 

第１節 授業公開 
 創成科学研究科（農学系学域）の各教員が、全ての教員と大学院生に対して研究紹介を行い、意見交換によ

り、各教育研究分野の活性化と分野間の総合理解の促進を図った。 

（1）CDU施肥にともなう土壌微生物群の動態解析：植物病害抑止を指標として 

日時：令和3年4月27日（火）17:00  横山 和平 教授 

（2）バイオフィルムの制御について 

日時：令和3年5月28日（金）17:00  阿座上 弘行 教授 

（3）微生物による共生的プロピオン酸酸化でのギ酸と水素 

日時：令和3年7月2日（金）16:30  高坂 智之 准教授 

（4）大腸菌とコリネ菌の代謝工学に関する研究 

日時：令和3年11月 5日（金）16:30  片岡 尚也 助教 

（5）エッセンシャルオイル（精油）の調製ならびに保存において、香りはなぜ変化する？ 

日時：令和3年12月2日（木）16:30  赤壁 善彦 教授 

（6）マラリア原虫の共生と寄生に関する進化的考察と薬剤耐性メカニズムについて 

日時：令和3年12月 24日（金）16:30  木股 洋子 准教授 

（7）山口大学教員免許状更新講習 

「学校給食で山口県産小麦のパンが食べられるのはすごいことなんです」(オンデマンド配信)  

１）紙芝居「山口県産小麦”せときらら”をみんなで応援してね」 

２）小麦・パンの地産地消が難しいのはなぜか？ 

３）西日本初の本格的パン用小麦品種「せときらら」の魅力とは？ 

４）山口県と世界の小麦栽培技術 

５）日本の小麦栽培で補助金が必要なのはなぜ？ 

６）なぜ地産地消することが必要なのか？ 

７）地産地消によって期待されること、その成功例とは 

８）私たちの暮らしに欠かせない麦の世界 

日時：令和3年8月19日（木）高橋 肇 教授、荒木 英樹 教授、種市 豊 准教授 

第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会

 創成科学研究科（農学系学域）では、農学部FD研修会と一緒に、各種FD研修会を以下の内容で開

催した。 

1．令和3年度 アラカルトFD研修会「学生相談の現状と現在の大学生・大学院生の抱えやすい課題

やその支援」（農学部FD研修会） 

開催日時：2021 年 10 月 20 日（水）［吉田地区］13:30～14:10 
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場所：農学部大会議室

講師：春日 由美（学生相談所長・山口大学教育学部・准教授）

参加者：24 名

2. 令和3年度 教育改善FD研修会「内容：「認証評価から考える内部質保証と教学マネジメント」 

開催日時：2022年２月９日（水）13:30～14:30（オンライン） 

講師 土屋 俊（大学改革支援・学位授与機構 研究開発部長・教授 ） 

第３節 教育改善に関する活動
 創成科学研究科（農学系学域）では、人類の生存に必要な食料をはじめとして、生物機能の開発・

応用に関する技術を発展させつつ、各種資源と自然環境との保全・再生との調和を図り、豊かな人間

性を醸成する分野と言える。このような広範囲な科学と技術を深化させるために、広範な基礎学力に

基づいて高度な専門知識と能力を備えた、豊かな人間性のある科学者、技術者を養成することを目的

とした活動を行っている。 

 令和３年度においても前年度に引き続き、留学生特別プログラム用の専門科目の見直しやシラバス

の検討を行った。また、生命科学コースの生物機能化学総合演習IおよびIIに関して、その学びのあ

り方や積極的な履修推進についての話し合いを続けている。創成科学研究科の学域をまたいだユニー

クな教育プログラムであるCPOT（Center for Graduate Skill Training）プラグラムを積極的に推し

進め、選択する大学院生を増やす努力を行っている。 

第４節 FD実施経費報告書
 本年度は大学院教育に関するFD実施経費の申請はなかった。 

第５節 来年度の課題
 研究科教育は学部教育と大きく異なり、研究科間でもカリキュラムや教育方針が同一ではない。今

後のFD活動においては研究科独自の取り組みが必要であると考えられる。 
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第18章 東アジア研究科のＦＤ活動 

第１節 授業公開 

博士後期課程のみという性質上、東アジア研究科は基本的に講義形式での授業を重視していない。

当研究科設置目的のとおり、「問題解決のための高度な専門知識を発揮しうる人材の養成、指導的高度

専門職業人の養成」を目指す本研究科では、ディプロマ・ポリシーに示すとおり「独自に問題を立て、

研究を遂行して成果を生み出すことができる自立的研究能力」を養成することを主眼としている。こ

のため、学識を授けるという意味合いの強い講義形式での授業よりも、各院生に対する個別研究指導

が主な形式となっている。

とはいえ、授業公開に類する内容として、以下の取り組みを行っている。

（１）集団指導の場としての「基盤演習」「プロジェクト演習」

上記の特性を持つ当研究科は、カリキュラム・ポリシーに従って、1 年次に「基盤演習」を、2 年

次に「プロジェクト演習」を課している。これらの演習授業はコース別に実施され、学生の研究報告

に対して複数の教員がコメント・意見を述べる集団指導体制を取っている。

この集団指導体制は、お互いの指導を確認し合うピア・レビューの性格も持ち合わせており、間接

的な授業公開となっている。事実、この形式の演習においてなされる各教員からのコメントが院生に

とって有意義なことは言うまでもないが、加えてこのようなコメントは指導教員にとっても貴重な示

唆を与えるものであり、自らの研究指導へのヒントや改善の契機となっている。こうした意味で、こ

れらの集団演習科目は、間接的なピア・レビューの効果を持ち、当研究科の研究指導能力にとって重

要な位置を占めている。

（２）個別研究指導の場としての「特別研究」

当研究科の主たる教育活動は、当該院生に対する個別の研究指導である。「特別研究」がこれに相

当するが、基本的にこの内容は各院生の研究テーマや研究の到達状況次第であり、これを公開し、ピ

ア・レビューの対象とすることは難しい。

しかしながら、これまで研究科の研究指導を担ってきた中心となるべき経験豊富な教員の退職が続

く今後を見据えるならば、当研究科が引き続き博士課程の教育を維持・拡充させ、さらに研究教育能

力を高めていくために、この「特別研究」に内在する研究指導のノウハウを研究科全体としてどのよ

うに蓄積し、次世代の教員（特に、現在の若手教員）に引き継いでいくかは、当研究科の抱える重要

な課題である。

 この課題に応えるために、当研究科においては、以下に述べるとおり、コース別の研究指導 FD を

研究科主催の FD研修会として、継続的に実施している。

第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会 

前節（２）の観点から、令和３年度にも、下記の通りに研究指導 FD を実施した。これは、学位審

査への最終的な関門である「準備論文報告会」開催後に、当該「報告会」で報告した学生の指導教員
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を中心として、研究指導に関する問題点や工夫、配慮内容について報告し合い、情報交換することに

よって、個々の教員の研究指導能力を強化することはもちろん、全体としてノウハウを継承していく

ことを目的とするものである。

（１）研究指導 FDの実施状況

令和 3 年度には、コース別に以下のように実施した。

実施日 コース名
「準備論文報告会」

報告学生数

「研究指導 FD」

参加教員数

R3.11.10 アジア教育開発コース 3 10 
R3.11.19 アジア経済・経営・法律コース、アジア公共

管理コース

2 10 

 （２）研究指導 FD での意見交換の内容から

 研究指導 FD における意見交換において様々な問題が提起されたが、その内容を総合すれば、以下

のような論点に分けられる。

1) 研究テーマ、分析概念、方法論等に関するもの

研究テーマや対象の絞り方（職業キャリアや高度職業人としての今後と研究テーマの設

定を関連づける）

先行研究収集の問題（オリジナリティ発見の基礎、行政レポートとの違い）

新たな学術的意義の発見や論文のフレームワークの設定に関する問題

理論的検討の重要性を再確認すること（実証研究に向きすぎている学生も）

研究の背景知識としての制度論や哲学の習得も並行して必要

2) 学生とのコミュニケーション上の問題に関するもの

日本語理解の問題（意見交換から吸収できる内容に限界）

専門的内容の報告方法について（共同演習を中心として集団指導を基本とするため、専

門分野を異にする教員も存在し、より一般向けの噛み砕いた説明も必要）

3) 指導時間や指導方法に関するもの

このポイントについては、特に博士課程の学生指導の経験に関わるものであり、経験豊富な教

員の意見は、若手教員にとって大変に参考となる。当研究科としては、こうした指導上のポイン

トを蓄積し、継承していくべきであろう。

専門分野のミスマッチとこれの補い方について

学生の専門分野転換（修士課程とは異なるテーマへ）に伴う基礎的ディシプリンの教授、

調査方法、統計に関する基礎知識、既存研究のレビュー方法などの指導が必要

修士課程での指導との連動と協力体制の構築

4) その他

コロナ禍でフィールドワークの実施が困難になっている（海外が研究対象の場合に、現

地での一次資料調査が行えないことの研究上の不利

社会人学生への海外フィールドワークの実施への支援（家庭と仕事の存在）
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第３節 教育改善に関する活動 

※例えば、学科・コース内でのディプロマポリシー・カリキュラムポリシー・カリキュラムマップ・

カリキュラムフローチャート作成の取り組み状況、学生授業評価・教員自己評価，優秀教員表彰、

教育改善論文集の刊行、テキスト・教材開発、学生への各種アンケートなどについて記載してくだ

さい。

第１節にも述べたように、東アジア研究科は個別研究指導に加えて、基盤演習・プロジェクト演

習（これらを合わせて、以下では共同演習と呼ぶ）を用いた集団指導体制を備えている点にその特

徴がある。この集団指導体制のもとでの指導を改善し、さらに充実させることを目的にして、2021
年 12 月より「共同演習に関するワーキンググループ（以下、WG）」を社会動態講座内に設置し、

今後の指導運営体制に関する協議・検討を行った。この WG での議論を踏まえて、将来的には他の

講座でも集団指導体制のあり方に関する議論を進めていく予定である。

これまでの WG を中心とした社会動態講座内での議論において、現在の共同演習が抱える問題点

がいくつか明らかになった。主なものを挙げておけば、以下のとおりである。

1. 英語話者と日本語話者の混在する環境で、意思疎通・コミュニケーションが不十分にな

る

2. 一回あたりの報告者数が多く、時間的制約から十分な議論が行えない場合がある

3. 報告院生から事前の資料提供がなされない場合がある

4. 報告内容について、前回との相違や進捗・改善状況が明確でない場合がある

5. 自らの専門外の報告に対して、教員がどのようにコメントし、学生の報告に貢献するか

また、派生的に関連する共同演習以外での問題として、以下の点も提示された。

6. 退職者からの引き継ぎの問題（これは指導ノウハウの継承という問題とも関わる）

7. 自らの専門分野のみに特化しすぎ、専門分野に関連する周辺分野を含めた知識の取得

これらの問題を一度に解決することは困難であるが、これまでの議論の結果、以下の対策が社会

動態講座内において合意されている。

共同演習オリエンテーション（ガイダンス）の実施：オリエンテーションを通じて、共

同演習でのルールを周知し、再度確認する。

基盤演習・プロジェクト演習の目標については学生便覧に記されているところではある

が、これをさらに詳細にする（上記オリエンテーションにおいて周知）。具体的には、

基盤演習では博士論文作成に向けてのテーマ、編別構成設定、博士論文作成に必要な基

本的な学術作法の修得を、プロジェクト演習では、これを土台として博士論文作成に向

けた完成度の高い編別構成（内容）の作成を目的とする。

退職者を 1 年間に限り非常勤として採用できないか、また対外的 PR や入試選抜の改善

が可能か、検討課題とする

 これらについて、令和 4 年度の社会動態講座共同演習において具体的に改善策を実施し、その

結果を見つつ、さらに必要な検討・改善を行なっていく予定である。

第４節 ＦＤ実施経費報告書 

「各学部・研究科FD 実施経費実績報告票」（Excel ファイル）の通り、各研究指導 FDでの報告資
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料作成のための経費として執行した。

第５節 来年度の課題 

※来年度の課題を具体的に記載してください。 

 上記、３節で述べた通り、共同演習に関する指導改善は令和4年度より実施しており、この結果を

見つつ、更なる改善が可能かどうかを検討していく。なお、これまで例年おこなってきた各講座での

研究指導FD（第２節参照）とこの共同演習に関する検討とが相互に関連しながら、東アジア研究科で

のFD活動を推進していくことができれば、研究科のFD活動のあり方自体にも新たな方向が見出せよ

う。 
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第19章 大学院技術経営研究科のＦＤ活動 

第１節 授業公開 

技術経営研究科は社会人大学院生を対象とした大学院であるので、平日は勤務しながら大学院課程を

修学できるように授業を週末の二日間に開講している。日本人社会人を対象とした日本語による大学

院講義は、広島教室および福岡教室の 2 教室体制で授業を行っている。また、留学生を対象にした英

語による講義は、常盤キャンパス（宇部教室）において平日のカリキュラムにより授業を実施してい

る。これらの講義は、全教員が担当している。本研究科の授業の基本方針として、宇部教室（常盤地

区）、福岡教室ならびに広島教室のすべての教室において、全カリキュラムを対面式授業で行うことを

基本としている。

令和３年度に実施したピュアレビューの評価項目を付記する。

◆ 優れていると感じた点について

【説明】

・ 声がはっきりとして聞き取りやすいですか。

・ 丁寧に講義内容を説明していますか。

・ 学生の職務内容を念頭に置いた説明をしていますか。

・ 学生が各自の業種に応じて演習課題を展開できるように意図されていますか。

・ 専門分野が違う受講者にも理解し易いように説明が工夫されていますか。

・ パワーポイントの使い方は適切ですか（文字の大きさ、スライドの送り方など）。

・ 動画を使った説明など、学生の興味を引き出す工夫がされていますか。

・ 学生が授業内容を理解するペースを考慮して、説明のテンポを調整していますか。

【資料】

・ パワーポイント スライドのフォントサイズは適切ですか。

・ パワーポイント スライド 1 枚当たりの時間を十分に設定しますか。

・ 講義説明を書き込むのに必要な時間が十分確保されていますか。

・ 講義で専用ソフトウェアを利用する際には、操作マニュアルが用意されていますか。

・ ニュース・報道・Web 情報を引用している場合、引用元を明記していますか。

【教授法】

・ スクール形式による説明と、グループ学習や討議などの実践形式による学習がバランス良く

取り入れていますか。

・ 事前課題を用意していますか。

・ 授業の進め方や教材について、創意工夫を取り入れていますか。

・ 学生のモチベーションを引き出すような工夫をしていますか。

・ 講義の進行に応じて、グループワークやグループ討議が適切に行われていますか。

・ 学生から発言を引き出すように授業をリードしていますか。

・ 特定の学生の発言回数が増えないように、注意していますか。
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◆ 授業を参観し、参考になる感じた点について

【事例】

・ Webexなどのオンライン講義の中で、ブレイクアウトセッションを利用したグループ討議や
ディベートの進め方が参考になった。

・ 調査に時間を要する内容について、課題レポートとして割り当てる。

・ 教材の作成方法

・ パワーポイント教材に図表や写真などを配置し、テキストだけ教材と比較してビジュアル的

にアピールする。

・ 参考資料を活用する。

・ ビデオ教材やドキュメンタリー映像などの動画を用いる。

第２節 学部・研究科主催ＦＤ研修会 

令和３年度 FDセミナー
山口大学大学院技術経営研究科

日 時 令和４年３月８日（火）１３時３０分～

聴講方法オンライン（Webex）
講 師 竹村 尚大 (たけむら なおひろ) 

SAS Institute Japan 株式会社 アカデミア推進室
講演タイトル アナリティクス（予測モデリング）の社会活用を理解するための

教育用シミュレーション・ゲーム「Cortex」
対象 大学院技術経営研究科 教員および関係者

参加者数  15名
概要

SASとカナダのビジネス・スクールであるHEC Montrealは、オンライン・シミュレーシ
ョン・ゲームである Cortex を発表しました。このゲームは、アナリティクスと予測型モデリング・
スキルの学習に役立ちます。教育者は、架空の慈善団体の資金集めを最もよくサポートするモデルの

作成を学生たちに競わせることを通じて、現実的な体験を教室内で提供できます。このゲームでは、

NPOに関する情報、潜在的な資金供与者のデータセット、SAS のデータ・マイニング・ツールへの
アクセスが学生に提供されます。モデルの品質と結果に応じて、学生たちはリーダーボードで順位付

けされます。

本講演では、業務をゲーム化して企業や組織でのアナリティクス活用を体験しながら理解す

るアプローチを紹介します。SAS と HEC モントリオールが共同で開発した教育用シミュレーショ
ン・ゲーム「Cortex」では、NPO における寄付金集めを効率化する目的のために、回帰モデルを未
知のデータに当てはめて目的変数を推測する「予測モデル」を利用します。そして、学問的な学びを

社会応用することに関して、ゲーム化がどのように理解を促進させるかについて紹介します。
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第３節 教育改善に関する活動 

令和４年度のカリキュラム・授業の改善に向けて、教員懇談会を実施し、情報共有並びに議論をおこ

なった。

教員懇談会

令和 3 年 9 月 7 日（火） 午後 3 時

令和 3 年 12 月 7 日（火） 午後 3 時

令和 4 年 3 月 8 日（火） 午後 3 時

第４節 ＦＤ実施経費報告書 

第５節 来年度の課題

背景 

情報通信技術(ICT)の高度化に伴い，社会経済が大きく変化している。この状況の下，新たな知識・ス

キル・思考力を獲得するため，社会人が大学で学び直す必要性が増している。また，グローバル化の

進展により，海外大学と共同で国際的に活躍する人材を育成する必要性が生じている。これらは本学

が「明日の山口大学ビジョン2015」において掲げている「高度な専門性と社会性を持つ指導的人材の

育成」や「グローバル力を強化する大学院教育の推進」といった目標と同じ方向性を持つものである。

これらを受けて本研究科では，「国内では西日本地域において，国外では東アジア・東南アジアにおい

て<技術経営>者を目指す人々の『最優先志望』となることを目指す」という中長期ビジョンを掲げ，

福岡・広島教室においては日本人社会人を，宇部教室においては留学生を対象とする技術経営教育を

実施してきた。 
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課題 

コロナ禍をきっかけとして，社会人学生が自宅からオンラインで受講したり，留学生が渡日前に自国

からオンラインで受講したりと，修学スタイルの多様化が始まっている。すなわち，対人対面型の教

育に限定せず，オンサイト（教室における対面）およびオンラインで同時に教育を行う，つまり，高

度なハイフレックス型教育の実施が必要となっており，これを実現するためには，遠隔講義システム

の拡充が不可欠である。ハイフレックス型教育を実施する環境が整えば，これを活用して従来よりも

充実・高度化した教育を実施することも可能となる。すなわち，福岡・広島教室ならびに宇部教室を

相互に接続して複数教室を結んで日本人社会人と留学生とがともに学び議論するような教育環境を構

築することや，各教室と海外提携大学とを接続し，海外提携大学と共同で講義を実施するような教育

環境を構築することが可能となる。すなわち，本事業によって遠隔講義システムを拡充することによ

り，臨場感あふれる多地点同時教育を実現を目指す。 
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第20章 共同獣医学研究科のＦＤ活動 

共同獣医学研究科のFD活動は、共同獣医学部のFD活動に参加する形で行った。具体的活動内容に

関しては、第11章共同獣医学部のFD活動を参照されたい。 
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令和３年度 山口大学 教学委員会 名簿 

部局名 職 名 氏 名 任 期 備 考 

  副学長（教育学生担当） 松野 浩嗣 

教育・学生支援機構 教育支援センター長 仲間 瑞樹   

〃 学生支援センター長 高橋 肇   

〃 保健管理センター所長 奥屋 茂   

人文学部 教 授 真木 隆行 2.4.1～4.3.31 

〃 教 授 De Boissieu Michel 3.4.1～5.3.31 

教育学部 教 授 松岡 勝彦 2.4.1～4.3.31 

〃 教 授 佐伯 英人 3.4.1～5.3.31 

経済学部 教 授 朝水 宗彦 3.4.1～4.3.31 

〃 教 授 角田 由佳 3.4.1～5.3.31 

理学部 教 授 志村 俊昭 3.4.1～4.3.31 

〃 教 授 山中 明 3.4.1～5.3.31 

医学部 教 授 齊田 菜穂子 2.4.1～4.3.31 

〃 教 授 下村 裕 3.4.1～5.3.31 

工学部 教 授 大原 渡 2.4.1～4.3.31 

〃 教 授 山口 真悟 3.4.1～5.3.31 

農学部 教 授 荒木 英樹 2.4.1～4.3.31 

〃 教 授 井内 良仁 3.4.1～5.3.31 

共同獣医学部 教 授 島田 緑 2.4.1～4.3.31 

〃 准教授 馬場 健司 3.4.1～5.3.31 

国際総合科学部 准教授 星野 晋 2.4.1～4.3.31 

〃 教 授 阿部 新 3.4.1～5.3.31 

事務局 学生支援部長 出雲 武   

〃 学生支援部教育支援課長 福田 孝   

〃 学生支援部学生支援課長 原田 浩子   



令和３年度 山口大学 学部・研究科FDコーディネータ 名簿 

部 局 等 職 名 氏 名 備 考 

人文学部 
准教授 横田 蔵人   

人文科学研究科 

教育学部 
教 授 曽根 涼子   

教育学研究科 

経済学部 
教 授 有村 貞則   

経済学研究科 

理学部 
教 授 志村 俊昭   

創成科学研究科（理学） 

医学部（医学科） 
教  授 白澤 文吾   

医学系研究科 

医学部（保健学科） 
教  授 永田 千鶴   

医学系研究科 

工学部 教  授 中田 幸男   

創成科学研究科（工学） 教  授 大原   渡   

農学部 
教  授 井内 良仁   

創成科学研究科（農学） 

共同獣医学部 
准教授 馬場 健司   

共同獣医学研究科 

国際総合科学部 教  授 北西 功一   

東アジア研究科  准教授 山本 勝也   

技術経営研究科 教  授 大島 直樹   
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